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地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
反
義 ①
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I区

7 
T

原
  
壁

2
な
 
し

内
面
の
滓
化
し
た
小
さ
な
炉
壁
片
。
胎
土
イ 中

2
I区

包
合
層

炉
 
壁

3
な
 
し

内
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滓
化
し
た
炉
壁
片
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表
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部
分
的
に
繁
紅
色
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胎
土
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砂
質
で
ス
サ
が
僅
か
に
混
入
。

区
7 
T

砂
鉄
焼
結
塊

5
H(
O)

14
 1
全
体
に
銹
化
し
た
砂
鉄
焼
結
塊
。
部
分
的
に
還
元
が
進
む
。
裏
面
は
炉
壁
表
面
の
剥
離
面
。

4
I区
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9 
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4

流
出
孔
滓
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)

2
な
 
し
18
7
幅
2c
ll
弱
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出
孔
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流
動
性
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土
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辺
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ヽ
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な
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広
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孔
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破
片
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あ
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。
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炉
壁
粉
。

6
区
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9 
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4

流
出
孔
滓
(中
)

2
な
 
し
67
 2
分
析
資
料
No
 l

7
区

7 
T

流
動
滓

2
な
 
し
70
 7
重
盾
し
た
流
動
洋
の
破
片
。
表
炭
ほ
紫
杜
巳
興
外
。
~測
に
″
IQ
壁

区
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9 
焼
土
周
辺

流
動
澤
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な
 
し

結
晶
の
発
達
し
た
流
動
滓
の
破
片
。
表
皮
は
半
流
動
状
。
気
子
Lか
ト
キ
剖
∫ に
日
ヱ
つ
。
況
出
!し
洋
り
奥
側
り
列
日t
.任

区
C-
9 
SY
-0
4

流
動
滓

3
な
 
し

幅
lc
ll
l前
後
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細
い
流
動
滓
が
多
数
重
層
し
た
資
料
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表
皮
は
紫
紅
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強
い
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結
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が
発
達
気
味
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下
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か
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上
手
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自
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前
者
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流
出
子
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の
可
能
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す
。

10
区

7 
T

瘍
内
滓

3
な
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」 。
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な
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王
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焼
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周
辺

炉
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洋
(含
鉄
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5
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7
分
析
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No
 2

7
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T
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内
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内
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部
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上
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可
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)

2
な
 
し

4
I区

テ
ラ
ス
26

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し

長
軸
コ
ー
ナ
ー
寄
り
の
炉
壁
片
。
内
面
の
左
端
部
に
砂
鉄
の
焼
結
部
が
残
る
。
右
側
面
は
平
坦
な
接
合
部
。
裏
面
は
平
坦
に
整
え
ら
れ
、
上
下
方
向
の

筋
目
が
並
走
す
る
。
平
面
的
に
は
外
面
と
内
側
の
被
熱
層
の
ズ
レ
が
大
き
い
。

5
I区

テ
ラ
ス
19

炉
 
壁
(短
軸
側
)

2
な
 
し

し
方
向
は
ま
ち
ま
ち
。
内
面
に
は
僅
か
に
上
下
方

被
熱
が
弱
い
炉
壁
片
。
平
面
形
は
や
や
弧
状
。
内
外
面
が
生
き
て
お
り
、
上
下
面
が
接
合
部
、
た
だ

向
の
筋
目
が
残
る
。

6
工
区

テ
ラ
ス
32

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し

。
内
面
の
整
形
時
に
上
下
方
向
の
筋
目
が
並
走
。
下
面
も
接
合

部
の
可
能
性
あ
り
。

7
I区

テ
ラ
ス
32

原
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
87
0 
0
内
外
面
が
生
き
て
お
り
、
上
面
と
左
側
面
が
接
合
部
と
な
る
炉
壁
片
。
内
面
に
は
整
形
時
の
上
下
方
向
の
筋
目
が
薄
く
残
り
,上
半
の
1/
3に
砂
鉄
が
焼

結
。
下
半
部
は
津
化
気
味
。

8
Ⅱ
区

テ
ラ
ス
46

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
68
0 
0
内
面
が
生
き
、
上
面
と
右
側
面
が
平
坦
な
接
合
部
と
な
っ
た
炉
壁
片
。
内
面
は
薄
く
滓
化
し
、
斑
点
状
に
砂
鉄
が
焼
結
。
内
面
は
整
形
時
の
筋
目
の
た

め
か
、
横
方
向
に
波
状
と
な
る
。
胎
土
に
は
僅
か
に
ス
サ
混
入
。

9
I区

テ
ラ
ス
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
32
0 
0
内
面
に
薄
く
砂
鉄
が
焼
結
し
た
炉
壁
片
。
上
回
と
圧
理
向
か
半
ユ
な
稜
含
司
も
と
な
0。
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番
号
地
区

場
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種
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磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量
(営
)

備
考

I区
テ
ラ
ス
23

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
55
0 
0
内
面
が
生
き
て
お
り
、
上
面
に
平
坦
な
接
合
部
の
残
す
炉
壁
片
。
内
面
は
薄
く
滓
化
し
て
垂
れ
が
生
じ
、
下
半
部
に
は
酸
化
土
砂
が
目
立
つ
。
砂
鉄
焼

結
部
の
熱
変
化
し
た
も
の
か
。

11
I区

テ
ラ
ス
42

炉
 
壁
(短
軸
側
)

5
な
 
し

内
面
が
生
き
て
お
り
、
上
面
に
平
坦
な
接
合
部
を
残
す
炉
壁
片
。
胎
上
に
は
僅
か
に
ス
サ
入
る
。
内
面
は
滓
化
都
と
砂
鉄
焼
結
部
が
混
在
す
る
。
90
度

方
向
が
異
な
る
可
能
性
も
残
る
。

I区
テ
ラ
ス
10

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
12
00
 0
内
外
面
が
生
き
、
上
下
面
と
左
側
面
が
接
合
部
と
な
る
炉
壁
片
。
内
面
は
滓
化
し
て
垂
れ
が
始
ま
る
。
平
面
形
は
外
側
が
や
や
弧
状
。

I区
テ
ラ
ス
17

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
59
0 
0
内
外
面
が
生
き
、
上
面
と
左
側
面
が
接
合
部
と
な
っ
た
反
壁
片
。
内
面
は
滓
化
の
初
期
で
、
小
さ
な
こ
が
状
や
垂
れ
が
始
ま
る
。
表
皮
の
一
部
は
紫
紅

色
。
整
形
時
の
筋
目
を
僅
か
に
残
す
。

I区
テ
ラ
ス
14

炉
 
壁
(長
軸
側
)

な
 
し
11
00
0
内
外
面
が
生
き
、
左
上
手
に
接
合
痕
を
残
す
炉
壁
片
。
内
面
は
津
化
が
進
み
、
こ
が
状
に
銹
化
し
た
滓
が
固
着
。
上
面
左
側
と
下
面
の
中
央
付
近
が
、

接
合
痕
の
可
能
性
あ
り
。

Ⅱ
区

テ
ラ
ス
20
?

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
44
00
 0

内
外
面
の
生
き
る
、
上
下
に
長
い
大
型
の
炉
壁
片
。
平
面
形
は
僅
か
に
弧
状
。
上
面
の
一
部
と
右
側
面
の
上
半
部
は
接
合
部
。
ま
た
、
内
面
に
も
接
合

痕
の
痕
跡
を
2段
残
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
上
下
方
向
の
高
さ
は
8c
ll
前
後
の
幅
広
い
帯
状
。
内
面
は
上
端
寄
り
を
除
い
て
滓
化
が
始
ま
り
、
下
半
部
で

は
垂
れ
が
目
立
つ
。
上
半
の
1/
3は
発
泡
程
度
で
各
所
に
秒
鉄
が
焼
結
し
、
上
段
下
半
の
砂
鉄
焼
結
帯
に
相
当
す
る
。
外
面
は
斜
め
方
向
に
幅
広
の
ヘ

ラ
状
工
具
に
よ
る
削
り
。

I区
テ
ラ
ス
39

炉
 
壁
(短
軸
側
)

4
な
 
し

平
面
、
強
い
弧
状
の
炉
壁
片
。
内
外
面
が
生
き
。
上
面
と
右
側
面
の
一
部
が
接
合
部
。
内
面
は
滓
化
気
味
で
垂
れ
が
始
ま
る
。
部
位
と
し
て
は
箱
形
炉

の
コ
ー
ナ
ー
都
と
推
定
。

17
I区

テ
ラ
ス
12

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
13
00
 0
内
外
面
の
生
き
る
や
や
厚
手
の
炉
壁
片
。
上
下
面
の
一
部
は
接
合
部
。
内
面
は
滓
化
し
て
垂
れ
が
強
い
。
平
面
的
に
内
面
左
側
の
滓
化
が
強
く
、
壁
が

や
せ
て
い
る
。

I区
テ
ラ
ス
7

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し

内
外
面
の
生
き
る
炉
壁
片
。
外
面
は
平
坦
で
き
れ
い
な
削
り
面
。
右
側
面
の
一
部
が
接
合
痕
。
内
面
は
滓
化
し
て
、
左
半
分
は
細
か
い
こ
れ
が
残
る
。

右
半
分
は
酸
化
気
味
。

I区
テ
ラ
ス
40

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し

内
外
面
の
一
部
が
生
き
る
炉
壁
片
。
左
側
部
が
接
合
部
。
内
面
は
き
れ
い
に
滓
化
し
て
面
を
な
す
。
表
面
の
状
態
は
左
手
か
ら
還
元
酸
化
還
元
と
交

互
の
炉
内
雰
囲
気
で
、
中
央
部
は
紫
紅
色
に
な
る
。
こ
れ
は
通
風
孔
部
の
間
隔
に
ほ
ぼ
対
応
す
る
も
の
で
、
13
cm
前
後
の
炉
内
雰
囲
気
の
変
化
幅
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

I区
テ
ラ
ス
13

炉
 
壁
(短
軸
側
)

4
な
 
し
13
00
 0
内
外
面
の
一
部
が
生
き
る
炉
壁
片
。
平
面
的
に
は
外
面
が
弧
状
で
、
箱
形
炉
の
コ
ー
ナ
ー
寄
り
を
示
す
。
内
面
は
強
く
滓
化
し
て
、
垂
れ
が
激
し
い
。

上
面
は
弧
状
に
切
ら
れ
た
大
き
な
接
合
部
。

21
I区

テ
ラ
ス
15

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し

左
側
面
に
通
風
孔
部
の
壁
面
を
残
す
炉
壁
片
。
内
面
が
生
き
、
通
風
孔
部
が
突
出
。
上
半
部
は
錆
色
の
酸
化
物
が
固
着
。
上
面
は
平
坦
な
接
合
部
。
通

風
孔
部
の
断
面
形
は
は
上
下
に
長
い
楕
円
孔
と
推
定
さ
れ
、
先
細
り
す
る
。

I区
テ
ラ
ス
29

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し

左
右
の
側
面
に
通
風
孔
部
の
壁
面
を
残
す
炉
壁
片
。
平
面
形
は
や
や
弧
状
で
、
通
風
子
L部
は
急
角
度
で
右
方
向
に
並
が
。
通
風
子
Lの
間
隔
は
8c
tl
l前
後
と

極
め
て
狭
い
。
炉
壁
内
面
が
滓
化
し
て
、
通
風
孔
部
の
あ
る
上
半
部
は
前
屈
し
て
い
る
。

I区
B-
5

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
13
00
 0
左
右
の
側
面
に
通
風
孔
部
の
側
面
を
広
範
囲
に
残
す
炉
壁
片
。
平
面
形
は
や
や
弧
状
で
、
内
面
の
滓
化
部
で
は
通
風
子
L部
周
辺
が
突
出
し
、
そ
れ
以
外

は
溶
損
す
る
。
通
風
孔
部
の
断
面
形
は
上
下
に
長
い
精
円
孔
で
、
下
半
部
の
ほ
う
が
広
め
で
あ
る
。
僅
か
に
先
細
り
。
穿
孔
は
棒
状
の
工
具
を
23
方
向

か
ら
差
し
込
み
、
上
下
方
向
に
広
げ
て
い
る
。
下
面
端
部
に
は
炉
底
塊
に
連
な
る
炉
内
滓
と
、
炉
壁
と
平
行
す
る
lc
m幅
の
流
動
滓
が
残
る
。

I区
テ
ラ
ス
21

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
15
00
 0

左
右
の
側
面
に
通
風
孔
部
の
側
面
を
残
す
、
き
れ
い
な
炉
墜
片
。
内
面
は
滓
化
し
て
垂
れ
、
上
下
面
が
平
坦
な
接
合
部
と
な
る
。
平
面
形
は
弧
状
で
、

通
風
孔
部
は
右
方
向
に
軸
を
振
っ
て
い
る
。
な
お
、
通
風
子
し 部
の
高
さ
が
両
孔
で
3c
ll
ほ
ど
異
な
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
通
風
孔
部
の
断
面
形
も

左
右
で
異
な
り
、
右
側
が
上
下
に
長
く
、
左
側
は
円
孔
気
味
で
あ
る
。
右
側
の
通
風
孔
部
は
下
半
部
が
円
孔
気
味
で
、
上
方
に
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
通
風
孔
と
色
見
穴
に
つ
な
が
る
技
法
か
も
し
れ
な
い
。

I区
テ
ラ
ス
14

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し

左
右
の
側
面
に
通
風
孔
部
の
壁
画
を
残
す
小
型
の
炉
壁
片
。
内
面
は
滓
化
し
て
垂
れ
が
各
所
に
散
在
。
通
風
子
い
ま
円
孔
気
味
で
、
径
が
2 
5c
D程
度
と
小
型
。

I区
B-
7

炉
 
壁
(短
軸
側
)

2
な
 
し
43
00
 0
内
外
面
の
生
き
る
、
上
下
に
長
い
大
型
の
炉
壁
片
。
平
面
形
は
弧
状
で
、
箱
形
炉
の
コ
ー
ナ
ー
部
と
推
定
さ
れ
る
。
上
面
と
側
面
左
上
が
接
合
部
。
外

面
は
斜
め
方
向
の
削
り
で
成
形
さ
れ
、
上
端
部
で
は
帯
状
の
削
り
痕
が
残
る
。
内
面
は
全
体
に
滓
化
し
て
垂
れ
、
下
半
部
は
溶
損
し
て
や
せ
、
酸
化
物

が
固
着
す
る
。
上
面
の
接
合
蔀
は
洋
化
が
強
い
。

狂
区

テ
ラ
ス
18

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
60
00
 0

内
外
面
が
生
き
。
下
面
に
通
風
孔
部
が
4孔
残
る
大
型
の
炉
壁
片
。
上
端
部
は
弧
状
の
接
合
面
。
外
面
は
削
り
成
形
さ
れ
た
表
面
で
、
平
坦
部
と
弧
状
の

工
具
痕
が
共
存
。
内
面
は
下
半
部
が
滓
化
し
、
壁
表
面
が
露
出
。
上
半
部
は
接
合
部
の
影
響
の
た
め
か
、
ひ
び
割
れ
が
操
業
中
に
生
じ
、
不
規
則
な
ヘ

こ
み
と
な
っ
て
い
る
。
酸
化
物
も
点
在
す
る
。
下
面
に
残
る
通
風
孔
部
は
,2
 7
cШ
前
後
の
径
を
持
つ
円
孔
で
、
ほ
と
ん
ど
絞
り
を
持
た
な
い
直
孔
と
な

る
。
炉
壁
平
面
に
対
し
、
通
風
子
L部
は
、
斜
め
右
に
全
て
が
向
く
。
通
風
孔
間
隔
は
、
9～
10
cl
lと
僅
か
に
ば
ら
つ
く
。
通
風
孔
レ
ベ
ル
の
内
面
は
大
き

な
波
状
で
、
通
風
孔
周
り
の
み
が
突
出
す
る
。
胎
上
に
は
ス
サ
が
僅
か
に
入
る
が
、
や
や
硬
質
の
印
象
。

Ⅱ
区

テ
ラ
ス
32

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
46
00
 0
内
外
面
が
生
き
て
い
る
大
型
の
炉
壁
片
。
外
面
は
ほ
ぼ
平
坦
に
成
形
さ
れ
、
斜
め
方
向
の
ヘ
ラ
削
り
痕
が
残
る
。
上
下
面
は
平
行
す
る
き
れ
い
な
接
合

面
で
、
内
面
に
も
接
合
痕
が
走
る
。
こ
の
接
合
痕
か
ら
み
る
と
、
炉
壁
は
高
さ
9伽
前
後
の
帯
状
の
単
位
を
積
み
上
げ
て
い
る
。
内
面
は
全
体
に
滓
化
し

て
、
左
半
分
の
方
が
流
動
性
が
高
く
、
右
半
分
は
表
皮
が
発
泡
気
味
。
No
27
と
接
合
。
胎
上
に
は
ス
サ
僅
か
に
入
る
。
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磁
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考

I区
テ
ラ
ス
5

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
17
00
 0
内
面
が
生
き
て
お
り
、
上
位
に
通
風
孔
都
が
1子
し 、
さ
ら
に
左
側
部
に
通
風
孔
の
壁
面
の
一
部
が
遺
存
。
通
風
孔
部
は
僅
か
に
上
方
に
広
が
る
円
孔
で
、

径
は
2 
7c
m前
後
。
子
L間
隔
は
7c
Ш
以
下
と
、
極
め
て
狭
い
。
炉
壁
平
面
に
対
し
て
は
、
強
い
右
向
き
に
穿
孔
さ
れ
る
。
内
面
は
激
し
く
滓
化
し
、
通
風

孔
レ
ベ
ル
で
突
出
、
下
半
部
は
大
き
く
え
ぐ
れ
て
い
る
。

Ⅱ
区

テ
ラ
ス
26

炉
内
滓

2
な
 
し

1～
3c
m大
の
木
炭
痕
が
残
さ
れ
た
、
半
流
動
状
の
炉
内
滓
。
裏
面
や
側
面
に
は
、
灰
色
に
被
熱
し
た
炉
壁
上
が
斑
点
状
に
付
着
す
る
。
左
側
部
は
錆
色

が
強
い
。

I区
テ
ラ
ス
6

炉
内
滓

4
な
 
し
32
0 
0
横
断
面
形
が
樋
状
の
炉
内
滓
。
上
面
は
や
や
流
動
状
で
、
下
面
に
は
粉
灰
痕
が
密
集
。
上
手
側
面
が
不
自
然
に
へ
こ
ん
で
お
り
、
工
具
痕
で
あ
る
。
炉

内
滓
の
影
響
の
強
い
、
流
出
孔
滓
の
可
能
性
も
あ
り
。

I区
テ
ラ
ス
9

炉
内
滓

3
な
 
し
40
6 
0
分
析
資
料
No
5

I区
テ
ラ
ス
1

流
出
孔
滓

2
な
 
し
28
0 
0
不
規
則
な
外
観
を
し
た
、
棒
状
の
流
出
孔
滓
。
上
下
面
や
側
面
に
木
炭
痕
や
炉
壁
上
の
反
跡
を
残
す
。
左
側
部
は
滓
が
途
切
れ
て
、
中
空
気
F/
k。
流
出

孔
滓
と
し
て
は
奥
部
で
生
成
か
。

狂
区

テ
ラ
ス
9

流
出
孔
洋

3
な
 
し
56
0 
0
幅
広
く
扁
平
な
流
出
孔
滓
。
表
面
の
状
態
は
前
者
と
似
る
。
左
側
部
の
一
部
が
え
ぐ
れ
て
、
中
空
気
味
と
な
る
点
も
共
通
す
る
。
滓
は
一
部
が
陥
没
。

I区
テ
ラ
ス
8

流
出
孔
滓

4
な
 
し
77
0 
0
分
析
資
料
No
6

I区
テ
ラ
ス
22

流
出
溝
滓

3
な
 
し
23
0 
0
1 
2c
ll
l幅
の
流
動
滓
部
が
重
層
す
る
流
出
溝
滓
。
上
面
の
流
動
滓
に
は
チ
リ
メ
ン
状
の
し
わ
あ
り
。
下
面
中
央
部
は
突
出
し
、
九
棒
状
の
流
出
孔
滓
の
傾

向
を
残
す
。

I区
テ
ラ
ス
27

流
出
溝
滓

4
な
 
し
19
0 
0
樋
状
の
流
出
溝
に
重
層
し
た
流
出
焉
滓
。
右
手
に
向
か
い
、
順
次
重
層
。
下
面
に
は
炉
壁
粉
を
固
着
す
る
。

I区
テ
ラ
ス
44

流
出
溝
滓

3
な
 
し
21
00
No
86
と
や
や
似
た
資
料
。
下
面
の
中
央
部
に
棒
状
の
流
出
孔
滓
を
残
し
、
上
層
に
流
動
滓
が
扁
状
に
広
が
る
。
上
面
表
皮
に
は
チ
リ
メ
ン
状
の
し
わ
、

下
面
に
は
灰
褐
色
に
被
熱
し
た
炉
壁
粉
が
固
着
。

Ⅱ
区

テ
ラ
ス
26

炉
内
滓
(合
鉄
)

3
銹
化
(△
)

茶
褐
色
の
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
、
小
塊
状
の
合
鉄
の
炉
内
滓
。
上
面
の
一
部
に
、
砂
鉄
の
焼
結
都
あ
り
。

I区
E-
8

炉
壁
(通
風
孔
目
印
穴
付
)
3

な
 
し
27
0 
0
内
外
面
が
生
き
て
お
り
、
下
面
に
目
印
穴
を
1孔
持
つ
炉
壁
片
。
内
面
は
発
泡
気
味
で
、
砂
鉄
が
薄
く
焼
結
。
下
面
の
目
印
穴
は
径
1 
5c
ll
前
後
の
円
孔
。

I区
A-
7

炉
壁
(通
風
子
L目
印
穴
付
)
2

な
 
し
21
00
内
面
の
生
き
て
い
る
炉
壁
の
小
破
片
。
下
面
に
目
印
穴
が
2孔
残
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
間
隔
は
3c
血
前
後
。
径
は
左
手
の
も
の
が
1 
2c
n強
で
、
炉
壁
外

面
側
が
1 
7c
mと
広
め
で
あ
る
。
孔
は
円
孔
。
炉
壁
内
面
に
は
僅
か
に
砂
鉄
が
焼
結
。
炉
壁
平
面
に
対
し
て
目
印
穴
は
斜
め
左
方
向
に
向
く
。

Ⅲ
区

D-
12

炉
壁
(通
風
孔
目
F「
穴
付
)
3

な
 
し
75
0 
0
内
外
面
が
生
き
て
お
り
、
強
い
弧
状
を
し
た
平
面
形
を
持
つ
炉
壁
片
。
下
面
に
2孔
の
目
印
穴
を
残
し
て
い
る
。
人
間
隔
は
約
5 
5c
tl
で
、
径
は
1 
3c
lI
前

後
の
円
子
し 。
炉
壁
平
面
と
ほ
ぼ
直
交
方
向
に
穿
た
れ
る
。
炉
壁
内
面
は
滓
化
し
て
、
現
状
で
は
風
化
が
激
し
い
。
90
度
方
向
、
向
き
を
変
え
る
可
能
性

も
あ
る
。

Ⅱ
区

B-
10

炉
壁
(通
風
孔
目
印
穴
付
)
4

な
 
し
20
00
 0
目
印
穴
を
持
つ
最
大
の
炉
壁
片
。
内
外
面
の
一
部
が
生
き
て
お
り
、
下
面
に
2孔
の
目
印
穴
を
残
す
。
間
隔
は
約
4c
lI
。
や
や
雑
な
も
の
で
、
径
は
1 
3c
ll

前
後
の
円
孔
。
炉
壁
の
つ
な
ぎ
目
と
な
る
下
面
に
穿
た
れ
る
。
内
面
は
強
く
滓
化
し
て
、
上
端
部
で
は
垂
れ
て
い
る
。
本
資
料
も
前
者
と
同
様
、
90
度

方
向
、
向
き
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

Ⅱ
区

C-
4

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
14
0 
0
被
熱
の
弱
い
小
さ
な
炉
壁
片
。
厚
み
が
3 
5c
ll
lと
薄
く
、
特
異
な
資
料
。
内
外
面
は
平
坦
に
整
え
ら
れ
、
他
の
資
料
と
は
胎
上
が
異
な
る
。
製
鉄
炉
以
外

の
炉
壁
片
の
可
能
性
も
や
や
残
さ
れ
る
。

I区
D-
10

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
28
0 
0
内
面
と
上
端
部
が
生
き
て
い
る
可
能
性
を
持
つ
、
小
さ
な
炉
壁
片
。
内
面
か
ら
上
端
部
に
か
け
て
は
、
緩
や
か
な
弧
状
の
断
面
形
。
内
面
は
褐
色
に
被

熱
し
た
程
度
で
、
上
下
方
向
の
筋
目
が
残
る
。
下
面
の
破
面
に
目
露 口
穴
に
や
や
類
似
し
た
痕
跡
を
持
つ
が
、
こ
れ
は
ス
サ
痕
で
あ
る
。

I区
B-
6

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
42
0 
0
基
本
的
に
は
前
者
と
似
た
、
頂
蔀
付
近
の
炉
壁
片
。
内
面
の
み
生
き
て
お
り
、
上
面
に
か
け
て
は
き
れ
い
な
弧
状
。
内
面
に
は
上
下
方
向
に
大
い
筋
目

が
1本
残
さ
れ
て
い
る
。

I区
B-
5

炉
 
壁
(長
軸
側
)

8
な
 
し
36
0 
0
内
面
の
一
部
の
み
生
き
て
い
る
、
炉
壁
片
。
内
面
は
薄
く
被
熱
し
、
砂
鉄
が
焼
結
。
成
形
時
に
は
上
下
方
向
の
筋
目
が
残
さ
れ
る
。
下
面
は
き
れ
い
な

面
を
な
す
平
坦
面
で
、
粘
土
単
位
を
切
り
揃
え
た
痕
跡
か
。

I区
A-
10

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
13
00
被
熱
の
弱
い
炉
壁
の
小
片
。
内
面
の
み
生
き
、
発
泡
気
味
。
か
ろ
う
じ
て
炉
整
形
時
の
筋
目
が
並
走
す
る
。

I区
D-
10

炉
 
壁
(長
軸
側
)

I
な
 
し
60
0 
0
内
外
面
が
生
き
る
炉
壁
片
。
上
面
が
接
合
部
、
内
面
下
半
部
が
薄
く
発
泡
し
、
左
上
部
に
筋
目
が
1条
残
る
。
表
面
全
体
が
薄
く
吸
炭
気
味
。

Ⅱ
区

C-
10

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
74
0 
0
前
者
と
ほ
ぼ
同
条
件
の
資
料
。
内
外
面
が
生
き
、
右
側
面
と
下
面
が
接
合
部
。
内
面
は
薄
く
発
泡
し
、
僅
か
に
砂
鉄
が
焼
結
。

I区
N0

匠
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
49
0 
0
内
面
の
み
生
き
て
い
る
炉
壁
の
小
片
。
上
面
は
接
合
部
、
内
面
は
被
熱
し
た
の
み
で
、
薄
く
砂
鉄
が
斑
点
状
に
焼
結
。
胎
土
に
は
2m
ll
l大
以
下
の
石
英
質

の
石
粒
が
多
量
に
混
和
さ
れ
て
い
る
。
ス
サ
は
ご
く
僅
か
。

I区
B-
6

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
26
0 
0
内
面
の
み
生
き
て
い
る
炉
壁
の
小
片
。
上
面
に
か
け
て
は
九
み
を
持
ち
、
一
見
炉
頂
部
風
。
内
面
は
被
熱
が
や
や
強
め
で
、
部
分
的
に
小
範
囲
で
滓
化
。

左
手
に
は
整
形
時
の
筋
目
あ
り
。
胎
上
に
は
石
英
質
の
砂
粒
が
少
な
く
、
粉
炭
や
ス
サ
を
多
め
に
交
え
て
い
る
。

I区
C-
6

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
52
0 
0
各
面
の
擦
れ
の
激
し
い
炉
壁
片
。
内
面
の
一
部
分
が
生
き
、
発
泡
す
る
。
上
下
面
が
平
坦
で
、
下
面
は
き
れ
い
な
ヘ
ラ
切
り
の
痕
跡
。
石
英
質
の
石
粒

が
粗
く
,l
cl
l大
の
も
の
も
残
る
。
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第
3表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 4

番
号
地
区

場
所

種
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量
(F
r)

備
考

I区
A-
7

炉
 
壁
(短
軸
側
)

4
な
 
し
27
0 
0

平
面
弧
状
を
し
た
炉
壁
破
片
で
あ
る
。
内
面
の
み
生
き
て
お
り
、
上
面
は
接
合
部
の
平
坦
面
。
内
面
の
上
端
部
に
は
、
炉
整
形
時
の
筋
目
が
上
下
に
走

る
。
そ
れ
以
下
は
砂
鉄
が
焼
結
し
、
下
端
部
寄
り
で
は
流
動
化
し
て
い
る
。
胎
土
は
雲
母
混
じ
り
の
も
の
で
、
ス
サ
を
僅
か
に
含
む
。
被
熱
は
弱
い
。

裏
面
に
は
横
方
向
に
か
す
か
に
縄
痕
が
残
さ
れ
て
い
る
。
No
 6
2と
同
じ
高
さ
と
考
え
ら
れ
、
内
面
の
筋
目
や
砂
鉄
焼
結
部
も
共
通
す
る
。
同
一
炉
の
長

軸
側
と
短
軸
側
の
破
片
の
可
能
性
が
高
い
。

I区
D-
12

炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し
27
0 
0
内
外
面
の
表
皮
が
擦
れ
て
、
薄
く
脱
落
し
た
炉
壁
片
。
下
面
に
は
き
れ
い
な
平
坦
面
が
削
り
出
さ
れ
て
お
り
、
接
合
部
と
推
定
さ
れ
る
。
全
体
に
被
熱

が
弱
く
、
頂
部
寄
り
の
破
片
と
推
定
さ
れ
る
。
平
面
形
は
や
や
弧
状
。
胎
土
は
石
英
質
の
石
粒
と
雲
母
片
を
両
方
含
む
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

2
な
 
し
10
00
 0
内
外
面
の
荒
れ
た
被
熱
の
弱
い
炉
壁
片
。
平
面
形
は
外
面
が
強
い
弧
状
で
、
内
面
は
弧
状
が
弱
い
。
内
面
の
lc
m程
度
の
厚
み
が
灰
褐
色
に
被
熱
し
て
し

る
。
胎
土
は
基
本
的
に
は
石
英
質
の
石
粒
と
雲
母
片
を
ま
ば
ら
に
含
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、
彼
熱
差
の
た
め
か
内
画
の
方
が
石
粒
が
目
立
つ
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

2
な
 
し
18
00
 0
内
面
が
生
き
、
上
下
面
が
き
れ
い
に
切
り
揃
え
ら
れ
た
痕
跡
を
持
つ
炉
壁
片
。
高
さ
は
ほ
ぼ
14
cm
で
、
元
の
粘
土
単
位
を
示
し
て
い
る
。
内
面
は
強
く

滓
化
し
、
垂
れ
が
つ
ら
ら
状
。
粘
土
単
位
は
上
下
の
み
で
な
く
、
上
下
に
接
す
る
外
面
肩
部
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
一
部
は
横
方
向
に
木
目
状
の
圧
痕

を
持
ち
、
粘
土
単
位
を
切
り
出
す
折
の
工
具
が
木
製
の
幅
広
い
ヘ
ラ
状
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
す
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(短
軸
狽
J)

2
な
 
し
20
00
 0
平
面
僅
か
に
弧
状
を
し
た
、
し
っ
か
り
し
た
炉
壁
片
。
内
外
面
が
生
き
、
側
面
三
方
は
粘
土
単
位
の
接
合
部
。
内
面
は
発
泡
部
か
ら
滓
化
部
へ
か
け
て

で
あ
る
。
厚
み
は
8伽
前
後
で
、
標
準
的
。
90
度
方
向
を
変
え
る
可
能
性
も
あ
り
。

I区
D-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
28
00
 0

内
面
に
特
色
を
持
つ
、
情
報
量
の
多
い
炉
壁
片
。
内
外
面
が
生
き
、
上
面
は
ヘ
ラ
切
り
痕
を
持
つ
平
坦
面
。
内
面
は
上
下
で
3種
の
特
徴
を
持
ち
、
炉
内

の
熱
分
布
を
明
瞭
に
示
す
。
上
端
部
は
炉
整
形
時
の
上
下
方
向
の
筋
目
を
持
つ
被
熱
面
。
そ
の
下
側
は
高
さ
6c
ll
前
後
の
帯
状
の
秒
鉄
焼
結
層
で
、
同
一

層
で
も
下
半
に
か
け
て
は
銹
化
が
進
む
。
そ
れ
以
下
の
下
半
部
は
、
強
い
滓
化
に
伴
う
溶
損
の
た
め
、
内
側
に
向
か
い
え
ぐ
れ
て
い
る
。
こ
の
え
ぐ
れ

範
囲
と
砂
鉄
焼
結
帯
の
境
の
部
分
は
弧
状
で
あ
る
。

I区
Bヽ

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
14
00
 0
や
や
小
型
な
が
ら
、
前
者
と
似
た
条
件
の
炉
壁
片
。
上
面
と
右
側
部
の
一
部
が
接
合
部
。
内
面
は
上
下
で
砂
鉄
焼
結
帯
と
滓
化
溶
損
部
分
に
分
か
れ
て

い
る
。
外
面
は
き
れ
い
な
平
坦
面
。

I区
D-
10

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
48
7 
0
分
析
資
料
No
 7

Ⅱ
区

C-
6

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
45
0 
0

内
面
の
み
生
き
て
い
る
小
型
の
炉
壁
片
。
内
面
は
炉
整
形
時
の
上
下
方
向
の
筋
目
が
並
走
し
、
最
大
の
も
の
は
幅
2 
5c
II
程
の
溝
状
に
え
ぐ
れ
て
い
る
。

表
面
に
は
や
や
厚
く
砂
鉄
が
焼
結
。
注
目
点
は
下
面
の
裏
面
寄
り
に
残
さ
れ
る
縄
日
で
あ
る
。
炉
壁
を
水
平
に
取
り
巻
く
よ
う
に
、
径
7m
ll
程
の
縄
を
2

本
撚
り
合
わ
せ
て
、
径
1 
lc
ll
l程
に
し
た
縄
で
締
め
て
い
る
。
縄
は
炉
壁
外
面
に
最
大
lc
ll
前
後
く
い
込
ん
で
お
り
、
炉
体
作
成
時
に
炉
が
変
形
し
な
い

よ
う
し
て
い
る
証
拠
と
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
、
炉
内
の
砂
鉄
焼
結
帯
の
レ
ベ
ル
に
縄
高
は
あ
る
こ
と
に
な
る
。

I区
D-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
51
00
内
外
面
の
残
る
小
型
の
炉
壁
片
。
内
面
は
薄
く
発
泡
し
、
砂
鉄
が
僅
か
に
焼
結
。
炉
整
形
時
の
筋
目
も
か
す
か
に
残
る
。
右
側
面
は
接
合
部
の
可
能
性

あ
り
。

工
区
畦
横
サ
ブ
ト
レ

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
12
00
内
面
の
み
生
き
て
い
る
炉
壁
の
小
片
。
胎
土
は
雲
母
を
多
量
に
交
え
る
や
や
軟
質
の
も
の
で
あ
る
。
内
面
は
発
泡
し
、
下
半
部
に
は
津
が
薄
く
貼
り
付

い
て
い
る
。

I区
D-
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

5
な
 
し
11
00
0
分
析
資
料
No
 8

I区
A-
13

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
92
0 
0
内
面
の
み
生
き
て
い
る
炉
壁
表
面
の
剥
離
物
。
上
下
面
は
接
合
部
の
可
能
性
を
持
つ
が
、
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。
内
面
は
全
体
が
滓
化
し
、
そ
の
表
面

に
こ
が
状
の
酸
化
物
が
広
く
貼
り
付
い
て
い
る
。

I区
D-
9

炉
 
壁
(短
軸
側
)

2
な
 
し
24
00
 0

平
面
、
緩
や
か
な
弧
状
を
し
た
上
下
に
長
い
炉
壁
片
。
内
面
と
外
面
の
一
部
が
生
き
て
い
る
。
上
面
に
は
小
範
囲
な
が
ら
平
坦
な
接
合
面
が
作
り
出
さ

れ
て
い
る
。
右
側
面
下
端
の
破
面
に
、
下
か
ら
斜
め
上
に
向
か
う
、
一
見
、
通
風
子
L部
の
壁
面
の
よ
う
な
削
り
跡
が
残
さ
れ
る
が
、
そ
の
位
置
や
方
向

が
通
風
孔
部
と
し
て
は
不
自
然
で
、
内
面
の
溶
解
も
対
応
し
な
い
た
め
、
粘
土
単
位
の
調
整
時
の
工
具
痕
と
み
て
お
く
。
内
面
は
部
位
に
よ
り
状
態
が

異
な
る
。
上
端
部
寄
り
は
灰
色
の
薄
く
発
泡
し
た
部
分
。
そ
の
下
に
は
3c
n前
後
の
幅
で
砂
鉄
が
焼
結
し
、
さ
ら
に
そ
の
下
5c
m前
後
に
は
炉
壁
表
面
が

溶
け
た
流
動
状
の
部
分
で
ひ
び
割
れ
が
生
じ
て
い
る
。
下
半
部
は
全
体
が
流
動
状
と
な
り
、
錆
色
が
広
が
っ
て
い
る
。
不
規
則
な
隙
間
や
亀
裂
も
散
在

す
る
。
炉
壁
外
面
は
横
方
向
の
削
り
痕
が
か
ろ
う
じ
て
確
認
さ
れ
る
。
下
か
ら
8c
tl
前
後
の
と
こ
ろ
に
、
粘
土
単
位
の
接
合
部
分
が
緩
や
か
な
波
状
に
伸

び
て
い
る
。
胎
土
は
lc
m大
以
下
の
石
粒
を
ま
ば
ら
に
合
み
、
短
い
ス
サ
の
lF
L和
の
比
較
的
多
い
軟
質
上
で
あ
る
。
多
量
の
雲
母
が
確
認
さ
れ
る
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

2
な
 
し
15
00
 0
内
面
の
下
半
部
の
み
が
生
き
て
い
る
塊
状
の
炉
壁
片
。
上
面
が
斜
め
に
傾
斜
し
て
お
り
、
接
合
面
か
粘
土
塊
の
切
断
面
か
不
明
。
内
面
は
発
泡
し
て
僅

か
に
垂
れ
が
始
ま
る
。
胎
土
は
石
実
質
の
石
粒
と
ス
サ
を
合
む
が
、
石
粒
は
少
な
め
。

Ⅱ
区

A鍔
炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し
82
0 
0
内
面
の
生
き
て
い
る
炉
壁
片
。
上
半
部
は
薄
く
発
泡
し
た
表
面
で
、
下
半
部
は
垂
れ
気
味
で
あ
る
。
錆
色
の
部
分
は
砂
鉄
が
焼
結
。
胎
土
は
雲
母
の
多

い
軟
質
で
、
部
分
的
に
短
い
ス
サ
が
目
立
つ
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し
25
00
 0

外
面
の
横
断
面
形
が
L字
状
に
整
形
さ
れ
、
右
側
の
肩
部
に
弧
状
の
炉
壁
内
面
が
残
る
、
特
異
な
資
料
。
し
た
が
っ
て
生
き
て
い
る
の
は
、
外
面
の
二

方
と
小
範
囲
の
内
面
の
み
で
あ
る
。
左
側
面
と
裏
面
は
縦
方
向
の
削
り
に
よ
り
成
形
さ
れ
て
お
り
、
肩
部
は
僅
か
に
面
取
り
さ
れ
て
い
る
。
違
い
は
左

側
面
が
平
坦
気
味
な
の
に
対
し
、
裏
面
は
や
や
弧
状
と
い
う
点
。
右
手
肩
部
に
残
る
内
面
は
強
く
滓
化
発
泡
し
て
、
垂
れ
て
い
る
。
胎
土
は
雲
母
を
多

量
に
合
む
も
の
で
、
No
44
や
No
48
さ
ら
に
No
 6
4な
ど
と
共
通
す
る
。
箱
形
炉
の
コ
ー
ナ
ー
部
の
内
外
を
示
す
特
徴
的
な
炉
壁
片
で
、
か
な
り
角
張
っ
た

外
観
を
持
つ
炉
が
想
定
で
き
る
。
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番
号
地
区

場
所

種
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
襲 ⑪

備
考

Ⅱ
区

A-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

2
な
 
し
46
00
 0
内
外
面
の
生
き
て
い
る
、
上
下
に
長
い
大
型
の
炉
壁
片
。
内
面
は
全
体
が
津
化
し
て
、
え
ぐ
れ
や
垂
れ
が
共
存
す
る
。
上
端
部
寄
り
は
や
や
イ
ガ
イ
ガ

し
た
状
態
。
90
度
方
向
を
違
え
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
も
の
で
は
な
い
。

I区
A―
H

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
18
00
 0
内
外
面
の
生
き
て
い
る
、
緩
や
か
な
弧
状
の
平
面
形
を
持
つ
炉
壁
片
。
上
下
面
の
一
部
は
、
接
合
面
の
可
能
性
大
。
内
面
は
強
く
滓
化
し
て
、
垂
れ
や

え
ぐ
れ
に
覆
わ
れ
る
。
上
半
部
は
風
化
し
て
灰
褐
色
、
下
半
部
は
く
す
ん
だ
紫
紅
色
。
表
面
の
溶
け
て
い
る
割
り
に
は
、
壁
の
内
部
が
吸
炭
し
て
い
る
。

Ⅱ
区

D-
6

原
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
19
00
 0
内
外
面
の
生
き
て
い
る
原
壁
片
。
平
面
形
は
僅
か
に
弧
状
。
上
面
の
一
部
が
接
合
痕
の
可
能
性
あ
り
。
外
面
は
幅
2c
m前
後
の
経
め
方
向
の
ナ
デ
痕
が
明

瞭
。
胎
上
に
は
ス
サ
が
多
め
で
、
石
英
質
の
砂
粒
は
少
な
い
。
内
面
は
全
体
に
滓
化
し
て
垂
れ
気
味
。
左
側
部
は
明
瞭
な
接
合
面
。

I区
B-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
15
00
 0
内
面
が
女
褐
色
の
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
前
者
に
似
た
資
料
。
内
外
面
が
生
き
て
お
り
、
内
面
が
薄
く
滓
化
。
左
下
部
分
は
え
ぐ
れ
る
よ
う

に
滓
化
し
て
い
る
。
胎
上
の
ス
サ
は
多
い
。

I区
A-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
25
50
 0

内
外
面
が
生
き
て
お
り
、
上
端
部
が
き
れ
い
な
接
合
面
と
な
る
大
型
の
炉
壁
片
。
壁
の
厚
み
が
下
方
に
向
か
い
急
激
に
薄
く
な
る
特
色
を
持
ち
、
外
面

中
央
の
横
方
向
に
幅
1 
5c
n前
後
の
明
瞭
な
肖
」
り
痕
を
残
し
て
い
る
。
内
面
は
上
端
寄
り
の
み
が
発
泡
し
て
お
り
、
下
方
に
向
か
い
面
的
に
溶
損
し
て
い

る
。
横
方
向
の
断
面
形
は
、
緩
や
か
な
波
状
。
内
面
の
肩
部
寄
り
は
紫
紅
色
が
強
い
。
裏
面
中
央
の
削
り
痕
は
側
面
か
ら
み
る
と
粘
上
単
位
の
接
合
部

と
一
致
し
て
お
り
、
単
な
る
削
り
で
は
な
く
圧
着
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

I区
D-
12

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
20
00
 0
内
外
面
の
生
き
て
い
る
し
っ
か
り
し
た
炉
壁
片
。
外
面
が
平
坦
に
整
形
さ
れ
、
内
面
は
前
者
に
似
る
。
上
端
寄
り
は
発
泡
気
味
で
、
そ
れ
以
下
は
面
的

な
溶
損
。
ひ
び
割
れ
が
操
業
中
に
生
じ
、
部
分
的
に
酸
化
色
を
示
す
。

I区
C-
7

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
25
00
 0

内
外
面
の
生
き
て
い
る
軟
質
の
炉
H_
4で
あ
る
。
裏
面
は
緩
や
か
な
波
状
に
整
形
さ
れ
、
左
側
部
は
接
合
部
で
あ
る
。
右
上
の
端
部
も
接
合
部
で
、
左
方

向
へ
向
か
い
内
側
に
も
ぐ
っ
て
い
く
。
胎
土
は
雲
母
を
含
む
も
の
で
、
ス
サ
は
僅
か
に
入
る
が
、
石
英
質
の
石
粒
は
ほ
と
ん
ど
混
和
さ
れ
て
な
い
。
内

面
は
全
体
に
滓
化
し
て
粘
り
の
強
い
垂
れ
と
な
っ
て
い
る
。
上
端
部
寄
り
は
や
や
イ
ガ
イ
ガ
し
た
表
面
で
、
炉
壁
表
面
の
本
来
の
筋
目
が
僅
か
に
確
認

さ
れ
る
。

Ⅱ
区

D-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
14
50
 0
内
外
面
の
生
き
て
い
る
炉
壁
で
あ
る
。
外
面
は
ほ
ぼ
平
坦
で
、
内
面
は
強
い
弧
状
に
溶
損
し
て
い
る
。
表
面
は
紫
紅
色
気
味
で
、
こ
が
状
の
酸
化
物
が

散
在
す
る
。
胎
上
に
は
多
量
の
石
英
質
の
石
粒
を
合
む
。
ス
サ
は
少
な
め
。
下
端
部
寄
り
は
大
き
な
波
状
で
、
左
右
の
突
出
は
通
風
孔
部
の
上
部
に
あ

た
る
。

I区
N-
12

炉
 
壁
(短
軸
側
)

2
な
 
し
10
50
 0
内
外
苗
の
生
き
て
い
る
炉
壁
片
。
平
面
形
は
駅
状
。
内
面
は
強
く
滓
化
し
て
垂
れ
や
ひ
び
割
れ
が
目
立
つ
。
中
央
部
に
塊
状
の
滓
が
二
次
的
に
固
着
し

て
い
る
。
外
面
は
ヘ
ラ
に
よ
り
細
か
い
単
位
で
削
ら
れ
て
、
全
体
に
弧
状
と
な
っ
て
い
る
。
箱
形
炉
の
長
短
軸
の
コ
ー
ナ
ー
付
近
か
。

I区
D-
9

炉
 
壁
(短
軸
側
)

4
な
 
し
59
0 
0
内
外
面
の
生
き
て
い
る
、
平
面
弧
状
の
炉
壁
片
。
内
面
は
黒
褐
色
に
滓
化
し
て
や
や
溶
損
気
味
。
下
半
部
の
表
皮
は
紫
紅
色
が
み
ら
れ
る
。
胎
土
に
は

石
英
質
の
石
粒
を
ま
ば
ら
に
合
む
。
下
面
が
接
合
部
の
可
能
性
を
持
つ
が
、
不
明
瞭
。

I区
B-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し
32
00
 0

内
面
に
、
隙
間
に
貫
入
し
た
よ
う
な
明
瞭
な
流
動
滓
を
固
着
す
る
、
特
異
な
炉
壁
片
で
あ
る
。
内
面
は
全
体
が
滓
化
し
て
流
動
気
味
に
な
っ
て
い
る
。

外
面
は
二
方
が
粗
く
切
り
揃
え
ら
れ
て
お
り
、
L字
状
の
面
を
成
し
て
い
る
。
生
成
位
置
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
仮
に
方
向
を
決
め
て
い
る
が
、
1回
限
り

の
使
用
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
複
雑
な
資
料
で
あ
る
。
No
70
の
よ
う
な
角
が
L字
状
に
曲
る
箱
形
炉
の
炉
壁
片
を
二
次
的
に
2回
程
転
用
す
れ
ば
、
こ
う

し
た
外
観
に
な
ろ
う
。
胎
土
や
外
面
の
整
形
、
内
面
の
滓
化
状
態
な
ど
は
、
No
70
と
そ
っ
く
り
で
あ
る
。

I区
C-
7

炉
 
壁
(長
軸
側
)

5
な
 
し
11
00
 0
内
外
面
の
生
き
て
い
る
薄
く
溶
損
し
た
炉
壁
片
。
下
面
に
精
円
孔
気
味
の
通
風
孔
を
1子
L持
つ
。
通
風
孔
方
向
は
平
面
に
対
し
や
や
斜
め
右
方
向
。
通
風

孔
部
の
壁
面
は
先
端
側
で
上
方
に
修
正
さ
れ
て
い
る
。
内
面
は
全
体
に
滓
化
溶
損
し
、
通
風
孔
周
り
と
そ
の
上
が
小
高
く
な
る
。
上
下
面
は
小
範
囲
な

が
ら
接
合
部
。

I区
D-
13

原
 
壁
(長
軸
側
)

5
な
 
し
89
0 
0
胎
上
に
は
石
英
質
の
石
粒
を
多
量
に
含
む
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
前
者
と
似
た
資
料
。
溶
損
し
た
内
面
の
み
生
き
て
お
り
、
裏
面
や
側
面
は
破
面
。

下
面
右
手
に
上
下
が
楕
円
子
L気
味
の
通
風
孔
部
を
持
つ
。
通
風
孔
部
は
炉
壁
平
面
に
対
し
や
や
斜
め
左
向
き
。

I区
D-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
14
00
 0
内
外
面
が
生
き
て
い
る
炉
壁
片
。
上
端
部
は
接
合
部
で
、
下
面
に
は
通
風
子
し 部
が
残
る
。
内
面
は
上
端
を
除
き
全
体
に
イ
ガ
イ
ガ
し
た
も
の
で
、
酸
化

物
が
斑
点
状
に
固
着
。
通
風
孔
部
は
楕
円
子
と 気
味
の
断
面
形
で
、
平
面
に
対
し
斜
め
左
向
き
。

I区
C-
7

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
98
0 
0

内
外
面
が
生
き
て
い
る
炉
壁
片
。
側
面
下
端
部
に
通
風
子
Lの
壁
を
2孔
残
し
て
い
る
。
内
面
は
溶
損
が
激
し
く
、
通
風
子
L沿
い
の
み
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
。
外
面
は
横
方
向
の
削
り
に
よ
り
整
形
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
大
き
く
31
11
状
に
反
り
返
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
壁
の
溶
損
が
進
み
、
薄
い
と
こ
ろ

で
は
3c
皿
以
下
と
な
っ
た
た
め
に
、
操
業
中
に
前
方
に
せ
り
出
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
本
遺
跡
の
通
風
孔
周
り
の
資
料
群
に
は
、
通
風
孔
上
部
が
大
き
く

せ
り
出
し
た
も
の
が
多
い
。

I区
B-
12

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
27
00
 0
内
外
面
が
生
き
て
い
る
大
型
の
炉
壁
片
。
側
面
下
端
部
に
2孔
の
通
風
孔
部
を
残
す
。
下
面
は
粘
土
単
位
の
接
合
部
。
通
風
孔
部
は
や
や
太
目
の
円
孔

で
、
径
は
2 
7c
m強
で
あ
る
。
通
風
孔
間
隔
は
12
 3
cl
ll
前
後
。
内
面
は
大
き
く
上
下
が
溶
損
し
て
、
通
風
子
L周
り
が
突
出
し
、
上
面
の
一
部
に
こ
が
状
の

酸
化
土
砂
が
付
着
。

I区
N0
 9
0

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
16
00
 0
内
面
全
体
と
外
面
の
一
部
が
生
き
る
炉
壁
片
も
上
端
部
は
接
合
部
。
下
面
に
は
楕
円
孔
気
味
の
通
風
子
L部
の
壁
面
を
残
す
。
内
面
は
溶
損
し
、
や
や
イ

ガ
イ
ガ
。
さ
ら
に
酸
化
上
砂
が
斑
点
状
に
固
着
。

I区
C-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

な
 
し
57
0 
0
大
き
さ
は
違
う
が
、
前
者
と
似
た
資
料
。
内
外
面
が
生
き
、
下
端
中
央
部
に
精
円
孔
気
味
の
通
風
子
L部
の
壁
面
を
残
す
。
裏
面
は
横
方
向
の
削
り
。
内

面
は
溶
損
し
、
胎
土
中
の
石
英
質
の
石
粒
が
表
面
に
露
出
。
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番
号
地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
襲 ０

備
考

Ⅱ
区

D-
11

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
72
0 
0
石
英
質
の
砂
粒
を
多
量
に
交
え
た
硬
質
の
厚
壁
。
内
面
の
み
生
き
、
下
面
に
通
風
孔
部
の
壁
面
を
残
す
。
内
面
は
溶
損
し
、
イ
ガ
イ
ガ
し
た
石
粒
の
面

が
広
が
る
。

I区
C-
6

炉
 
壁
(短
軸
側
)

5
な
 
し
96
0 
0
内
外
面
が
生
き
て
お
り
、
上
下
面
に
接
合
痕
を
残
す
炉
壁
片
。
平
面
形
は
僅
か
に
弧
状
。
内
面
は
全
体
に
滓
化
し
て
垂
れ
が
目
立
ち
、
ひ
び
割
れ
も
生

じ
て
い
る
。
上
面
に
は
横
方
向
の
削
り
が
帯
状
に
伸
び
て
い
る
。
下
面
は
や
や
斜
め
の
切
断
面
。
胎
土
は
短
い
ス
サ
を
多
め
に
含
む
軟
質
土
。
内
面
の

滓
化
の
状
態
や
全
体
像
は
、
No
67
 7
9と
似
る
。

I区
C-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し

内
外
面
の
生
き
て
い
る
炉
壁
片
。
平
面
形
は
緩
や
か
な
弧
状
。
内
面
は
滓
化
し
て
垂
れ
や
く
ぽ
み
が
あ
る
黒
褐
色
の
滓
。
表
皮
は
広
範
に
紫
紅
色
。
胎

土
は
雲
母
や
ス
サ
を
合
み
、
流
動
滓
の
小
片
も
確
認
さ
れ
る
。
炉
壁
表
面
と
滓
化
し
た
面
の
表
面
に
は
砂
鉄
が
焼
結
。

工
区

C-
13

炉
 
壁
(短
軸
側
)

4
な
 
し
12
00
 0
内
面
全
体
と
外
面
の
一
部
が
生
き
て
い
る
炉
壁
片
。
平
面
形
は
弧
状
。
内
面
上
半
部
は
発
泡
し
て
お
り
、
下
半
部
は
え
ぐ
れ
る
よ
う
に
溶
損
し
、
一
部

に
垂
れ
が
み
ら
れ
る
。
明
瞭
な
ひ
び
割
れ
か
ら
、
溶
損
が
進
ん
で
い
る
。
表
皮
は
紫
紅
色
。
胎
土
は
ス
サ
を
合
む
軟
質
上
で
あ
る
。
90
度
方
向
を
異
に

す
る
可
能
性
も
あ
り
。

I区
D-
12

炉
 
壁
(長
軸
側
)

6
な
 
し

内
面
が
生
き
、
上
面
の
左
右
に
通
風
孔
部
を
持
つ
、
通
風
子
L部
下
の
炉
壁
片
。
下
面
は
粘
土
単
位
の
接
合
部
。
通
風
孔
部
は
上
下
に
長
い
楕
円
孔
気
味

で
、
平
面
に
対
し
斜
め
左
方
向
を
向
く
。
通
風
孔
間
隔
は
l 
lc
ll
前
後
。
内
面
は
通
風
孔
部
が
突
出
し
、
中
間
部
が
途
切
れ
る
。
ま
た
一
部
が
盛
り
上
が

る
滓
で
あ
る
。
粘
土
単
位
の
接
合
部
を
水
平
と
み
た
場
合
、
通
風
子
L部
の
高
さ
は
、
心
部
で
1 
2c
lI
以
上
違
う
形
と
な
る
。
通
風
孔
部
が
水
平
な
ら
ば
、

粘
土
単
位
の
接
合
部
は
傾
斜
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
垂
れ
の
方
向
か
ら
み
る
と
、
粘
土
単
位
と
通
風
孔
部
の
両
者
と
も
、
水
平
で
は
な
い
可
能
性
が

高
い
。

I区
A弓

炉
 
壁
(長
軸
側
)

5
な
 
し
14
00
 0
左
右
の
上
半
に
通
風
孔
部
の
狽
I画
を
2孔
残
す
炉
壁
片
。
下
面
が
平
坦
な
接
合
部
。
通
風
孔
部
は
上
下
に
長
い
楕
円
子
Lで
、
平
面
に
対
し
斜
め
左
方
向
を

向
く
。
内
面
は
通
風
子
Lレ
ベ
ル
が
き
れ
い
な
津
化
で
、
通
風
子
L下
が
え
ぐ
れ
て
い
る
。
右
狽
1部
の
通
風
子
L部
に
は
滓
を
巻
き
込
ん
で
お
り
、
通
風
孔
の

角
度
が
緩
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
被
熱
状
態
は
通
風
孔
下
か
ら
灰
色
基
調
で
、
は
っ
き
り
と
違
う
。

I区
B-
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

5
な
 
し
H0
00
左
右
の
両
側
面
に
2孔
の
通
風
子
L部
の
壁
面
を
残
す
炉
壁
片
。
下
面
は
粘
土
帯
の
接
合
部
。
通
風
孔
は
平
面
に
対
し
斜
め
左
方
向
を
向
き
、
九
棒
状
の
工

具
で
上
下
2段
に
突
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
壁
面
に
も
2条
の
へ
こ
み
が
並
走
す
る
。
通
風
孔
間
隔
は
9 
5c
ll
前
後
と
狭
い
。
内
面
は
き
れ
い
に
滓
化
し
て

通
風
子
L下
が
え
ぐ
れ
、
周
囲
は
紫
紅
色
と
な
る
。

Ⅱ
区

B-
12

炉
 
壁
(長
軸
側
)

6
な
 
し
62
0 
0
基
本
的
に
は
前
者
と
同
様
の
、
側
面
の
左
右
に
楕
円
孔
の
通
風
子
L部
を
2孔
残
す
炉
壁
片
。
上
端
部
が
接
合
部
で
、
き
れ
い
な
面
を
持
つ
。
通
風
孔
部
の

間
隔
は
一
段
と
狭
く
、
9c
tl
弱
で
あ
る
。
通
風
子
L下
が
え
ぐ
れ
気
味
で
、
津
化
し
た
表
面
に
砂
鉄
が
取
り
付
き
顆
粒
状
と
な
る
。
通
風
孔
の
角
度
は
極
め

て
緩
い
。

I区
C-
12

炉
 
壁
(長
軸
側
)

な
 
し
90
0 
0

本
遺
跡
で
は
珍
し
い
、
炉
壁
土
と
通
風
孔
部
の
胎
上
を
異
に
す
る
資
料
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
羽
口
を
別
作
り
で
装
着
し
た
よ
う
な
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
左
右
の
側
部
に
通
風
子
し 部
を
持
ち
、
壁
全
体
が
前
屈
気
味
で
あ
る
。
右
側
の
通
風
孔
部
は
身
厚
が
3c
ll
以
上
、
左
側
の
通
風
孔
部
は
、
身
厚
が
lc
ll

の
、
ほ
と
ん
ど
石
英
質
の
石
粒
を
含
ま
な
い
緻
密
な
胎
上
を
用
い
て
い
る
。
右
側
の
通
風
孔
部
の
径
は
2 
8c
ll
l程
で
、
使
用
後
さ
ら
に
内
側
に
上
を
貼
り

込
み
,2
cl
I前
後
に
絞
っ
て
い
る
。
通
風
孔
間
隔
は
12
cl
l前
後
と
、
径
の
小
さ
な
割
り
に
は
間
隔
が
広
い
。
下
面
に
は
僅
か
に
接
合
痕
を
持
ち
、
内
面
は

激
し
く
溶
損
し
て
い
る
。
通
風
孔
部
の
中
間
に
径
6c
mの
、
含
鉄
の
滓
部
が
こ
が
状
に
突
出
す
る
。
通
風
子
Lの
方
向
は
炉
壁
平
面
に
対
し
て
斜
め
左
で
あ

る
。

Ⅱ
区

B-
7

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
57
0 
0
左
右
の
両
側
面
に
精
円
孔
の
通
風
子
じ部
を
持
つ
炉
壁
片
。
内
面
の
一
部
の
み
生
き
て
お
り
、
外
周
部
は
破
面
主
体
と
な
る
。
裏
面
に
2か
所
、
え
ぐ
れ
た

よ
う
な
粗
ぃ
ヘ
ラ
削
り
が
残
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
炉
整
形
時
で
は
な
く
、
粘
土
単
位
の
切
り
分
け
段
階
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
炉
壁
内
面
は
通
風
孔

部
の
外
周
が
6c
ll
l程
突
出
し
、
そ
れ
以
外
は
大
き
く
溶
損
し
て
い
る
。
表
皮
は
部
分
的
に
紫
紅
色
。
通
風
子
L間
隔
は
9 
5c
m前
後
か
。

I区
B-
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

5
な
 
し

左
右
の
両
側
面
に
、
非
常
に
広
め
の
通
風
子
L部
の
壁
面
を
2孔
残
し
て
い
る
炉
壁
片
。
内
面
が
生
き
、
外
周
部
や
裏
面
は
破
面
。
通
風
孔
部
は
左
右
で
か

な
り
径
や
高
さ
が
違
い
、
特
殊
な
部
類
に
入
る
。
先
端
部
の
数
値
は
不
明
な
が
ら
、
側
部
で
み
る
と
右
側
で
は
6c
ll
l程
の
長
楕
円
孔
、
左
側
で
は
4c
tl
と
、

他
の
資
料
に
多
い
通
常
の
楕
円
孔
で
あ
る
。
炉
壁
平
面
に
対
し
斜
め
右
方
向
に
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
高
さ
は
左
が
高
く
、
右
が
低
い
状
態
で
、
か

な
り
使
い
込
ま
れ
て
い
る
。
本
遺
跡
の
他
資
料
に
も
う
一
点
、
右
が
低
く
、
左
が
高
い
事
例
が
あ
り
、
短
軸
寄
り
の
通
風
孔
部
を
高
く
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
も
し
れ
な
い
。
胎
土
は
砂
粒
が
少
な
く
、
雲
母
が
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。

I区
C-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
12
00
 0
左
右
の
両
側
面
上
半
部
に
、
2孔
の
通
風
子
L部
の
壁
面
を
残
す
炉
壁
片
。
内
面
の
み
生
き
、
外
周
都
は
全
面
破
面
。
平
面
形
は
内
外
と
も
に
や
や
弧
状

で
、
通
風
子
L部
は
斜
め
右
方
向
に
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
通
風
子
L部
は
左
右
と
も
楕
円
孔
。
孔
間
隔
は
9 
5c
tl
前
後
。
ス
サ
と
石
英
質
の
石
粒
を
多
量
に
合

む
胎
土
。
内
面
は
通
風
孔
下
が
え
ぐ
れ
、
上
方
に
は
流
動
状
の
表
面
に
銹
化
し
た
洋
層
が
重
層
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

l
な
 
し
94
0 
0
左
右
の
両
側
面
に
、
上
下
に
長
い
楕
円
孔
の
通
風
子
L部
を
持
つ
炉
壁
片
。
平
面
形
は
内
外
と
も
に
弧
状
で
、
上
面
の
一
部
は
給
土
帯
の
接
合
部
。
通
風

子
L部
は
や
や
先
細
り
と
な
る
。
内
面
は
左
右
方
向
が
弧
状
で
、
中
間
部
が
溶
損
す
る
。
胎
土
は
ス
サ
と
雲
母
の
多
い
軟
質
上
で
あ
る
。

I区
B-
10

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
13
00
 0
内
外
面
が
生
き
て
い
る
や
や
薄
手
の
炉
墜
片
。
下
面
が
接
合
部
の
可
能
性
を
持
つ
。
平
面
形
は
強
い
弧
状
。
内
面
は
面
的
に
溶
損
し
、
垂
れ
が
激
し
し

胎
土
は
ス
サ
と
雲
母
片
の
入
っ
た
軟
質
上
で
あ
る
。
箱
形
炉
の
コ
ー
ナ
ー
付
近
の
炉
壁
と
し
て
は
溶
損
が
激
し
く
、
薄
手
で
あ
る
。

I区
C-
9

炉
 
壁
(短
軸
側
)

6
な
 
し
34
00
 0
内
外
面
の
生
き
て
い
る
、
や
や
大
型
の
炉
壁
。
平
面
形
は
き
れ
い
な
弧
状
で
あ
る
。
内
面
は
素
直
に
溶
け
て
お
り
、
左
下
部
分
に
は
砂
鉄
が
焼
結
。
外

面
は
横
方
向
の
削
り
込
み
が
僅
か
に
確
認
さ
れ
る
。
胎
土
は
ス
サ
を
交
え
た
軟
質
土
。
箱
形
炉
の
長
短
軸
の
変
換
都
。
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番
号
地
区

場
所

種
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量
(g
)

備
考

Ⅱ
区

B-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し
76
0 
0
強
い
弧
状
を
し
た
小
型
の
炉
壁
片
。
上
面
が
接
合
部
の
可
能
性
あ
り
。
内
面
は
滓
化
し
て
面
的
に
垂
れ
て
い
る
。
裏
面
は
縦
横
の
削
り
が
共
存
す
る
。

な
お
、
裏
面
の
上
半
部
に
粘
上
の
継
ぎ
目
と
み
ら
れ
る
筋
が
、
緩
や
か
な
波
状
に
確
認
さ
れ
る
。
粘
土
塊
を
途
中
で
継
ぎ
足
し
て
い
る
可
能
性
あ
り
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し
96
00
 0

内
外
面
が
生
き
て
い
る
、
本
遺
跡
出
上
で
は
最
大
の
炉
壁
片
で
あ
る
。
平
面
的
に
は
大
き
な
弧
状
で
、
途
中
で
屈
曲
し
て
い
る
た
め
、
あ
え
て
い
え
ば
3

つ
の
部
分
に
分
か
れ
る
。
右
寄
り
1/
3は
通
風
子
L部
を
持
つ
箱
形
炉
の
長
軸
側
の
壁
で
、
残
る
8割
以
上
は
緩
や
か
な
弧
状
の
炉
の
コ
ー
ナ
ー
部
。
左
側

部
寄
り
は
炉
の
短
軸
側
の
一
部
を
成
す
可
能
性
が
あ
る
部
分
で
あ
る
。
下
面
は
平
坦
な
接
合
面
な
い
し
接
地
面
。
右
側
部
に
残
る
通
風
子
し 部
は
先
細
り

の
楕
円
子
とで
、
平
面
的
に
は
急
角
度
で
左
方
向
を
向
い
て
い
る
。
炉
壁
内
面
は
全
体
に
滓
化
溶
損
し
、
各
所
で
垂
れ
が
み
ら
れ
る
。
下
端
部
寄
り
の
8

cI
Il
程
の
範
囲
は
、
炉
底
塊
の
端
部
に
連
な
る
可
能
性
の
あ
る
炉
内
滓
的
な
滓
の
破
面
で
あ
る
。
胎
土
は
lc
ll
大
以
下
の
石
英
質
の
石
粒
を
多
量
に
含
む
も

の
で
、
ス
サ
や
粉
炭
片
な
ど
も
混
和
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
か
ら
み
る
と
、
下
面
寄
り
の
部
分
が
緩
や
か
な
V字
状
に
灰
色
に
被
熱
し
て
い
る
。
炉
底
塊

や
流
出
孔
側
の
温
度
分
布
を
反
映
す
る
可
能
性
が
高
い
。

I区
炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
12
00
 0

左
右
の
両
側
面
に
通
風
孔
部
を
残
す
炉
壁
片
。
下
面
は
平
坦
に
切
り
揃
え
ら
れ
た
面
と
な
る
。
通
風
孔
部
は
上
下
に
長
い
精
円
孔
で
、
左
側
の
ほ
う
が

見
か
け
上
大
き
そ
う
で
あ
る
。
側
面
か
ら
み
る
と
下
面
の
切
り
揃
え
ら
れ
た
面
に
対
し
、
通
風
孔
部
の
軸
方
向
が
水
平
な
い
し
僅
か
に
上
向
き
で
あ
る
。

こ
れ
は
壁
全
体
が
前
傾
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
内
面
は
き
れ
い
な
流
動
状
に
溶
損
し
、
通
風
子
L部
の
あ
ご
部
で
は
え
ぐ
れ
気
味
で
あ
る
。
表
皮
は

紫
紅
色
。
胎
土
は
石
粒
が
少
な
く
雲
母
粒
子
の
目
立
つ
軟
質
土
。
通
風
孔
間
隔
は
9 
5c
ll
前
後
で
あ
る
。
通
風
孔
方
向
は
、
平
面
に
対
し
や
や
強
く
左
方

向
を
向
く
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
10
00
 0

胎
土
や
通
風
孔
部
な
ど
、
全
体
的
に
前
者
と
似
た
資
料
。
両
側
部
に
上
下
に
長
い
精
円
孔
の
通
風
子
し 部
を
持
ち
、
下
面
は
平
坦
で
、
一
部
に
滓
が
差
し

込
ん
で
い
る
。
通
風
孔
部
は
上
下
2段
の
九
棒
状
の
工
具
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
斜
め
上
か
ら
の
も
の
で
、
後
に
水
平
気
味
に
穿
孔
し
て
い

る
。
下
面
の
平
坦
面
に
対
し
、
左
側
の
通
風
子
し 部
は
水
平
気
味
に
穿
孔
し
、
右
側
の
通
風
子
L部
は
や
や
上
向
き
で
あ
る
。
内
面
は
き
れ
い
に
滓
化
し
て

流
動
状
。
通
風
孔
方
向
は
、
平
面
に
対
し
や
や
斜
め
左
方
向
を
向
く
。

I区
A-
7

炉
 
壁
(長
軸
側
)

5
な
 
し
14
00
0

両
側
部
に
、
上
下
に
長
い
楕
円
孔
の
可
能
性
の
あ
る
通
風
子
L部
を
長
く
残
す
炉
壁
片
。
穿
子
と
は
上
下
2段
で
孔
を
押
し
広
げ
て
お
り
、
下
半
部
の
も
の
が

後
に
な
る
。
下
面
は
平
坦
で
、
接
合
面
な
い
し
接
地
面
で
あ
る
。
内
面
は
滓
化
し
て
下
半
が
え
ぐ
れ
て
い
る
。
通
風
子
L間
隔
は
11
 5
cl
l弱
。
上
面
に
皿

状
の
え
ぐ
っ
た
よ
う
な
工
具
痕
を
残
す
。
こ
れ
は
粘
土
単
位
を
切
り
取
っ
た
折
の
も
の
と
推
定
。
胎
土
は
雲
母
の
目
立
つ
軟
質
上
。
胎
上
に
は
2 
5c
ll
l大

の
緻
密
な
流
動
滓
を
巻
き
込
ん
で
い
る
。
通
風
子
L方
向
は
、
平
面
に
対
し
や
や
斜
め
左
方
向
を
向
く
。

I区
B-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

6
な
 
し
11
00
 0

両
側
面
に
2孔
の
通
風
孔
部
を
持
つ
炉
壁
片
。
下
面
に
は
平
坦
な
接
合
面
ま
た
は
接
地
面
が
残
る
。
通
風
後
部
の
断
面
形
は
上
部
の
狭
い
楕
円
子
とで
、
下

面
の
平
坦
面
に
対
し
、
は
ぼ
平
行
す
る
穿
孔
方
向
を
示
す
。
右
側
の
通
風
子
L部
の
左
壁
は
大
き
く
突
出
し
、
中
間
部
は
え
ぐ
れ
る
よ
う
に
溶
損
し
て
い

る
。
滓
化
は
き
れ
い
な
流
動
状
。
本
資
料
か
ら
見
る
と
、
通
風
孔
の
下
側
は
6c
m以
上
の
厚
み
で
溶
損
し
て
い
る
形
で
あ
る
。
胎
土
は
前
者
と
同
類
の
雲

母
粒
子
の
日
立
つ
軟
質
上
で
あ
り
、
こ
の
影
響
も
考
慮
さ
れ
る
。
通
風
孔
間
隔
は
10
ct
l前
後
。

I区
B-
7

炉
 
壁
(長
軸
側
)

5
な
 
し
12
00
 0
側
面
に
2孔
の
通
風
孔
を
残
す
炉
壁
片
。
内
面
は
津
化
溶
損
し
て
上
下
方
向
に
垂
れ
、
両
通
風
子
Lの
中
間
部
は
大
き
く
窪
む
よ
う
に
溶
損
し
て
い
る
。

下
面
は
平
坦
な
面
で
、
接
地
面
と
推
定
。
通
風
後
部
は
左
側
が
よ
く
残
り
、
上
下
に
長
い
楕
円
孔
で
先
端
側
が
僅
か
に
先
細
り
と
な
る
。
全
体
角
度
は

ほ
ぼ
水
平
に
近
い
が
、
心
部
は
や
や
下
で
あ
る
。
炉
壁
平
面
に
対
し
通
風
子
L部
は
僅
か
に
左
方
向
を
向
く
。
通
風
孔
間
隔
は
Hc
m強
。

11
1
I区

C-
12

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
21
00
0

左
右
に
通
風
子
L部
を
2孔
残
す
炉
壁
片
。
下
面
は
や
や
荒
れ
て
い
る
が
、
滓
が
水
平
方
向
に
伸
び
て
お
り
、
接
地
面
の
可
能
性
大
。
通
風
孔
部
は
右
側
が

よ
く
残
り
、
裏
面
寄
り
は
精
円
孔
で
、
内
面
寄
り
は
円
孔
気
味
に
仕
上
げ
て
い
る
。
角
度
は
下
面
に
対
し
ご
く
僅
か
に
下
向
き
。
通
風
孔
間
隔
は
14
cl
l

前
後
と
か
な
り
広
い
。
内
面
は
溶
損
し
、
両
通
風
孔
部
の
中
間
部
に
は
錆
の
吹
い
た
塊
状
の
滓
が
あ
り
、
さ
ら
に
下
へ
向
か
い
、
も
う
一
つ
の
塊
状
の

洋
が
接
地
面
と
連
続
し
て
い
る
。
胎
土
は
僅
か
の
石
粒
や
鉄
滓
、
炉
壁
粉
灰
、
ス
サ
な
ど
を
含
む
軟
質
上
で
あ
る
。
通
風
子
と 方
向
は
炉
壁
面
に
対
し
僅

か
に
右
方
向
を
向
く
。
内
面
の
下
端
部
に
、
最
大
径
3 
8c
mの
九
棒
状
の
圧
痕
を
残
す
。
左
方
向
か
ら
差
し
込
ま
れ
て
、
右
側
の
端
部
が
九
く
な
っ
て
止

ま
っ
て
い
る
。
長
さ
は
現
状
で
最
大
7 
5c
aで
あ
る
。
内
面
右
端
部
に
も
、
小
範
囲
な
が
ら
同
種
の
工
具
痕
ら
し
き
変
形
部
を
持
つ
。
一
般
的
に
通
風
孔

下
は
え
ぐ
れ
る
よ
う
に
溶
損
し
、
炉
底
塊
の
へ
り
に
沿
っ
て
滓
が
流
れ
る
場
所
の
た
め
、
棒
状
の
工
具
に
よ
る
排
滓
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

I区
C-
9

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
12
00
 0

壁
が
前
屈
し
て
い
る
異
形
の
資
料
。
両
側
面
に
通
風
子
L部
を
2孔
持
つ
。
基
部
に
は
平
坦
な
接
地
面
を
持
つ
が
、
基
部
か
ら
5 
5c
m程
の
と
こ
ろ
で
折
れ

曲
が
っ
て
い
る
た
め
、
壁
内
面
と
基
部
の
平
坦
面
と
通
風
孔
部
の
方
向
は
全
て
同
一
方
向
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
そ
れ
だ
け
、
通
風
子
L下
の

溶
損
が
激
し
い
も
の
と
み
ら
れ
、
約
10
cⅡ
も
が
溶
損
し
た
こ
と
に
な
る
。
通
風
子
し 部
は
上
下
に
長
い
楕
円
孔
で
、
壁
面
の
一
部
の
み
の
遺
存
で
あ
る
。

通
風
子
L間
隔
は
10
伽
前
後
。
壁
内
面
は
流
動
状
に
溶
損
し
、
操
業
中
に
前
屈
し
て
特
殊
な
雰
囲
気
に
さ
ら
さ
れ
た
も
の
か
、
下
半
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
顆

粒
状
の
表
面
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
一
部
は
面
を
成
し
、
炉
底
塊
の
上
面
に
沿
う
形
で
前
屈
し
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
胎
土
は
雲
母
粒
子
の
目
立

つ
軟
質
土
。
通
風
孔
部
は
操
業
中
に
詰
ま
っ
た
痕
跡
は
な
く
、
操
業
末
期
の
前
屈
で
あ
ろ
う
。
通
風
孔
の
方
向
は
炉
壁
面
に
対
し
僅
か
に
右
方
向
を
向

く
。

I区
B-
6

原
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
10
50
 0

両
側
面
に
通
風
孔
部
を
残
す
炉
壁
片
。
上
面
に
は
粘
土
単
位
の
切
り
跡
を
残
し
、
下
面
に
も
粘
土
単
位
の
切
り
跡
な
い
し
接
地
面
を
残
す
。
通
風
孔
都

は
上
下
に
長
い
楕
円
孔
の
可
能
性
が
あ
り
、
角
度
は
下
面
に
対
し
僅
か
に
下
向
き
で
あ
る
。
内
面
は
垂
れ
る
よ
う
に
溶
損
し
、
通
風
孔
下
は
約
6c
m程
溶

損
し
て
い
る
。
通
風
孔
間
隔
は
10
 5
ct
l前
後
で
あ
る
。
胎
土
は
雲
母
の
目
立
つ
軟
質
土
。
内
面
の
表
皮
は
紫
紅
色
が
強
い
。
な
お
、
通
風
孔
方
向
は
炉

壁
面
に
対
し
僅
か
に
右
方
向
を
向
く
。
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表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 8

番
号
地
区

場
  
 
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量

(富
)

備
考

I区
A-
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
15
00
 0

左
側
面
と
上
面
肩
部
に
通
風
孔
部
を
2孔
残
す
炉
壁
片
。
下
面
は
広
い
平
坦
面
で
、
接
地
面
と
推
定
さ
れ
る
。
通
風
孔
部
は
背
の
や
や
低
い
楕
円
孔
気
味

で
、
孔
間
隔
は
8c
ll
l前
後
と
狭
い
。
炉
壁
平
面
に
対
し
斜
め
右
方
向
に
向
い
て
い
る
。
内
面
は
流
動
状
で
、
ひ
び
割
れ
や
つ
ら
ら
状
の
垂
れ
が
生
じ
て
い

る
。
表
皮
は
黒
色
を
ベ
ー
ス
に
、
紫
紅
色
。
通
風
孔
下
の
溶
損
が
弱
く
、
下
端
寄
り
に
は
炉
壁
溶
解
物
が
塊
状
に
貼
り
付
い
て
い
る
。
胎
土
は
雲
母
の

目
立
つ
軟
質
上
で
、
部
分
的
に
ス
サ
が
多
目
と
な
る
。

I区
A-
9

炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し
30
00
 0

内
外
面
の
生
き
て
い
る
炉
壁
片
。
内
面
は
直
線
状
で
、
外
画
が
弧
状
。
こ
れ
は
内
面
の
溶
損
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
下
面
は
接
合
面
ま
た
は
接
地
面
。

大
き
な
わ
り
に
は
通
風
孔
部
を
持
た
な
い
。
内
面
は
滓
化
し
て
、
中
央
部
が
え
ぐ
れ
る
よ
う
に
く
ば
ん
で
い
る
。
右
側
部
は
流
出
孔
付
近
の
た
め
か
、

幅
5伽
程
が
樋
状
に
く
ば
み
、
こ
こ
に
何
枚
も
の
洋
が
上
方
か
ら
垂
れ
て
い
る
。
炉
壁
内
面
は
紫
紅
色
が
広
い
。
胎
土
は
石
英
質
の
石
粒
を
多
め
に
合

む
。

I区
C-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

4
な
 
し
31
00
0

側
部
右
下
に
、
通
風
孔
部
の
壁
を
僅
か
に
残
す
炉
壁
片
。
平
面
的
に
は
緩
や
か
な
弧
状
で
、
箱
形
炉
の
長
軸
側
端
部
の
可
能
性
が
高
い
。
左
側
部
下
半

は
他
の
粘
土
塊
と
の
接
合
面
。
炉
壁
内
面
は
溶
損
が
進
み
、
左
半
分
に
は
大
き
な
コ
ブ
状
に
半
流
動
状
の
炉
内
滓
が
固
着
し
て
い
る
。
滓
部
に
は
木
灰

痕
や
含
鉄
銹
化
部
が
認
め
ら
れ
る
。
炉
壁
胎
土
は
石
英
質
の
石
粒
を
多
量
に
含
む
も
の
で
あ
る
。
通
風
子
L部
は
や
や
小
振
り
な
楕
円
状
で
、
平
面
的
に

は
斜
め
左
方
向
に
向
い
て
い
る
。

11
7
Ⅱ
区

D-
12

炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し
26
00
 0
平
面
、
き
れ
い
な
弧
状
の
厚
壁
片
。
内
面
の
み
生
き
て
お
り
、
全
体
に
溶
損
し
て
い
る
。
下
半
1/
3は
炉
底
塊
に
続
く
と
推
定
さ
れ
る
破
面
で
あ
る
。

さ
ら
に
そ
の
上
は
緩
や
か
な
弧
状
の
溶
損
部
分
で
、
下
端
部
に
は
錆
色
の
滓
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
。
胎
土
は
石
英
質
の
石
粒
と
ス
サ
が
混
和
さ
れ
て

い
る
。
箱
形
炉
の
九
味
を
持
っ
た
コ
ー
ナ
ー
部
の
破
片
で
あ
ろ
う
。

Ⅱ
区

B二
6

炉
 
壁
(短
軸
側
)

3
な
 
し
61
00
0

上
面
右
側
に
、
長
く
通
風
子
L部
を
1孔
残
す
炉
壁
片
。
箱
形
炉
の
長
軸
端
部
か
ら
短
軸
側
へ
の
転
換
部
に
ま
た
が
る
大
型
の
炉
壁
片
で
あ
る
。
下
面
は
や

や
荒
れ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
平
坦
面
。
不
規
則
な
流
動
滓
が
2c
m程
度
の
厚
さ
で
差
し
込
ん
で
い
る
。
通
風
孔
部
は
長
さ
14
 5
cm
分
が
残
り
、
基
部

側
は
楕
円
子
L、
先
端
狽
1で
は
円
孔
の
可
能
性
が
高
い
。
下
面
の
接
地
面
を
基
準
に
す
る
と
、
僅
か
に
下
向
き
と
な
る
角
度
情
報
が
よ
く
残
る
。
長
軸
側

の
端
部
に
設
け
ら
れ
た
最
も
外
側
の
通
風
孔
で
あ
ろ
う
。
内
面
は
ひ
だ
状
に
滓
化
し
て
垂
れ
や
こ
が
状
の
銹
化
物
の
回
着
が
み
ら
れ
る
。
表
皮
は
紫
紅

色
主
体
。
炉
短
軸
側
コ
ー
ナ
ー
部
の
内
面
に
は
、
ゴ
ッ
ゴ
ッ
し
た
錆
色
の
滓
が
大
き
く
盛
り
上
が
る
よ
う
に
固
着
し
て
い
る
。
炉
壁
胎
土
は
lc
ll
大
以
下

の
石
粒
を
多
量
に
合
む
も
の
で
、
ス
サ
も
あ
る
程
度
確
認
で
き
る
。
裏
面
左
端
部
に
は
、
ヘ
ラ
痕
の
あ
る
本
来
の
外
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
削
り
は
横

方
向
。
No
 1
05
と
同
類
の
箱
形
炉
の
長
軸
か
ら
短
軸
に
か
け
て
の
情
報
や
、
長
軸
側
の
最
終
通
風
孔
の
あ
り
方
を
示
す
よ
い
資
料
で
あ
る
。

I区
C-
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
38
00
 0

基
本
的
に
は
前
者
と
似
た
部
位
の
、
箱
形
匠
の
長
軸
か
ら
短
軸
コ
ー
ナ
ー
部
に
か
け
て
の
炉
壁
片
。
通
風
孔
部
は
側
面
上
方
に
1孔
で
、
箱
形
炉
の
長
軸

狽
Iの
最
も
外
側
の
通
風
子
Lで
あ
る
。
通
風
孔
の
径
は
2c
ll
l
強
と
小
型
で
あ
る
。
下
面
は
平
坦
な
接
地
面
で
、
洋
が
不
規
則
に
差
し
込
ん
で
い
る
。
内
面
は

流
動
状
で
、
通
風
孔
下
が
浅
く
溶
損
し
て
い
る
。
表
皮
は
紫
紅
色
の
部
分
と
、
黒
褐
色
の
部
分
が
共
存
す
る
。
左
半
分
の
箱
形
炉
の
コ
ー
ナ
ー
と
推
定

で
き
る
部
位
で
は
、
塊
状
や
こ
が
状
の
滓
が
壁
面
に
固
着
し
て
い
る
。
な
お
、
前
者
と
同
様
、
裏
面
の
左
半
分
に
は
横
方
向
の
削
り
痕
を
持
つ
本
来
の

外
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
胎
土
は
雲
母
の
目
立
つ
軟
質
上
で
、
比
較
的
ス
サ
の
量
も
多
い
。

I区
C-
11

炉
 
壁
(長
軸
側
)

4
な
 
し
24
00
 0

内
面
の
右
側
に
工
具
痕
を
残
す
、
炉
底
塊
付
き
の
炉
壁
片
で
あ
る
。
下
面
は
粉
戌
痕
の
密
集
し
た
破
面
で
あ
る
。
炉
壁
の
平
面
形
は
ほ
ぼ
直
線
状
で
、

左
端
部
寄
り
が
僅
か
に
弧
状
と
な
る
。
内
面
は
ゴ
ツ
ゴ
ッ
し
た
津
層
で
、
雀
み
や
突
出
部
を
持
つ
。
右
手
寄
り
に
斜
め
上
方
か
ら
の
工
具
痕
が
少
な
く

と
も
2条
残
さ
れ
る
。
左
上
側
の
も
の
は
径
2伽
前
後
の
九
棒
状
で
、
斜
め
45
°
で
下
に
向
か
う
。
右
側
の
も
の
は
3c
ll
l強
の
幅
を
持
ち
、
浅
い
V字
状
の

傷
的
で
あ
る
。
裏
面
に
は
炉
壁
基
部
の
接
地
面
が
水
平
に
伸
び
、
本
資
料
の
下
半
の
8割
方
が
炉
底
塊
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
正
具
痕
は
炉
壁
基
部
の
接
地
面
と
炉
底
塊
と
の
境
に
残
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
資
料
下
面
の
木
炭
痕
の
激
し
い
平
坦
面
は
、
炉
底
塊
の
破
面
と
最
終

的
に
判
断
さ
れ
る
。

I区
D-
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
16
00
 0
通
風
子
L下
の
、
炉
壁
基
部
の
破
片
で
あ
る
。
内
面
上
半
部
は
面
的
に
溶
損
し
、
紫
紅
色
と
な
る
。
下
半
部
が
帯
状
に
盛
り
上
が
っ
た
洋
層
で
、
部
分
的

に
流
動
状
や
錆
色
を
示
す
。
裏
画
の
下
端
部
寄
り
に
、
水
平
に
切
り
揃
え
ら
れ
た
炉
壁
の
基
底
部
が
伸
び
、
僅
か
に
隙
間
に
差
し
込
ん
だ
流
動
状
の
滓

が
遺
存
し
て
い
る
。
胎
土
は
石
実
質
の
石
粒
を
や
や
含
む
も
の
で
、
灰
色
に
よ
く
被
熱
し
て
い
る
。

I区
C-
7

戸
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
14
00
 0
側
部
上
面
に
通
風
子
L部
を
1孔
残
す
炉
壁
片
で
あ
る
。
下
面
は
平
坦
な
接
地
面
。
炉
壁
の
平
面
形
は
僅
か
に
弧
状
。
通
風
子
L部
は
接
地
面
に
対
し
て
ほ
ぼ

平
行
す
る
。
内
面
は
き
れ
い
に
溶
損
し
て
通
風
孔
下
が
え
ぐ
れ
、
表
皮
は
紫
紅
色
が
強
い
。
胎
土
は
雲
母
や
ス
サ
を
含
む
軟
質
土
。
炉
壁
表
面
の
紫
紅

色
が
強
い
点
は
前
者
と
似
る
が
、
胎
土
は
異
な
る
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(長
軸
側
)

3
な
 
し
10
50
 0
石
英
質
の
石
粒
の
目
立
つ
、
硬
質
の
炉
壁
で
あ
る
。
上
面
右
手
寄
り
に
通
風
子
Lの
先
端
を
1孔
残
し
、
内
側
に
向
か
っ
て
全
体
に
前
屈
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
通
風
孔
部
は
円
孔
気
味
で
、
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
。
内
面
の
下
端
に
細
い
帯
状
に
残
る
面
が
、
本
来
の
接
地
面
の
可
能
性
が
あ
る
。
内
面
は
流
動

状
に
溶
損
し
、
通
風
子
L下
が
大
き
く
え
ぐ
れ
て
い
る
。

Ⅱ
区

C-
12

炉
 
壁
(長
軸
側
)

2
な
 
し
14
00
 0

側
面
上
半
部
に
2孔
の
通
風
子
L部
の
壁
面
を
残
す
炉
壁
片
。
下
面
に
は
か
ろ
う
じ
て
接
地
面
を
観
察
で
き
る
。
通
風
孔
部
は
僅
か
な
壁
面
の
み
で
、
詳
細

不
明
。
通
風
子
L角
度
は
接
地
面
を
基
準
に
す
る
と
僅
か
に
下
向
き
。
炉
壁
平
面
に
対
し
斜
め
右
に
向
く
。
通
風
孔
間
隔
は
9 
5c
ll
前
後
と
推
定
。
内
面
は

大
き
く
溶
損
し
、
通
風
子
L下
は
最
大
4c
m程
の
厚
み
を
持
つ
ゴ
ツ
ゴ
ッ
し
た
滓
層
と
な
っ
て
い
る
。
炉
壁
と
し
て
は
前
屈
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
が
、

通
風
孔
下
の
溶
損
が
激
し
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

I区
A-
8

炉
 
壁
(長
軸
狼
1)

4
な
 
し
皿
00
0
上
面
の
左
右
に
通
風
孔
部
を
2孔
残
す
炉
壁
片
。
下
面
は
平
坦
な
接
地
面
。
通
風
子
L部
は
壁
面
の
一
部
の
み
で
、
詳
細
不
明
。
接
地
面
に
対
し
て
は
や
や

上
向
き
の
外
観
で
あ
る
。
通
風
孔
間
隔
は
お
よ
そ
10
cl
ll
程
度
。
炉
壁
平
面
に
対
し
て
斜
め
右
方
向
を
向
く
。
内
面
は
通
風
子
L下
が
溶
損
し
、
表
皮
が
紫

紅
色
。
胎
土
は
細
か
い
雲
母
片
の
目
立
つ
軟
質
上
で
、
短
い
ス
サ
が
横
方
向
に
多
い
。
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表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 9

番
号
地
区

場
所

種
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量

(質
)

備
考

I区
A-
8

炉
 
壁
(短
軸
側
)

2
な
 
し
30
00
 0

内
外
面
の
生
き
て
い
る
分
厚
い
炉
壁
片
で
あ
る
。
平
面
形
は
極
め
て
緩
や
か
な
dl
lR
状
で
、
内
面
の
溶
損
に
よ
り
右
側
が
薄
く
な
っ
て
い
る
。
下
面
は
不

明
瞭
な
接
地
面
。
内
面
は
滓
化
し
て
垂
れ
、
胎
土
中
の
石
粒
が
半
溶
解
で
露
出
し
て
い
る
。
部
分
的
に
紫
紅
色
。
外
面
は
横
方
向
に
削
ら
れ
て
お
り
、

下
端
の
角
に
は
樋
状
に
積
方
向
の
削
り
が
残
る
。
こ
の
部
分
は
お
そ
ら
く
炉
体
成
形
時
の
も
の
で
は
な
く
、
粘
土
塊
そ
の
も
の
の
調
整
時
の
痕
跡
で
あ

ろ
う
。
胎
土
は
石
英
質
の
砂
粒
を
か
な
り
交
え
る
も
の
で
、
ス
サ
も
確
認
さ
れ
る
。
部
位
と
し
て
は
箱
形
炉
の
長
軸
端
部
側
か
。

工
区

A-
9

炉
 
壁
(短
軸
項
1)

2
な
 
し
54
00
 0

内
外
面
の
一
部
が
生
き
て
い
る
、
大
き
な
塊
状
の
炉
壁
片
で
あ
る
。
下
面
は
接
地
面
で
、
炉
壁
内
面
下
端
沿
い
に
は
横
方
向
に
流
動
状
の
滓
が
固
化
し

て
い
る
。
一
部
は
炉
壁
基
部
の
接
地
面
に
潜
り
込
ん
で
い
る
。
津
は
中
核
部
が
緻
密
で
、
外
周
部
沿
い
は
気
孔
が
多
い
。
炉
壁
内
面
は
滓
化
し
て
溶
損

し
、
右
側
で
は
2枚
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
位
の
壁
面
が
落
下
し
た
可
能
性
を
持
つ
。
平
面
形
は
左
手
が
厚
く
な
る
形
で
、
外
面
左
端
部
に
は
平
坦

な
削
り
痕
が
残
る
。
胎
土
は
石
英
質
の
粒
を
多
量
に
含
み
、
ス
サ
も
比
較
的
数
多
く
確
認
で
き
る
。
箱
形
原
の
コ
ー
ナ
ー
部
の
基
部
に
あ
た
る
破
片
で

あ
る
。
な
お
、
内
面
に
残
る
流
動
洋
の
左
側
面
は
大
き
な
破
面
と
な
り
、
流
出
孔
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

Ⅱ
区

A-
9

炉
 
壁
(短
軸
側
)

5
な
 
し
26
00
 0

平
面
駅
状
の
、
内
面
の
み
生
き
て
い
る
炉
壁
片
で
あ
る
。
左
側
部
に
不
明
瞭
な
く
ぼ
み
を
持
つ
も
の
で
、
通
風
孔
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
流
出
孔
の
壁

面
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
内
面
は
上
下
で
差
が
あ
り
、
左
右
で
も
質
感
が
異
な
る
。
左
右
の
違
い
は
左
端
部
寄
り
が
流
動
性
が
高
く
、
右
側
の
8害
」 方
は

や
や
イ
ガ
イ
ガ
し
た
流
動
性
の
低
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
下
半
1/
3は
え
ぐ
れ
た
よ
う
な
状
態
で
、
上
半
部
の
イ
ガ
イ
ガ
し
た
滓
層
と
異
な
っ
て
い
る
。

あ
え
て
言
え
ば
通
風
子
L部
の
並
び
は
左
方
向
に
想
定
さ
れ
、
右
側
は
流
出
孔
の
可
能
性
が
高
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
胎
上
は
前
者
と
同
様
の
、
石
粒

の
多
い
も
の
。

I区
B-
6

炉
 
壁
(補
修
)

4
な
 
し
84
0 
0

炉
壁
内
面
に
補
修
を
加
え
て
操
業
し
た
補
修
壁
で
あ
る
。
当
初
の
面
は
き
れ
い
に
滓
化
し
て
垂
れ
て
お
り
、
次
に
厚
さ
1 
5c
ll
l以
上
の
貼
土
を
し
て
再
度

操
業
し
て
い
る
。
2枚
目
の
炉
壁
表
面
に
は
砂
鉄
が
焼
結
し
て
お
り
、
使
用
部
位
の
高
さ
が
異
な
る
か
、
操
業
の
仕
法
に
違
い
が
あ
る
か
の
ど
ち
ら
か
で

あ
ろ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
両
側
面
に
存
在
す
る
径
lc
m大
の
目
印
孔
相
当
の
穴
と
、
や
は
り
裏
面
中
央
に
あ
る
同
様
の
穴
で
あ
る
。
幅
10
cl
l程
の
炉

壁
片
に
、
ほ
ぼ
5c
mお
き
に
lc
ll
大
の
九
棒
状
の
穴
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
そ
の
内
面
も
薄
く
赤
褐
色
に
被
熱
し
て
お
り
、
た
ま
た
ま
fy
n

れ
込
ん
だ
小
枝
片
な
ど
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
炉
壁
胎
土
は
石
英
質
の
石
粒
を
合
む
も
の
で
あ
る

I区
N0
 7
8

炉
 
壁
(補
修
)

4
な
 
し
49
0 
0
内
面
の
み
生
き
て
い
る
炉
壁
の
小
片
で
あ
る
。
内
面
は
砂
鉄
焼
結
部
分
と
滓
化
し
て
垂
れ
る
部
分
に
ま
た
が
り
、
補
修
情
報
は
や
や
弱
い
。
胎
土
は
石

粒
を
交
え
る
ざ
っ
く
り
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

I区
D-
12

炉
 
壁
(補
修
)

4
な
 
し
96
0 
0

内
外
面
の
生
き
て
い
る
炉
壁
片
。
内
側
に
き
れ
い
に
滓
化
し
た
流
動
状
の
表
面
が
2枚
重
層
し
て
お
り
、
補
修
炉
壁
と
考
え
ら
れ
る
。
左
側
部
で
は
、
2

5c
ll
以
上
の
厚
み
の
補
修
面
が
あ
り
、
そ
の
面
も
当
初
の
面
と
同
様
、
き
れ
い
に
津
化
し
て
い
る
。
当
初
の
面
に
TR
E方
向
に
大
き
な
ひ
び
割
れ
が
生
じ
て

い
る
た
め
、
そ
れ
を
覆
う
目
的
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
断
定
は
避
け
た
い
。
内
面
の
上
半
に
は
薄
く
砂
鉄
が
焼
結
。
外
面
は
横
方
向
の
細
か

い
ナ
デ
。
左
上
部
が
接
合
痕
の
可
能
性
あ
り
。
炉
壁
胎
土
は
1枚
目
2枚
目
で
大
き
く
異
な
り
、
1枚
目
は
粘
上
質
で
ス
サ
が
大
き
め
。
2枚
目
は
石
英
質

の
砂
粒
を
多
く
含
む
も
の
で
あ
る
。

Ⅱ
区

B-
10

瘍
 
壁
(補
修
)

4
な
 
し
74
0 
0
前
者
と
同
様
、
前
後
2枚
の
滓
化
し
た
表
面
を
持
つ
、
補
修
炉
壁
で
あ
る
。
胎
土
も
前
者
と
同
様
、
当
初
が
粘
土
質
で
、
補
修
上
が
石
英
質
の
砂
粒
を
多

量
に
合
む
。
滓
化
の
状
態
は
前
後
2枚
と
も
え
ぐ
れ
る
よ
う
に
溶
損
し
、
似
て
い
る
。
外
面
に
は
横
方
向
の
削
り
痕
あ
り
。

Ⅱ
区

B-
12

炉
 
壁
(補
修
)

6
な
 
し
42
0 
0
炉
壁
内
面
の
剥
離
物
で
あ
る
。
石
英
質
の
砂
粒
を
交
え
た
炉
壁
が
2枚
重
層
し
て
お
り
、
土
質
的
に
は
前
後
と
も
同
一
傾
向
で
あ
る
。
滓
化
の
状
態
も
似

て
お
り
、
面
的
に
溶
け
て
垂
れ
下
が
り
つ
つ
あ
る
。
違
い
は
厚
み
程
度
で
あ
る
。
表
皮
は
紫
紅
色
気
味
。

I区
C1
2

炉
 
壁
(補
修
)

5
な
 
し
51
0 
0
前
後
で
土
質
の
異
な
る
補
修
炉
壁
で
あ
る
。
当
初
は
粘
土
質
で
、
最
大
3 
5c
m近
い
二
次
的
な
貼
り
上
を
行
っ
て
操
業
し
て
い
る
。
滓
化
の
程
度
は
ほ
ぼ

類
似
し
た
黒
褐
色
の
溶
損
面
で
あ
る
。

I区
D-
12

原
 
壁
(補
修
)

4
な
 
し
21
0 
0
No
 1
33
に
似
た
、
石
英
質
の
砂
粒
を
交
え
る
補
修
土
か
重
層
し
て
い
る
。
こ
の
胎
土
は
耐
火
性
が
高
い
も
の
か
、
ヤ`
ず
れ
も
比
較
的
薄
い
補
修
面
と
な
っ

て
い
る
。
内
面
の
滓
化
の
程
度
や
紫
紅
色
の
色
調
も
前
後
で
変
わ
ら
な
い
。

I区
A-
13

炉
 
壁
(補
修
)

5
な
 
し
47
0 
0
石
英
質
の
炉
壁
上
が
重
層
し
た
補
修
炉
壁
で
あ
る
。
2枚
目
の
補
修
上
が
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
最
大
3 
5c
m近
い
厚
み
を
持
つ
。
ま
た
ベ
ー
ス
と
な
っ

た
土
質
が
違
う
た
め
か
、
前
後
で
被
熱
色
が
異
な
る
。
当
初
は
赤
褐
色
、
補
修
土
は
灰
白
色
で
、
表
面
の
ガ
ラ
ス
質
の
滓
部
は
ほ
ぼ
似
た
半
流
動
状
の

も
の
で
あ
る
。

Ⅱ
区

D-
12

匠
 
壁
(補
修
)

4
な
 
し
37
0 
0
No
 1
33
,1
35
と
類
似
し
た
、
石
英
質
の
砂
粒
を
交
え
た
壁
同
士
の
補
修
炉
壁
で
あ
る
。
前
記
と
同
様
、
薄
い
補
修
層
が
重
層
す
る
。
内
面
は
い
ず
れ
も

溶
損
の
た
め
か
、
打ヽ
さ
な
凹
凸
を
持
つ
滓
表
面
と
な
っ
て
い
る
。
表
皮
の
一
部
は
紫
紅
色
。

狂
区

D-
12

炉
 
壁
(補
修
)

3
な
 
し
12
00
 0
や
や
大
型
の
補
修
痕
を
残
す
炉
壁
で
あ
る
。
土
質
は
、
前
後
と
も
石
英
質
の
石
粒
を
多
量
に
合
む
粗
い
も
の
で
あ
る
。
炉
壁
内
面
の
上
半
部
で
は
、
補

修
分
が
完
全
に
溶
解
し
た
も
の
か
不
明
で
、
下
半
部
で
は
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
。
下
半
部
の
補
修
分
の
最
大
厚
み
は
約
4c
m。
滓
化
の
程
度
は
前
後
2時

期
と
も
よ
く
似
て
い
る
。
流
動
状
や
半
流
動
状
が
混
在
し
、
部
分
的
に
え
ぐ
れ
る
よ
う
に
溶
損
し
て
い
る
。
表
皮
は
紫
紅
色
気
味
で
あ
る
。

I区
D-
12

炉
墜
(通
風
子
L付
補
修
)
4

な
 
し
85
0 
0

石
英
質
の
石
粒
を
多
量
に
交
え
た
炉
壁
土
同
士
の
、
補
修
炉
壁
で
あ
る
。
通
風
孔
部
が
残
る
点
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
当
初
の
壁
と
補
修
面
の
壁
に
あ

る
通
風
孔
は
僅
か
に
ず
れ
た
程
度
で
、
基
本
的
に
は
当
初
の
通
風
孔
の
位
置
を
そ
の
ま
ま
に
、
土
質
の
似
た
補
修
上
を
貼
り
込
ん
だ
上
で
、
再
度
、
通

身
な
書
旨
ξ
tt
Bむ
:秘
i毛
ニ
ヒ
ね
繁
縁
言
字
子
兌
宮
と
言
:ぢ
,ζ
鰐

を
3こ
希
み
潔
髯
争
言
遂
r蓄
ぞ
営
ご
哲
警
ぢ
ぞ
軍
言
語
瞥
:L

し
て
い
る
。
重
要
資
料
で
あ
る
。
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表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 1
0

番
号
地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量
(質
)

考
備

工
区

D-
13

炉
壁
(通
風
子
L付
補
修
)

5
な
 
し
51
00

左
右
に
通
風
子
L部
を
2孔
持
つ
、
補
修
炉
壁
で
あ
る
。
上
質
は
前
後
で
異
な
り
、
当
初
の
も
の
が
僅
か
に
石
粒
が
入
リ
ス
サ
の
目
立
つ
軟
質
土
。
補
修
土

は
石
粒
の
多
い
も
の
で
あ
る
。
炉
壁
内
面
は
前
後
と
も
き
れ
い
に
面
的
に
溶
損
し
て
お
り
、
表
皮
は
紫
紅
色
。
左
右
の
通
風
孔
部
は
円
孔
気
味
で
、
径

は
2 
8c
m大
。
通
風
孔
間
隔
は
約
10
 5
cl
l前
後
で
あ
る
。
左
側
の
通
風
孔
部
は
当
初
の
面
の
も
の
で
あ
る
。
右
側
の
通
風
子
L部
は
前
後
2時
期
の
通
風
孔

部
を
あ
え
て
合
わ
せ
て
補
修
を
加
え
た
も
の
か
。
こ
の
た
め
、
当
初
の
通
風
子
L部
の
炉
内
側
に
、
石
粒
の
多
い
補
修
上
が
僅
か
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
る

が
、
通
風
子
L径
や
角
度
は
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
炉
体
が
保
持
さ
れ
た
ま
ま
補
修
が
行
わ
れ
て
、
操
業
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。

I区
D-
13

炉
壁
(通
風
孔
付
補
修
)

4
な
 
し
19
00
 0

内
面
の
下
端
部
寄
り
に
補
修
上
が
す
る
重
層
、
や
や
大
型
の
炉
壁
片
で
あ
る
。
側
面
肩
寄
り
に
通
風
孔
部
が
1孔
残
さ
れ
て
い
る
。
当
初
の
炉
壁
は
石
粒

の
少
な
い
砂
の
粗
い
も
の
で
、
2枚
目
の
補
修
壁
は
石
粒
が
極
め
て
多
い
土
質
で
あ
る
。
本
資
料
は
、
通
風
孔
部
か
ら
少
な
く
と
も
15
 5
cm
の
高
さ
ま
で

2次
的
な
補
修
上
が
か
が
っ
て
お
り
、
補
修
範
囲
が
通
風
子
L周
り
だ
け
で
な
く
、
炉
壁
内
面
の
か
な
り
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
れ
る
。

表
面
の
滓
化
の
程
度
は
、
前
後
2面
と
も
似
て
お
り
、
紫
紅
色
の
強
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
補
修
後
の
表
面
上
端
寄
り
に
は
砂
鉄
が
部
分
的
に
焼
結

し
、
中
段
に
は
院
結
部
か
ら
合
鉄
銹
化
部
ま
で
が
こ
が
状
に
固
着
し
て
い
る
。
通
風
孔
方
向
は
、
炉
壁
平
面
に
対
し
や
や
斜
め
右
で
あ
る
。
通
風
孔
そ

の
も
の
は
径
2 
4c
tl
程
度
の
円
孔
で
、
前
後
2時
期
と
も
同
じ
位
置
で
用
い
て
い
る
。

I区
A-
9

炉
 
壁
(補
修
)

4
な
 
し
15
00
 0

溶
解
し
た
表
面
の
重
層
す
る
補
修
壁
で
あ
る
。
前
後
2時
期
と
も
石
英
質
の
石
粒
の
多
い
胎
土
を
用
い
て
い
る
。
平
面
形
は
や
や
弧
状
。
炉
の
コ
ー
ナ
ー

付
近
と
推
定
さ
れ
る
。
下
面
に
平
坦
な
接
地
面
を
持
ち
、
炉
壁
基
部
の
破
片
で
あ
る
。
滓
化
し
た
面
が
前
後
2時
期
で
、
滓
化
の
程
度
は
2時
期
目
が
激

し
い
。
こ
れ
は
炉
壁
土
や
通
風
の
微
妙
な
違
い
に
よ
る
も
の
か
。
な
お
、
本
資
料
も
炉
体
が
立
っ
た
ま
ま
で
、
羽
日
下
の
壁
面
そ
の
も
の
ま
で
が
補
修

さ
れ
て
お
り
、
他
資
料
と
合
わ
せ
る
と
、
操
業
後
な
い
し
操
業
を
中
断
し
て
、
炉
内
全
面
が
補
修
さ
れ
る
よ
う
な
大
規
模
補
修
を
想
定
で
き
る
も
の
で

あ
る
。

I区
D-
12

炉
 
壁
(補
修
)

4
な
 
し

炉
壁
基
部
に
相
当
す
る
小
型
の
補
修
炉
壁
で
あ
る
。
前
後
2枚
と
も
が
石
英
質
の
石
粒
を
多
量
に
含
む
類
似
し
た
も
の
で
、
壁
面
の
滓
化
の
程
度
も
よ
く

似
て
い
る
。
炉
壁
内
面
の
滓
化
部
は
、
錆
色
の
淳
が
こ
が
状
に
固
化
し
て
お
り
、
下
面
に
も
突
出
す
る
。

I区
B-
12

炉
壁
(通
風
子
し 付
補
修
)
4

な
 
し
44
00
 0

炉
壁
の
基
部
か
ら
炉
底
塊
狽
上 部
に
か
け
て
の
、
横
長
の
補
修
炉
壁
で
あ
る
。
上
面
に
は
、
通
風
子
L部
の
影
響
の
強
い
淡
赤
褐
色
の
壁
部
分
や
滓
部
が
確

認
さ
れ
る
。
裏
面
中
央
は
炉
壁
の
基
底
都
と
そ
れ
に
潜
る
よ
う
に
形
成
さ
れ
た
流
動
状
の
滓
部
で
あ
る
。
上
面
に
は
前
後
2時
期
の
滓
化
し
た
炉
壁
表
面

が
重
層
し
、
左
端
寄
り
は
当
初
の
通
風
孔
部
の
影
響
を
残
し
て
い
る
。
補
修
土
は
最
大
3伽
強
の
厚
み
を
持
つ
も
の
で
、
当
初
の
操
業
に
よ
る
通
風
孔
先

の
突
出
と
通
風
孔
周
り
の
溶
損
を
、
全
て
面
的
な
補
修
上
が
覆
い
隠
し
て
い
る
。
内
面
下
半
か
ら
下
面
に
か
け
て
広
が
る
塊
状
の
滓
部
は
半
流
動
状
で
、

木
炭
痕
を
各
所
に
残
す
。
ま
た
側
面
の
一
部
は
破
面
と
な
っ
て
い
る
。
土
質
は
、
当
初
の
操
業
炉
壁
が
雲
母
の
目
立
つ
軟
質
上
、
補
修
土
は
石
英
質
の

砂
粒
を
多
量
に
合
む
硬
質
上
で
あ
る
。

I区
△
-1
0

炉
壁

(通
風
孔
付
被
熱
曲
り
)

5
な
 
し

石
英
質
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
炉
壁
片
が
、
内
面
同
士
で
溶
着
し
た
も
の
で
あ
る
。
外
面
の
被
熱
痕
か
ら
み
る
と
、
下
面
は
通
風
孔
部
の
先
端
部
の
側

面
破
面
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
上
面
の
炉
壁
片
は
補
修
炉
壁
で
あ
り
、
か
つ
石
英
質
の
石
粒
を
含
む
補
修
上
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
内
面
の

津
化
は
く
す
ん
だ
紫
紅
色
。

I区
A-
10

炉
壁

(通
風
孔
付
被
熱
曲
り
)

3
な
 
し

上
半
部
が
前
屈
し
た
被
熱
曲
り
の
炉
壁
片
で
あ
る
。
折
れ
由
が
っ
た
先
端
部
に
僅
か
な
が
ら
通
風
孔
部
の
先
端
が
遺
存
し
て
い
る
。
こ
れ
は
通
風
孔
部

の
壁
面
が
滓
化
に
よ
り
溶
損
し
、
薄
く
な
っ
て
前
屈
し
た
も
の
で
あ
り
、
一
般
的
な
被
熱
曲
り
と
は
異
な
る
。
炉
壁
内
面
は
溶
損
が
激
し
く
、
く
す
ん

だ
紫
紅
色
で
あ
る
。
胎
土
は
石
英
質
の
砂
粒
を
多
量
に
含
む
。

I区
A-
7

炉
壁

(通
風
孔
付
被
熱
曲
り
)

4
な
 
し

や
や
大
型
の
被
熱
曲
り
の
炉
壁
片
で
あ
る
。
こ
れ
も
前
者
と
似
て
お
り
、
下
面
の
炉
壁
が
炉
壁
基
部
で
、
上
面
に
乗
る
前
屈
し
た
炉
壁
は
、
通
風
孔
先

周
り
の
も
の
で
あ
る
。
明
瞭
な
通
風
子
し 部
は
確
認
で
き
な
い
が
、
淡
赤
褐
色
の
被
熱
範
囲
か
ら
推
定
で
き
る
。
胎
土
は
石
英
質
の
石
粒
を
多
量
に
含
む

も
の
で
、
ス
サ
も
部
分
的
に
多
い
。

I区
D-
12

炉
壁

(通
風
子
L付
工
具
痕
付
)

4
な
 
し
10
50
 0
内
面
の
下
半
部
に
工
具
痕
を
残
す
炉
壁
片
で
あ
る
。
胎
土
は
石
英
質
の
砂
粒
の
多
い
も
の
で
、
内
面
は
か
な
り
溶
損
が
激
し
い
。
左
右
の
側
面
下
半
に

通
風
孔
部
を
2孔
残
し
て
お
り
、
通
風
孔
下
が
大
き
く
え
ぐ
れ
た
炉
壁
片
で
あ
る
。
通
風
孔
レ
ベ
ル
の
壁
面
が
一
見
、
二
重
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

右
方
向
か
ら
の
径
4c
m以
上
の
九
棒
状
の
道
具
に
よ
り
突
き
動
か
さ
れ
て
で
あ
ろ
う
。
通
風
子
L部
は
円
孔
気
味
で
あ
る
。

I区
A-
8

原
壁

(通
風
孔
付
工
具
痕
付
)

4
な
 
し
19
00
 0

上
面
中
央
に
通
風
孔
部
を
残
す
厚
壁
片
で
あ
る
。
荒
れ
た
内
面
に
斜
め
上
か
ら
左
下
に
向
か
い
、
棒
状
の
工
具
に
よ
り
傷
つ
け
ら
れ
た
滓
表
面
の
ゆ
が

み
が
、
樋
状
に
残
っ
て
い
る
。
下
面
は
接
地
面
で
あ
る
。
通
風
孔
は
炉
壁
平
面
か
ら
み
る
と
、
斜
め
左
方
向
に
向
い
て
い
る
。
断
面
形
は
不
明
。
炉
壁

内
面
は
浮
の
流
動
性
が
悪
く
ガ
ス
質
で
、
そ
の
た
め
に
通
風
子
L下
を
突
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
角
度
的
に
は
、
流
出
孔
と
い
う
よ
り
も
、
対
面
す
る

炉
壁
の
通
風
孔
を
通
じ
て
の
工
具
痕
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
炉
壁
土
は
雲
母
の
目
立
つ
軟
質
の
も
の
で
あ
る
。

I区
D-
11

炉
壁
(流
出
孔
滓
付
?)

4
な
 
し
37
0 
0
上
面
に
炉
壁
上
が
取
り
巻
い
て
い
る
た
め
、
流
出
孔
滓
側
で
は
な
く
、
流
出
孔
滓
付
き
の
炉
壁
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
滓
は
左
端
部
が
木
炭
痕
に
覆

わ
れ
、
炉
壁
上
の
下
に
潜
る
よ
う
な
流
動
滓
と
な
っ
て
い
る
。
下
面
は
粉
炭
痕
に
覆
わ
れ
て
い
る
。
流
出
孔
中
で
固
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
炉
壁
の

基
部
に
港
っ
た
炉
内
流
動
滓
で
あ
る
可
能
性
も
、
や
や
残
さ
れ
る
。
炉
壁
上
は
石
英
質
の
石
粒
を
残
す
も
の
で
あ
る
。

I区
北
側
斜
面

地
山
粘
土
(責
色
)

l
な
 
し

分
析
資
料
hl
o 
9
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峠
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一
般
観
察
表
 I
I

番
号
地
区

場
所

種
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
襲 ①

備
考

I区
西
側
斜
面

地
山
粘
土
(緑
色
)

3
な
 
し
77
 0

I区
の
排
滓
場
の
上
端
に
、
横
方
向
に
伸
び
た
作
業
場
?の
テ
ラ
ス
の
壁
面
に
露
出
し
た
、
青
味
を
持
つ
地
山
上
で
あ
る
。
構
成
物
は
雲
母
片
や
微
細
な

砂
鉄
粒
子
に
加
え
て
、
石
英
質
の
石
粒
、
さ
ら
に
角
閃
石
な
ど
で
あ
る
。
一
見
、
火
山
灰
的
な
外
観
を
示
す
が
、
石
英
質
の
石
粒
の
存
在
か
ら
、
火
山

灰
系
で
は
な
く
花
開
岩
系
や
安
山
岩
系
の
地
山
土
と
推
定
さ
れ
る
。
含
有
鉱
物
種
と
し
て
は
、
炉
壁
上
の
う
ち
石
英
質
の
も
の
に
近
い
よ
う
に
見
え
る

が
、
炉
壁
上
の
方
が
石
英
質
の
石
粒
が
大
き
く
、
量
も
多
い
。
ま
た
雲
母
片
や
角
閃
石
な
ど
の
量
比
の
面
か
ら
見
る
と
、
や
や
一
致
し
な
い
特
色
を
待

つ
。
炉
壁
土
は
む
し
ろ
花
開
岩
の
風
化
上
を
母
体
に
、
粘
土
や
ス
サ
を
交
え
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
、
肉
眼
的
に
は
高
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
雲
母
片

を
多
量
に
合
む
軟
質
の
炉
壁
類
と
は
大
き
く
異
な
り
、
別
の
上
砂
を
素
材
と
し
て
い
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
石
英
質
の
原
壁
上
の
素
材
と
し
て
完
全

に
否
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
し
、
確
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

I区
Ⅱ
区

砂
鉄
(自
然
)

6
な
 
し

分
析
資
料
No
10

I区
D-
12

砂
鉄
(水
洗
)

7
な
 
し
14
90
分
析
資
料
No
 J

I区
C-
9

砂
鉄
焼
結
塊

7
M(
◎
)
70
小
塊
状
の
砂
鉄
焼
結
塊
。
錆
色
で
裏
面
側
の
磁
着
が
強
い
。

Ⅱ
区

D-
7

砂
鉄
焼
結
塊

5
M(
◎
)

薄
い
波
状
の
砂
鉄
焼
結
塊
。
表
裏
面
に
木
炭
痕
が
残
る
。
磁
着
が
部
分
的
に
強
い
。

57
工
区

R-
15

砂
鉄
焼
結
塊

7
M(
◎
)
25
 0
偏
平
な
小
塊
状
の
砂
鉄
焼
結
塊
。
側
面
は
全
面
破
面
。
表
面
に
は
小
さ
な
木
炭
痕
が
連
続
す
る
。
裏
面
は
平
板
な
木
炭
痕
。
磁
着
は
右
側
が
強
予

I区
D―
H

砂
鉄
焼
結
塊

7
M(
◎
)

上
面
に
左
右
方
向
の
木
灰
痕
の
残
る
砂
鉄
焼
結
塊
。
側
面
は
破
面
。
裏
面
に
は
砂
鉄
粒
子
が
明
瞭
な
部
分
が
あ
る
が
、
磁
着
は
弱
い
。

Ⅱ
区

�
I-
12

砂
鉄
焼
結
塊

7
M(
◎
)

や
や
滓
化
の
進
ん
だ
砂
鉄
焼
結
塊
。
表
面
に
は
2c
ll
l大
の
木
炭
痕
。
裏
面
は
炉
壁
の
剥
離
面
で
、
磁
着
は
弱
↓

I区
P-
9

砂
鉄
焼
結
塊

M(
◎
)

分
析
No
 1
2

l
I区

A-
8

砂
鉄
焼
結
塊

M(
◎
)

表
裏
面
や
側
面
に
木
灰
痕
を
残
す
砂
鉄
焼
結
塊
。
右
側
部
の
肩
に
僅
か
に
砂
鉄
焼
結
部
を
残
し
、
他
は
滓
化
が
進
む
。
炉
壁
表
面
で
生
成
か
。

I区
G-
13

砂
鉄
焼
結
塊

6
M
◎
)

皿
状
に
反
り
返
っ
た
砂
鉄
焼
結
塊
。
表
面
は
平
坦
で
裏
面
は
剥
離
面
。
部
位
に
よ
り
磁
着
に
は
差
を
持
つ
。

I区
D-
10

砂
鉄
焼
結
塊

9
M(
◎
)

基
本
的
に
は
前
者
と
似
た
砂
鉄
焼
結
塊
。
や
や
厚
み
を
持
つ
。
右
半
分
の
裏
面
の
突
出
部
は
磁
着
が
強
く
、
含
鉄
部
で
あ
ろ
う
。
上
面
は
浅
い
皿
形
で

原
壁
表
面
と
平
行
の
面
か
。

I区
B-
9

砂
鉄
焼
結
塊

M
◎
)
62
 0
や
や
凹
凸
の
激
し
い
砂
鉄
焼
結
塊
。
表
裏
面
に
木
炭
痕
が
目
立
ち
、
側
面
は
全
面
破
面
。
外
観
的
に
は
16
11
65
に
似
る
。

I区
C-
10

砂
鉄
焼
結
塊

M
◎
)
61
0
炉
内
淳
的
な
破
面
と
木
炭
痕
に
覆
わ
れ
た
砂
鉄
焼
結
塊
。
木
炭
痕
は
4c
ll
大
以
上
と
大
き
く
、
木
目
も
明
瞭
。
炉
底
塊
の
上
部
で
生
成
か
。

I区
C-
7

砂
鉄
焼
結
塊

6
M(
◎
)

薄
板
状
の
砂
鉄
焼
結
塊
。
木
炭
痕
は
不
明
瞭
で
、
砂
鉄
粒
子
の
溶
着
が
進
む
。
右
半
分
の
中
核
部
が
含
鉄
部
か
。
16
71
68
と
同
様
、
炉
壁
表
面
の
焼
結

物
。

I区
C-
7

砂
鉄
焼
結
塊

5
M(
◎
)

平
板
な
砂
鉄
焼
結
塊
。
側
面
は
破
面
で
表
裏
面
は
顆
粒
状
。
裏
面
は
反
壁
上
の
剥
離
面
。

Ⅱ
区

D―
H

砂
鉄
焼
結
塊

M(
◎
)
13
60
左
右
に
長
い
大
型
の
砂
鉄
焼
結
塊
。
上
面
は
平
坦
気
味
で
、
裏
面
は
突
出
し
た
剥
離
面
。
点
々
と
炉
壁
上
を
固
着
。
炉
壁
表
面
の
生
成
物
。

I区
D-
12

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

H(
①
)

僅
か
に
流
動
し
か
け
て
い
る
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。
光
沢
を
持
ち
、
磁
着
の
強
い
滓
部
と
砂
鉄
焼
結
部
が
共
存
。
裏
面
は
剥
離
面
。

工
区

C-
11

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

6
H(
O)

僅
か
に
流
動
し
か
け
て
い
る
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。
上
半
部
は
磁
着
が
弱
く
、
下
半
部
が
強
い
。
ま
た
一
部
が
こ
が
状
で
鉄
化
し
て
い
る
。
形
態
的

に
は
炉
壁
表
面
で
生
成
か
。

I区
C-
5

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

5
な
 
し

凹
凸
の
激
し
い
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。
裏
面
が
流
動
状
で
、
内
部
に
不
規
則
な
気
孔
を
残
す
。
典
型
的
な
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。

Ⅱ
区

A-
8

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

7
H(
○
)

分
析
No
 1
3

Ⅱ
区

C-
5

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

7
H(
①
)
12
7 
0
中
央
部
に
隙
間
を
持
つ
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。
側
面
か
ら
裏
面
は
破
面
主
体
で
、
部
分
的
に
砂
鉄
焼
結
部
が
残
る
。
磁
着
は
全
体
に
均
等
。

Ⅱ
区

C-
7

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

7
H(
○
)
19
9 
0
炉
内
滓
的
な
外
観
を
持
つ
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。
表
裏
面
と
も
に
小
さ
な
凹
凸
が
目
立
ち
、
半
溶
解
の
状
態
で
あ
る
。
滓
化
部
と
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
化

し
て
い
る
部
分
が
共
存
す
る
。

I区
D-
8

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

6
M(
◎
)

表
面
の
紫
紅
色
が
強
い
、
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
の
小
片
。
上
面
は
僅
か
に
流
動
状
で
、
裏
面
は
破
面
。
下
面
は
光
沢
を
持
つ
。

I区
D-
11

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

6
M(
◎
)

表
面
が
僅
か
に
流
動
化
し
つ
つ
あ
る
、
合
鉄
の
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。
右
側
面
か
ら
見
る
と
、
上
中
下
の
3層
が
重
層
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
浮

の
気
子
しは
多
目
。

I区
A-
7

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

6
M(
◎
)

表
面
全
体
が
流
動
状
に
な
っ
た
合
鉄
の
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。
気
子
し
も
少
な
く
、
部
位
に
よ
り
磁
着
の
強
弱
が
あ
る
。
合
鉄
部
は
中
核
部
。

Ⅱ
区

B-
9

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

6
M(
◎
)

や
や
イ
ガ
イ
ガ
し
て
い
る
が
、
部
分
的
に
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
化
し
て
い
る
淳
。
隙
間
や
小
さ
な
木
炭
痕
も
残
る
。
責
褐
色
の
酸
化
土
砂
は
二
次
的
な
も
の
。

Ⅱ
区

C-
6

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

7
M(
◎
)
26
5 
0
や
や
大
が
り
の
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。
表
面
は
lc
ll
l大
の
木
灰
痕
と
小
さ
な
垂
れ
を
持
つ
平
坦
面
。
側
面
か
ら
裏
面
は
全
面
破
面
。
磁
着
は
表
層
の
み

で
、
裏
面
の
突
出
部
で
は
弱
い
。

Ⅱ
区

D-
12

マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物

7
M(
◎
)
30
4 
0
上
手
側
部
に
赤
褐
色
の
炉
壁
上
が
回
着
し
た
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
系
遺
物
。
部
位
に
よ
る
変
化
が
激
し
く
、
裏
面
の
右
半
分
は
新
し
い
破
面
。
流
動
状
の
部

分
や
砂
鉄
焼
結
部
も
残
る
。

I区
D-
8

炉
内
流
動
滓
(小
)

2
な
 
し

径
5n
ll
l以
下
の
細
い
単
位
流
動
滓
が
柱
状
に
集
合
し
た
、
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
気
孔
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
全
て
の
滓
が
類
似
す
る
。
18
1か
ら
18
5は
同

種
で
は
あ
る
が
形
状
が
異
な
る
。
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表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 1
2

番
号
地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量
(質
)

備
考

Ⅱ
区

C-
9

炉
内
流
動
浮
(小
)

2
な
 
し

細
い
単
位
流
動
津
が
柱
状
に
集
合
し
た
、
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
前
者
に
比
べ
て
表
皮
の
紫
紅
色
が
強
く
、
や
や
流
動
性
が
低
ヽ

I区
D-
11

炉
内
流
動
滓
(4
ヽ
)

な
 
し

細
い
単
位
流
動
滓
が
や
や
平
板
に
集
合
し
た
、
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
表
裏
面
で
質
感
が
異
な
る
。
表
面
に
は
僅
か
に
し
わ
が
あ
り
、
裏
面
は
小
破
面

が
目
立
つ
。
18
4と
上
下
で
前
後
す
る
雰
囲
気
で
あ
る
。

I区
R-
15

炉
内
流
動
滓
(4
ヽ

2
な
 
し
56
 0
細
い
単
位
流
動
滓
が
全
体
的
に
樋
状
に
ま
と
ま
っ
た
、
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
流
動
単
位
に
や
や
幅
を
持
ち
、
表
裏
面
と
も
し
わ
が
目
立
つ
。
樋
状
と

な
る
の
は
、
壁
面
が
波
状
の
た
め
か
。

工
区

C―
?

炉
内
流
動
滓
(小

2
な
 
し
H7
0
細
い
単
位
流
動
浮
が
ま
と
ま
っ
た
、
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
上
面
は
流
動
単
位
が
き
れ
い
で
、
裏
面
は
乱
れ
気
味
。
一
部
に
炉
壁
片
を
か
み
込
む
。

I区
D-
8

炉
内
流
動
滓
(小

コ
な
 
し
26
6 
0
分
析
No
 1
4

I区
C-
6

炉
内
流
動
滓
(中

2
な
 
し

lc
n前
後
の
幅
を
持
つ
流
動
滓
が
重
層
し
た
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
表
友
は
紫
紅
色
で
、
裏
面
に
は
粉
炭
痕
と
炉
壁
上
が
固
着
す
る
。

I区
C-
12

炉
内
流
動
津
(中
)

3
な
 
し
51
0
7m
ul
程
の
径
を
持
つ
単
位
流
動
滓
が
不
規
則
に
重
層
す
る
、
炉
内
流
動
津
の
破
片
。
滓
内
部
や
裏
面
の
突
出
部
は
炉
壁
上
の
溶
解
物
で
あ
る
。
気
孔
は
部

位
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
。

I区
C-
6

炉
内
流
動
滓
(中
)

2
な
 
し

内
部
に
中
小
の
気
子
Lを
多
量
に
残
す
、
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
ま
と
ま
っ
た
滓
と
、
側
面
を
流
れ
る
単
位
流
動
滓
か
ら
成
る
。
裏
面
全
面
が
木
炭
痕
。

滓
表
皮
は
紫
紅
色
気
味
。

I区
C-
7

炉
内
流
動
滓
(中

3
な
 
し

色
調
は
異
な
る
が
、
前
者
と
や
や
似
た
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
上
面
は
半
流
動
状
で
木
炭
痕
を
残
し
、
赤
褐
色
の
酸
化
色
が
強
い
。
裏
面
は
粉
炭
痕
。

I区
C-
10

原
内
流
動
滓
(中

2
な
 
し
20
2 
0
上
面
が
半
流
動
状
の
炉
内
流
動
淳
の
破
片
。
別
単
位
の
淳
が
結
合
し
て
、
一
部
は
方
向
が
異
な
っ
て
い
る
。
裏
面
は
凹
凸
の
あ
る
破
面
主
体
。

I区
B-
10

炉
内
流
動
滓
(中
)

1
な
 
し
31
70
2c
m幅
程
度
の
流
動
滓
が
連
節
し
た
、
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
上
面
の
流
動
単
位
は
き
れ
い
で
、
下
面
全
体
に
粉
灰
痕
が
残
る
。
上
手
側
の
側
部
が
直
線

状
で
、
生
き
て
い
る
。
気
孔
は
ご
く
少
な
い
。

I区
C-
10

炉
内
流
動
滓
(大
)

な
 
し

上
下
面
で
質
感
が
大
き
く
異
な
る
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
左
側
部
が
大
き
な
破
面
。
上
面
は
右
方
向
へ
伸
び
る
塊
状
の
流
動
単
位
で
、
下
面
は
粉
炭
痕

の
密
集
し
た
剥
離
面
。
上
面
の
表
皮
に
は
チ
リ
メ
ン
じ
わ
あ
り
。

I区
A―
H

炉
内
流
動
津
(大
)

6
な
 
し

分
析
配
15

Ⅱ
区

D-
13

炉
内
流
動
滓
(大
)

な
 
し

上
面
の
左
半
分
に
流
動
滓
の
残
る
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
そ
れ
以
外
は
イ
ガ
イ
ガ
し
た
炉
内
滓
の
特
徴
を
強
く
残
す
。
気
孔
は
部
位
に
よ
り
大
き
な
差

あ
り
。

I区
C-
12

炉
内
流
動
滓
(大
)

3
な
 
し

緻
密
な
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
上
面
中
央
部
に
弧
状
の
突
出
部
が
走
り
、
右
側
は
き
れ
い
な
流
動
滓
、
左
狽
Iは
炉
壁
上
の
圧
痕
と
な
る
。
側
面
は
基
本

的
に
破
面
。
下
面
は
炉
壁
粉
を
交
え
た
土
砂
の
圧
痕
と
な
る
。
炉
の
コ
ー
ナ
ー
寄
り
の
基
底
部
の
滓
か
。

I区
C1
3

炉
内
流
動
滓
(大
)

3
な
 
し

大
き
く
上
下
2単
位
の
流
動
滓
が
重
層
し
た
炉
内
流
動
滓
破
片
。
中
層
や
上
面
の
左
手
寄
り
に
は
木
炭
痕
が
目
立
つ
。
下
面
は
炉
墜
粉
を
交
え
た
地
山
土

の
圧
痕
主
体
。
上
部
の
滓
の
生
成
時
の
水
平
方
向
は
異
な
る
。

I区
A-
10

炉
内
流
動
津
(大
)

3
な
 
し
13
32
 0
上
下
面
、
側
面
と
も
質
感
の
異
な
る
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
密
度
が
高
く
ず
っ
し
り
し
て
い
る
。
上
面
は
流
動
気
味
で
、
下
面
は
炉
壁
粉
を
交
え
た
地

山
上
が
薄
く
残
る
。
流
出
孔
淳
の
可
能
性
も
あ
り
。

I区
D-
13

炉
内
流
動
津
(大
)

3
な
 
し
16
84
 0
や
や
ぶ
厚
い
皿
形
の
断
面
形
を
持
つ
炉
内
流
動
滓
の
破
片
。
上
手
側
の
側
部
を
除
き
、
側
部
は
全
面
破
面
。
上
手
側
の
側
部
に
は
炉
壁
上
が
面
的
に
固

着
し
、
炉
底
塊
狽
上 部
片
の
可
能
性
大
。
上
面
は
半
流
動
状
。
滓
の
密
度
は
高
い
。

I区
C-
7

単
位
l流
動
滓

2
な
 
し
11
0
幅
lc
ll
弱
の
流
動
滓
が
3条
接
し
た
単
位
流
動
滓
。
気
子
Lは
ほ
と
ん
ど
無
く
、
上
面
表
皮
に
は
チ
リ
メ
ン
状
の
し
わ
あ
り
。
下
面
は
土
砂
等
の
圧
痕
。

I区
K-
13

単
位
流
動
滓

2
な
 
し

S字
状
に
う
ね
っ
た
単
位
流
動
滓
の
破
片
。
上
面
に
は
し
わ
が
残
り
、
下
面
は
粉
炭
痕
。
気
子
しは
僅
か
。

I区
�
I-
9

単
位
流
動
滓

2
な
 
し

流
動
性
の
良
い
単
位
流
動
淳
の
先
端
部
付
近
の
小
破
片
。
下
面
に
は
か
ろ
う
じ
て
粉
炭
痕
が
残
る
。

I区
C-
7

単
位
流
動
滓

2
な
 
し

ic
ll
l弱
の
幅
を
持
つ
単
位
流
動
滓
の
破
片
。
上
面
は
き
れ
い
な
流
動
状
で
、
下
面
の
一
部
に
炉
壁
粉
を
固
着
。
滓
表
皮
は
紫
紅
色
気
味
。

I区
C-
7

単
位
流
動
滓

2
な
 
し
21
0
や
や
前
者
と
似
た
資
料
。
折
れ
山
が
り
な
が
ら
流
れ
た
単
位
流
動
滓
の
破
片
。
上
面
表
皮
は
紫
紅
色
で
、
し
わ
あ
り
。
下
面
は
炉
壁
上
の
圧
痕
が
主
体
。

I区
D-
7

単
位
流
動
津

2
な
 
し

小
さ
く
S字
状
に
う
ね
っ
た
単
位
流
動
滓
の
破
片
。
上
面
表
皮
に
は
チ
リ
メ
ン
状
の
し
わ
、
下
面
に
は
炉
壁
粉
が
点
在
す
る
。

20
6
I区

C-
7

工
具
痕
流
入
澤

2
な
 
し

工
具
痕
流
入
滓
の
小
破
片
。
上
手
項
1の
側
部
は
別
単
位
の
滓
の
剥
離
痕
。
上
面
表
皮
に
は
細
か
い
し
わ
が
残
る
。

I区
C-
7

工
兵
痕
流
入
滓

2
な
 
し

lc
ll
強
の
幅
を
持
つ
、
工
具
痕
流
入
淳
の
破
片
。
表
皮
は
き
れ
い
な
流
動
状
で
、
し
わ
あ
り
。
下
面
に
は
炉
壁
粉
が
点
在
。

Ⅱ
区

C-
7

工
具
痕
流
入
滓

2
な
 
し

3条
の
滓
が
重
層
し
た
工
具
痕
流
入
滓
。
表
皮
に
は
歪
ん
だ
し
わ
が
そ
れ
ぞ
れ
に
残
る
。
下
面
に
は
炉
壁
粉
が
薄
く
固
着
。

I区
D-
13

工
具
痕
流
入
滓

2
な
 
し

僅
か
に
紫
紅
色
の
表
皮
を
持
つ
工
具
痕
流
入
滓
。
ほ
ぼ
同
位
置
で
上
下
に
重
層
す
る
。
下
面
は
棒
状
に
突
出
し
、
炉
壁
粉
が
固
着
。

Ⅱ
区

A-
7

工
具
痕
流
入
滓

2
な
 
し

右
方
向
に
向
か
い
細
く
な
る
、
工
呉
痕
流
入
滓
の
破
片
。
横
断
面
形
は
上
下
で
異
な
り
、
上
半
部
が
丸
棒
状
。
上
下
逆
の
可
能
性
も
あ
り
。
そ
の
場
合

に
丸
棒
状
の
滓
側
が
工
具
痕
流
入
津
と
な
る
。

I区
B-
1

工
具
痕
流
入
滓

3
な
 
し

色
調
は
異
な
る
が
横
断
面
形
の
一
部
は
前
者
と
似
る
。
下
半
部
は
幅
lc
m強
の
九
棒
状
、
上
半
部
は
や
や
幅
広
の
流
動
状
。
錆
色
が
強
ヽ

I区
D-
7

流
出
孔
津
(小
)

2
な
 
し

右
方
向
へ
流
れ
下
る
流
出
孔
滓
の
破
片
。
上
半
部
は
き
れ
い
な
流
動
状
で
、
下
半
部
は
方
形
断
面
を
示
す
。
角
柱
状
の
工
具
痕
に
流
れ
込
ん
だ
滓
の
上

面
に
、
別
単
位
の
流
動
滓
が
流
れ
た
も
の
か
。



― 十 岸 や Φ Ｉ Ｉ

第
17
表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 1
3

番
号

地
区

場
  
所

種
  
 
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
曇 ①

備
考

I区
C-
8

流
出
孔
滓
(4
ヽ
)

2
な
 
し

上
下
2単
位
の
滓
が
重
層
し
た
流
出
孔
滓
の
破
片
。
左
方
向
が
幅
広
い
。
側
部
に
は
段
が
生
じ
、
炉
壁
粉
が
多
量
に
固
着
す
る
。
左
右
逆
の
可
能
性
も
あ

り
。

I区
C-
6

流
出
孔
滓

2
な
 
し

分
析
N0
16

I区
C-
7

流
出
孔
澤
/1
ヽ

2
な
 
し

幅
2c
ll
l前
後
の
流
出
孔
滓
の
破
片
。
横
断
面
形
は
楕
円
形
。
下
面
に
は
炉
壁
粉
や
木
炭
度
が
残
る
。

I区
C-
7

流
出
孔
滓

2
な
 
し

上
下
左
右
に
う
ね
っ
た
よ
う
な
、
流
出
孔
滓
の
破
片
。
左
手
上
面
は
き
れ
い
な
流
動
状
で
、
右
手
上
面
に
は
破
面
が
残
る
。
側
面
や
下
面
の
一
部
は
粉

炭
痕
主
体
。
気
孔
は
中
央
部
に
ま
と
ま
る
。

I区
D-
7

流
出
子
し 滓
(4
ヽ
)

2
な
 
し

2単
位
の
流
動
滓
が
流
出
孔
中
で
一
体
化
し
た
、
流
出
孔
滓
の
破
片
。
長
軸
の
両
端
部
が
破
面
。
表
面
全
体
が
荒
れ
て
お
り
、
気
子
Lが
数
多
く
露
出
す

る
。
付
着
物
の
一
部
は
炉
壁
土
。

I区
C-
9

流
出
子
L浮
(4
ヽ
)

2
な
 
し

左
半
分
に
炉
内
滓
の
一
部
を
残
す
、
流
出
孔
滓
の
破
片
。
右
方
向
に
向
か
い
細
く
な
る
。
炉
内
滓
部
は
木
灰
痕
が
残
り
、
密
度
が
低
い
。
右
半
分
は
流

動
状
で
、
外
周
部
全
面
に
炉
壁
上
が
固
着
。

I区
C-
8

流
出
孔
滓
(小
)

2
な
 
し
28
7 
0
表
面
が
木
炭
痕
に
覆
わ
れ
た
、
や
や
異
形
の
流
出
孔
滓
の
破
片
。
上
中
下
の
3層
が
重
層
し
て
い
る
。
全
体
に
伸
び
て
い
る
の
は
中
間
層
。
滓
質
は
そ
れ

ぞ
れ
が
や
や
異
な
る
。
左
半
分
は
こ
が
状
で
、
上
面
に
も
炉
壁
土
や
木
炭
痕
が
残
る
。
こ
れ
は
流
出
孔
の
天
丼
部
に
接
し
た
た
め
か
。

I区
B-
9

流
出
孔
滓
(小
)

2
な
 
し

左
右
で
幅
の
異
な
る
、
流
出
孔
滓
の
破
片
。
上
面
は
緩
や
か
な
流
動
状
、
下
面
は
樋
状
の
突
出
部
で
木
炭
痕
が
点
在
す
る
。
左
右
逆
の
可
能
性
も
あ
り
。

I区
C-
10

流
出
孔
滓
(小
)

3
な
 
し

右
方
向
に
向
か
い
流
動
し
た
流
出
孔
津
の
破
片
。
部
分
的
に
重
層
し
、
重
層
単
位
は
3単
位
。
上
面
表
皮
は
く
す
ん
だ
紫
紅
色
。
下
面
は
平
板
な
断
面
形

か
ら
深
い
椀
形
の
断
面
形
に
変
化
す
る
。

22
2
I区

B-
7

流
出
孔
津
(B
ヽ
)

3
な
 
し

チ
リ
メ
ン
じ
わ
の
目
立
つ
流
出
孔
滓
の
破
片
。
4条
程
が
並
走
し
、
一
部
が
重
層
す
る
。
下
面
は
樋
状
に
突
出
し
、
炉
壁
粉
が
目
立
っ
て
固
着
。
炉
壁
粉

に
は
酸
化
色
と
還
元
色
と
両
者
あ
り
。

Ⅱ
区

D-
7

流
出
孔
洋
(中
)

3
な
 
し

全
体
に
樋
状
の
、
ガ
サ
ガ
サ
し
た
流
出
孔
滓
の
破
片
。
流
出
孔
底
に
へ
ば
り
つ
く
形
で
生
成
さ
れ
る
。
上
面
は
大
き
く
雀
み
、
あ
る
い
は
工
具
展
に
よ

る
可
能
性
も
あ
り
。

I区
B-
6

流
出
子
し 滓
(中
)

3
な
 
し

流
出
孔
中
を
流
れ
て
、
途
中
で
止
ま
っ
た
流
出
孔
滓
の
先
端
部
破
片
。
上
面
に
は
別
単
位
の
滓
が
重
層
。
流
動
性
は
低
く
、
全
体
の
9割
方
に
粉
炭
痕
が

残
る
。
ガ
ス
は
抜
け
き
れ
ず
、
気
孔
が
残
る
。

I区
C-
6

流
出
孔
滓
(中
)

2
な
 
し

基
部
側
で
滓
単
位
が
並
走
す
る
流
出
子
と 津
の
破
片
。
や
や
流
動
性
が
低
く
、
表
面
に
は
微
細
な
し
わ
あ
り
。
右
半
分
は
九
棒
状
で
、
左
右
逆
の
可
能
性

も
残
る
。
下
面
は
不
規
則
な
木
炭
痕
。

Ⅱ
区

D-
8

流
出
孔
滓
(中
)

な
 
し
21
00
流
出
孔
底
を
不
規
則
に
流
れ
た
流
出
孔
滓
の
破
片
。
表
皮
は
紫
紅
色
気
味
で
、
側
部
に
も
粉
炭
痕
が
残
る
。
各
流
動
単
位
は
津
質
や
方
向
に
も
差
を
持

つ
。
部
分
的
に
中
空
と
な
る
。

22
7
Ⅱ
区

D-
9

流
出
孔
滓
(中
)

3
な
 
し
17
10
や
や
厚
み
を
持
っ
た
樋
状
の
流
出
孔
滓
の
破
片
。
左
右
で
多
少
ね
じ
れ
て
お
り
、
人
為
的
な
力
が
加
わ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
。
流
動
性
は
悪
く
、
表
層

に
は
多
量
の
気
子
と
が
残
る
。

22
8
Ⅱ
区

D-
9

流
出
孔
滓
(中
)

な
 
し
28
5 
0
一
見
、
炉
内
滓
の
よ
う
な
外
観
を
持
つ
流
出
子
L滓
の
破
片
。
上
面
右
手
に
は
流
動
状
の
滓
が
、
下
面
に
は
2条
の
突
出
部
が
走
る
。
滓
質
は
流
動
滓
部
を

除
き
、
ほ
ぼ
炉
内
滓
に
近
い
。

22
9
I区

B-
8

流
出
孔
滓
(中
)

3
な
 
し
23
0 
0
流
動
性
の
良
い
流
出
孔
滓
。
2条
が
重
な
っ
て
お
り
、
後
出
の
も
の
は
中
央
寄
り
に
重
層
す
る
。
左
側
部
に
は
大
き
な
中
空
部
が
残
る
。
流
出
孔
内
の
出

日
寄
り
で
生
成
か
。

I区
C-
5

流
出
孔
滓
(中
)

4
な
 
し
23
3 
0
気
孔
を
多
量
に
内
部
に
残
す
、
流
出
孔
滓
の
破
片
。
そ
の
た
め
か
上
面
の
中
央
部
沿
い
が
ら
く
ら
む
。
上
面
の
一
部
に
は
赤
褐
色
の
酸
化
物
あ
り
。
側

面
の
中
段
ま
で
粉
灰
痕
が
密
集
す
る
。

I区
C-
9

流
出
孔
滓
(中
)

3
な
 
し
26
6 
0
偏
平
な
棒
状
の
流
出
孔
滓
の
破
片
。
流
動
性
は
高
く
、
表
皮
の
一
部
に
し
わ
あ
り
。
内
部
に
大
型
の
気
孔
。
下
面
中
央
部
は
長
軸
方
向
に
向
か
い
、
lc
n

幅
で
突
出
。
工
具
痕
か
。

I区
D-
8

流
出
孔
滓
中
)

な
 
し

上
面
に
チ
リ
メ
ソ
じ
わ
の
目
立
つ
流
出
孔
滓
の
破
片
。
破
面
の
気
孔
は
ご
く
僅
か
。
側
面
に
は
高
い
位
置
に
ま
で
木
炭
痕
が
残
る
。

23
3
I区

D-
8

流
出
孔
滓
中
)

3
な
 
し

太
い
九
lt
F状
の
断
面
形
を
持
つ
流
出
孔
滓
の
破
片
。
右
側
部
に
別
単
位
の
滓
が
突
出
。
内
部
に
大
型
の
気
孔
を
持
ち
、
膨
れ
気
味
。

Ⅲ
区

B-
9

流
出
孔
滓
大
)

な
 
し

右
方
向
に
向
か
い
扇
状
に
広
が
る
流
出
孔
滓
の
破
片
。
上
下
左
右
に
重
層
し
、
表
皮
に
は
し
わ
が
目
立
つ
。
破
面
の
気
孔
は
大
き
く
育
つ
。
下
面
全
体

が
粉
炭
痕
と
厚
壁
粉
、
一
部
に
滓
片
を
巻
き
込
む
。

I区
C―
ll

流
出
孔
滓
(大
)

3
な
 
し

上
下
に
長
い
楕
円
形
断
面
を
持
つ
、
流
出
孔
津
の
破
片
。
上
面
の
み
流
動
状
で
、
流
出
孔
中
に
充
満
し
て
生
成
。
下
面
か
ら
側
面
は
炉
壁
粉
と
粉
炭
痕

主
体
。
幅
の
狭
い
し
っ
か
り
と
し
た
流
出
孔
中
で
生
成
。

23
6
I区

D-
9

流
出
子
し 滓
(大
)

3
な
 
し

偏
平
で
上
面
の
荒
れ
た
流
出
孔
滓
。
上
面
に
も
多
量
の
木
炭
痕
を
残
し
、
粉
炭
層
を
流
れ
る
。
上
面
右
側
に
突
出
す
る
滓
外
面
に
は
、
炉
壁
上
が
固
着
。

下
面
左
側
は
底
面
が
二
重
と
な
る
。

23
7
I区

C-
12

流
出
子
し 滓
(大
)

3
な
 
し

や
や
偏
平
で
流
動
性
の
良
い
流
出
孔
滓
の
破
片
。
右
側
に
向
か
い
細
身
と
な
る
。
上
面
の
一
部
に
粗
い
し
わ
あ
り
。
横
断
面
形
は
き
れ
い
な
抗
形
。

23
8
I区

A-
9

流
出
孔
滓
(大
)

3
な
 
し

流
動
性
が
良
く
、
右
側
端
部
で
広
が
り
を
み
せ
る
流
出
孔
滓
の
破
片
。
幅
広
い
滓
が
重
層
。
破
面
の
気
子
Ы
ま
ご
く
僅
か
。
下
面
に
は
炉
壁
粉
が
粗
く
固
着
。
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地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量
(g
)

考
備

I区
B-
10

流
出
孔
滓
(大
)

3
な
 
し

分
析
No
 1
7

I区
C―
H

流
出
子
L洋
(大
)

3
な
 
し

下
面
の
中
央
部
が
陵
状
に
突
出
す
る
流
出
孔
洋
。
上
面
に
は
滓
質
の
異
な
る
洋
が
重
層
。
破
面
の
気
子
Ll
よ
粗
い
。

I区
C-
10

流
出
孔
津
(大
)

3
な
 
し

椀
形
の
断
面
形
を
持
つ
、
し
っ
か
り
と
し
た
流
出
孔
滓
の
破
片
。
左
側
部
に
比
べ
て
、
右
側
部
が
偏
平
。
破
面
の
気
孔
は
大
き
く
発
達
。
表
皮
の
一
部

が
紫
紅
色
気
味
で
、
流
出
子
しか
ら
流
出
溝
に
か
け
て
の
滓
か
。

I区
B-
9

流
出
孔
滓
(大
)

2
な
 
し

や
や
流
動
性
に
欠
け
る
滓
が
厚
く
発
達
し
た
、
流
出
孔
滓
の
破
片
。
主
た
る
滓
は
手
前
側
で
、
上
手
側
の
津
は
隙
間
を
埋
め
る
形
で
重
層
。
破
面
の
気

孔
は
片
寄
る
。

24
3
Ⅱ
区

B-
7

流
出
孔
滓
(大
)

3
な
 
し
54
0 
0
長
軸
の
中
央
部
が
突
出
す
る
、
流
出
孔
滓
の
破
片
。
上
面
に
は
滓
が
重
層
し
、
一
部
に
小
じ
わ
あ
り
。
上
面
の
左
半
分
に
は
木
炭
痕
と
炉
壁
上
の
圧
痕
。

流
出
孔
中
で
も
端
部
寄
り
で
生
成
か
。

Ⅱ
区

B-
3

流
出
孔
滓
(大
)

3
な
 
し
84
5 
0
き
れ
い
な
椀
形
の
断
面
形
を
持
つ
、
流
出
孔
津
の
破
片
。
淳
は
緻
密
で
、
上
面
に
は
酸
化
色
の
炉
壁
粉
が
点
在
。
下
面
に
は
全
体
的
に
炉
壁
上
が
は
り

つ
く
。
流
出
溝
滓
の
可
能
性
も
残
さ
れ
る
。

正
区

A-
8

流
出
孔
津
(つ
ま
り
先
)

な
 
し
12
70
流
出
孔
滓
の
先
端
部
付
近
の
破
片
。
左
側
部
の
滓
は
折
れ
由
が
り
、
上
下
に
立
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
流
動
性
も
良
い
。
右
側
の
主
体
部
は

側
面
が
ち
ぎ
れ
た
よ
う
な
形
状
と
な
る
。
人
為
的
な
力
が
加
わ
っ
た
可
能
性
大
。

24
6
I区

B-
8

流
出
孔
滓
(つ
ま
り
先
)

3
な
 
し

九
い
塊
状
の
流
出
孔
滓
。
左
側
部
が
破
面
で
、
上
面
に
は
別
単
位
の
滓
が
重
層
気
味
。
横
断
面
形
は
き
れ
い
な
椀
形
で
、
下
面
か
ら
狽
I面
に
か
け
て
細

か
い
隙
間
が
生
ず
る
。
何
ら
か
の
原
因
で
右
側
か
ら
押
し
戻
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
滓
は
級
密
。

I区
B-
8

流
出
孔
浮
くつ
ま
り
先
)

2
な
 
し

右
側
部
が
大
き
く
え
ぐ
れ
た
流
出
孔
滓
の
破
片
。
左
側
部
に
は
幅
が
狭
く
薄
い
流
出
孔
底
の
滓
が
突
出
。
部
分
的
に
不
自
然
な
滓
や
ね
じ
れ
が
あ
り
、

人
為
的
な
力
を
う
か
が
わ
せ
る
。

I区
B-
10

流
出
孔
滓
(つ
ま
り
先
)

3
な
 
し

幅
広
い
椀
形
断
面
形
を
持
つ
流
出
孔
滓
。
先
行
す
る
滓
は
途
切
れ
気
味
で
、
上
層
に
流
動
性
の
良
い
滓
が
数
条
走
る
。
左
側
部
は
広
が
り
気
味
で
、
下

画
全
体
に
地
山
上
が
固
着
。
溝
滓
の
可
能
性
も
多
少
残
る
。

I区
B-
10

流
出
孔
津
(つ
ま
り
先
)

4
な
 
し
10
80
 0
滓
を
輪
切
り
に
し
た
よ
う
な
形
状
を
持
つ
、
大
型
の
流
出
孔
滓
の
破
片
。
流
動
性
が
低
く
、
下
面
の
手
前
寄
り
に
は
炉
壁
上
が
面
的
に
固
着
。
こ
の
部

分
が
本
来
の
流
出
孔
の
側
面
か
ら
底
面
か
。
右
側
部
は
一
部
が
破
面
で
、
下
面
が
段
違
い
と
な
る
。
上
面
は
緩
や
か
な
波
状
。
横
断
面
形
か
ら
み
て
か

な
り
大
型
の
流
出
孔
を
推
定
で
き
る
。

25
0

狂
区

B-
8

流
出
孔
津
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し

工
具
痕
付
き
の
流
出
孔
滓
の
小
破
片
。
工
具
痕
は
幅
1 
2c
ll
強
で
、
滓
の
長
軸
方
向
と
は
30
度
前
後
、
異
な
っ
た
方
向
を
向
く
。
こ
れ
は
滓
を
取
り
除
く

意
図
の
た
め
か
。
滓
は
緻
密
で
気
孔
は
ご
く
僅
か
。

I区
B―
?

流
出
孔
津
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し

上
面
の
中
央
部
に
九
棒
状
の
工
具
痕
を
残
す
、
流
出
孔
滓
の
破
片
。
工
具
の
幅
は
1 
5c
tl
前
後
。
滓
方
向
と
工
具
方
向
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
滓
の
横
断
面

形
は
上
下
に
長
く
、
流
出
孔
一
杯
に
詰
ま
っ
た
滓
を
取
り
除
こ
う
と
し
た
も
の
か
。

I区
B-
7

流
出
孔
滓
(工
具
痕
付
)

2
な
 
し
22
9 
0
や
や
異
形
の
、
工
具
痕
付
き
の
流
出
孔
滓
の
破
片
。
工
具
痕
は
下
面
に
残
り
、
滓
の
軸
方
向
と
大
き
く
異
な
る
。
工
具
痕
は
九
棒
状
で
幅
1 
6c
n強
。
滓

は
大
き
く
3層
か
ら
な
り
、
中
間
部
に
炉
壁
片
を
か
み
込
ん
で
い
る
。
滓
質
は
滓
上
部
で
は
粘
土
質
と
な
る
ざ

I区
A-
8

流
出
孔
滓
(工
具
痕
付
)

2
な
 
し

塊
状
の
明
瞭
な
工
具
痕
の
残
る
流
出
子
L滓
の
破
片
。
右
斜
め
上
方
向
か
ら
、
隅
九
方
形
気
味
の
断
面
形
を
持
つ
工
具
痕
が
穿
た
れ
て
い
る
。
滓
質
は
ガ

ス
が
残
る
流
動
性
の
悪
い
も
の
で
、
詰
ま
り
滓
と
み
ら
れ
る
。
右
側
部
に
は
弧
状
の
滓
部
が
2枚
重
な
り
、
内
側
の
方
が
工
具
痕
と
な
る
。
工
具
幅
は
1

35
cl
l前
後
。
基
部
を
こ
じ
上
げ
る
よ
う
な
動
き
を
し
て
い
る
。

25
4
I区

C―
?

流
出
孔
滓
(工
兵
痕
付
)

3
な
 
し

右
側
面
の
下
半
部
に
太
い
丸
棒
状
の
工
具
痕
を
残
す
、
流
出
孔
滓
の
破
片
。
工
具
痕
の
幅
は
2c
tl
前
後
X3
1c
m強
。
楕
円
形
の
断
面
形
で
、
え
ぐ
り
に

よ
る
可
能
性
も
あ
る
。
左
側
部
に
も
工
具
痕
の
延
長
部
が
僅
か
に
の
ぞ
く
。
上
面
の
表
皮
寄
り
に
紫
紅
色
の
流
動
浮
が
僅
か
に
乗
る
。
主
体
部
の
津
は

気
孔
の
多
い
粘
り
の
強
い
も
の
。

25
5
I区

D-
12

流
出
孔
津
(工
兵
痕
付
)

3
な
 
し
10
83
 0
一
見
、
炉
内
滓
様
の
工
具
痕
付
き
の
流
出
孔
滓
。
上
手
側
の
側
面
に
残
る
工
具
痕
は
、
方
向
と
断
面
形
を
違
え
る
も
の
が
2条
。
左
手
に
は
楕
円
形
断
面

の
も
の
が
、
右
手
に
は
幅
lc
ll
l以
下
で
強
い
V字
形
の
断
面
を
持
つ
工
具
痕
が
あ
る
。
中
核
部
の
滓
質
は
緻
密
な
が
ら
、
外
周
部
は
流
動
性
が
き
わ
め
て

悪
い
。

I区
D-
8

流
出
孔
滓
(工
具
痕
付
)

6
な
 
し
10
04
 0
分
析
No
18

25
7
Ⅱ
区

B-
8

流
出
孔
津
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し
14
19
0
右
側
部
に
九
棒
状
の
工
兵
痕
を
残
す
、
炉
底
塊
か
ら
流
出
孔
に
か
け
て
の
滓
。
左
半
分
は
木
炭
痕
が
連
続
す
る
炉
底
塊
の
端
部
。
右
側
部
に
は
幅
6 
5c
tl

前
後
の
流
出
孔
滓
が
伸
び
る
。
工
具
痕
は
見
か
け
上
楕
円
形
で
、
最
大
3 
3c
tl
奥
ま
っ
た
所
で
止
ま
る
。
内
部
が
ふ
く
ら
む
の
は
、
工
兵
が
抜
か
れ
た
後

に
津
が
流
れ
込
ん
だ
も
の
。
工
具
径
は
見
か
け
上
18
卿
程
。
右
側
部
手
前
側
に
は
当
初
の
流
出
孔
津
の
端
部
が
僅
か
に
残
る
。

25
8
I区

C-
10

流
出
孔
滓

(炉
底
塊
→
流
出
孔
滓
)
2

な
 
し
38
4 
0
厚
底
塊
の
端
部
か
ら
流
出
子
し 滓
に
か
け
て
の
小
破
片
。
左
半
分
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
炉
内
滓
部
の
下
半
部
か
ら
、
幅
2c
ll
前
後
の
流
動
滓
が
2条
突
出
す
る
。

滓
質
は
左
右
で
大
き
く
異
な
る
。
流
出
孔
滓
の
手
前
の
も
の
は
中
空
と
な
る
。

I区
B-
7

流
出
孔
洋

(炉
底
塊
→
流
出
孔
津
)

3
な
 
し
61
5 
0
上
下
に
長
い
横
断
面
形
を
持
つ
、
炉
底
塊
の
端
部
か
ら
流
出
孔
滓
に
か
け
て
の
滓
。
右
側
部
の
突
出
部
は
、
ほ
と
ん
ど
全
て
が
流
出
孔
側
。
流
出
孔
滓

は
上
下
2段
に
分
か
れ
、
下
段
の
も
の
は
3条
以
上
が
重
層
す
る
。
流
出
孔
幅
は
4 
5c
ll
強
と
狭
い
。

Ⅱ
区

D-
7

流
出
孔
津

(炉
底
塊
→
流
出
孔
滓
)

な
 
し

流
出
孔
滓
が
主
体
の
資
料
。
上
面
は
全
体
に
流
動
性
の
良
い
波
状
の
面
で
、
2段
に
分
か
れ
気
味
。
左
側
部
寄
り
は
木
灰
痕
を
残
す
炉
内
滓
部
。
左
狽
I部

の
破
面
は
や
や
不
自
然
で
、
一
部
に
ひ
び
割
れ
も
あ
り
。
人
為
的
に
取
り
外
さ
れ
た
可
能
性
大
。
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第
19
表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 1
5

番
号
地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
襲 ④

備
考

I区
A-
8

流
出
孔
滓

(炉
底
塊
→
流
出
孔
滓
)

2
な
 
し

横
断
面
形
が
幅
広
い
V字
状
を
し
た
、
炉
底
塊
の
端
部
か
ら
流
出
孔
に
か
け
て
の
資
料
。
上
面
観
が
左
右
で
大
き
く
分
か
れ
、
右
側
が
流
動
性
が
高
く

一
段
低
い
。
底
面
中
央
は
軸
方
向
に
舟
底
状
に
突
出
し
、
細
身
の
工
兵
痕
の
可
能
性
を
持
つ
。
流
出
孔
津
は
逆
流
気
味
。

工
区

D-
6

流
出
孔
滓

(炉
底
塊
→
流
出
子
L滓
)

2
な
 
し

左
側
部
の
滓
が
自
然
面
で
途
切
れ
た
、
流
出
孔
奥
部
側
の
流
出
孔
滓
片
。
右
側
部
に
は
流
出
孔
滓
の
破
面
が
露
出
。
上
面
は
流
動
状
の
滓
が
盛
り
上
り

気
味
。
左
側
面
の
途
切
れ
た
滓
に
凹
凸
が
あ
る
全
て
が
大
型
の
気
孔
。
下
面
は
流
出
孔
側
に
向
か
い
重
層
気
味
。

Ⅱ
区

D―
H

流
出
孔
淳

(炉
底
塊
→
流
出
孔
滓
)

3
な
 
し
10
24
 0
炉
底
塊
か
ら
流
出
孔
に
か
け
て
の
滓
。
左
側
部
の
滓
が
途
切
れ
、
僅
か
に
工
具
痕
ら
し
き
痕
跡
を
残
す
。
右
半
分
は
一
段
低
い
流
出
孔
滓
で
、
や
や
広

が
り
気
味
。
ま
た
上
手
側
は
不
自
然
に
せ
り
上
が
り
、
工
具
に
よ
る
影
響
の
可
能
性
を
持
つ
。

Ⅱ
区

C-
13

流
出
子
し 津

(炉
底
塊
→
流
出
孔
滓
)

3
な
 
し
89
0 
0
底
面
が
重
層
す
る
、
流
出
孔
滓
が
主
体
の
滓
。
比
較
的
流
動
性
は
高
く
、
右
手
方
向
に
向
か
い
次
々
と
重
な
る
。
流
出
孔
底
が
荒
れ
て
い
る
た
め
か
不

自
然
な
凹
凸
が
あ
り
、
方
向
も
異
な
っ
て
い
る
。

26
5
工
区

C-
13

流
出
孔
滓

(炉
底
塊
→
流
出
子
L滓
)

3
な
 
し
95
0 
0
左
右
に
長
い
、
炉
底
塊
か
ら
流
出
孔
に
か
け
て
の
淳
。
左
側
部
に
は
僅
か
に
滓
の
途
切
れ
が
確
認
さ
れ
、
上
面
は
こ
が
状
に
盛
り
上
が
る
。
こ
が
の
側

部
に
は
炉
壁
上
の
圧
痕
が
残
る
。
右
半
分
は
一
段
低
い
流
動
滓
部
で
、
斜
め
下
方
に
向
か
い
不
規
則
な
滓
が
重
層
す
る
。
滓
方
向
は
一
致
せ
ず
、
や
や

ま
ち
ま
ち
。
底
面
に
は
明
瞭
な
段
差
を
持
ち
、
部
分
的
に
炉
壁
上
を
か
み
込
む
。

Ⅱ
区

C-
9

流
出
孔
滓

(炉
底
塊
→
流
出
孔
滓
)

3
な
 
し
13
48
 0
左
側
部
の
一
部
が
、
途
切
れ
た
滓
の
自
然
面
と
な
る
流
出
孔
滓
。
右
半
分
は
1 
2c
tl
幅
の
流
動
滓
が
き
れ
い
に
流
れ
下
る
。
こ
の
部
分
は
明
ら
か
に
重
層

し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
面
に
は
炉
壁
上
が
固
着
。

26
7
I区

C-
12

流
出
孔
滓

(炉
底
塊
→
流
出
子
と 津
)

3
な
 
し
15
31
 0
左
側
部
に
滓
の
途
切
れ
た
大
き
な
自
然
面
を
持
つ
、
炉
底
塊
か
ら
流
出
孔
に
か
け
て
の
滓
。
一
見
、
炉
内
滓
的
な
全
体
観
な
が
ら
、
右
側
部
の
突
出
部

は
重
層
す
る
流
出
孔
滓
と
な
る
。
気
孔
の
多
量
に
残
る
滓
。

26
8
I区

C-
13

流
出
孔
滓
(含
鉄
)

8
M(
◎
)

酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
磁
着
す
る
流
出
孔
浮
。
積
II
f向
影
は
や
や
九
味
を
骨
ち
、
上
国
は
半
4気
味
。
奮
欽
司
Sほ
狛
側
り
P干
司
)沙
。

I区
D-
13

流
出
孔
滓
(含
鉄
)

7
M(
◎
)

前
者
と
似
る
が
、
さ
ら
に
一
段
と
長
い
合
鉄
の
流
出
孔
滓
の
破
片
。
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
分
か
り
に
く
い
。
右
方
向
に
向
か
い
僅
か
に
幅
広
と
な
る
。

下
面
は
突
出
部
が
2条
並
走
。
合
鉄
部
は
左
端
部
寄
り
。

I区
A-
12

流
出
孔
滓
(含
鉄
)

4
M(
◎
)

外
見
上
は
含
鉄
と
は
判
断
で
き
な
い
、
異
型
の
流
出
孔
滓
。
下
面
が
大
き
く
波
状
で
、
各
所
か
ら
単
位
流
動
滓
が
斜
め
下
に
向
か
い
伸
び
る
。
部
位
に

よ
る
滓
質
の
差
が
大
き
い
。

I区
A-
8

流
出
溝
滓
(小
)

3
な
 
し

上
面
が
平
坦
気
味
の
流
出
溝
滓
。
表
皮
に
は
し
わ
が
生
じ
始
め
る
。
両
端
部
が
欠
落
。
下
面
は
流
出
溝
中
の
上
砂
の
圧
痕
。
部
分
的
に
土
砂
が
固
着
。

ガ
ス
は
よ
く
抜
け
て
い
る
。

27
2
I区

B-
7

流
出
溝
滓
(4
ヽ
)

2
な
 
し

lc
m幅
前
後
の
流
動
滓
が
重
層
し
た
、
流
出
溝
滓
。
表
皮
は
や
や
紫
紅
色
。
側
面
や
下
面
に
は
木
炭
痕
と
上
砂
の
圧
痕
あ
り
。
流
出
孔
滓
の
可
能
性
も
あ

り
。

Ⅱ
区

B-
7

流
出
溝
滓
(小
)

2
な
 
し

内
部
に
や
や
ガ
ス
を
残
す
、
細
身
の
流
出
溝
津
。
全
体
に
流
動
状
で
、
上
手
側
側
面
に
は
別
単
位
の
滓
が
並
走
。
下
面
に
は
粉
戊
痕
と
土
砂
の
圧
痕
あ

り
。

I区
B-
7

流
出
溝
滓
(小
)

3
な
 
し
43
0 
0
2c
n幅
前
後
の
流
動
滓
が
重
盾
し
た
、
流
動
性
の
艮
い
瓦
出
構
洋
。
表
反
に
は
タ
リ
メ
ン
状
り
し
つ
。
「
口
に
は
T/
J灰
沢

27
5
I区

A-
10

流
出
溝
洋
(4
ヽ
)

2
な
 
し
25
4 
0
き
れ
い
な
流
動
滓
が
重
層
し
た
、
流
出
澪
滓
。
表
皮
は
紫
柾
色
の
算
L四
か
胚
い
。 
ド
回
は
μ
壁
粉
か
王
答
で
、
初
灰
も
回
石
。

I区
C-
9

流
出
溝
津
(4
ヽ
)

2
な
 
し

前
者
と
似
た
滓
質
の
流
出
焉
浮
。
優
か
に
チ
リ
メ
ソ
状
の
し
わ
か
生
し
Kい
る
。
「
口
ほ
初
灰
猥
と
二
ν
り
圧
沢
。

27
7
Ⅱ
区

B-
8

流
出
溝
滓
(小
)

3
な
 
し

両
脇
に
こ
が
状
の
流
動
滓
の
塊
が
固
着
し
た
、
棒
状
の
流
出
構
浮
。
気
子
しの
一
剖
も か
肥
天
し
K表
反
り
肌
洛
め
り
。 
ド
囲
は
籾
灰
沢

I区
B-
8

流
出
溝
滓
(小
)

3
な
 
し

ガ
ス
圧
に
よ
り
中
央
部
付
近
が
盛
り
上
が
っ
た
、
細
身
の
流
出
溝
滓
。
表
皮
の
一
部
は
紫
紅
色
。
側
面
に
は
3単
位
の
流
動
滓
が
重
層
す
る
。
下
面
は
緩

や
か
な
樋
状
。

工
区

A-
10

流
出
溝
滓
(中
)

2
な
 
し

流
動
性
の
良
い
流
出
溝
滓
。
両
脇
に
細
身
の
流
動
滓
が
接
す
る
。
表
皮
に
は
し
わ
と
紫
紅
色
あ
り
。
横
断
面
形
は
緩
や
か
な
V字
形
で
、
底
面
は
土
秒

の
圧
痕
主
体
。

I区
P-
9

流
出
溝
滓
(中
)

3
な
 
し
36
5 
0
や
や
前
者
と
似
た
資
料
。
中
央
部
の
流
動
澤
を
主
体
に
、
向
協
を
ガ
U早
仁
の
移
か
況
れ
う
。
表
及
に
は
し
つ
め
ワ
。
傾
町
lL
形
は

工
区

A-
10

流
出
溝
滓
(中
)

3
な
 
し

厚
み
を
持
っ
た
流
動
性
の
良
い
滓
が
重
層
し
た
、
流
出
溝
滓
。
上
下
面
や
側
面
に
も
流
動
単
位
の
重
層
が
筋
状
に
残
る
。
気
孔
は
上
半
部
が
肥
大
。
横

断
面
形
は
V字
形
で
、
右
方
向
に
向
か
い
広
が
り
気
味
。

I区
C-
11

流
出
溝
滓
(中
)

3
な
 
し

棒
状
の
流
動
滓
の
上
面
に
、
流
動
性
の
良
い
滓
が
重
層
す
る
、
流
出
溝
滓
。
表
皮
は
平
滑
で
、
部
分
的
に
し
わ
あ
り
。
下
半
の
棒
状
の
滓
は
流
出
孔
滓

に
似
る
。

Ⅲ
区

C―
H

流
出
溝
滓
(中
)

な
 
し

ic
ll
l前
後
の
幅
を
持
つ
、
流
動
性
の
良
い
滓
が
多
数
重
層
し
た
流
出
溝
滓
。
表
皮
は
紫
紅
色
気
味
。
横
断
面
形
は
V字
形
で
、
上
層
に
向
か
い
順
次
広
が

る
形
状
。
底
面
中
央
部
は
棒
状
。  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
_

I区
D-
12

流
出
溝
滓
(中
)

3
な
 
し
45
9 
0
重
層
し
た
流
動
滓
が
一
体
化
し
た
、
細
身
の
流
出
溝
滓
。
表
皮
は
や
や
紫
紅
色
で
、
上
面
の
一
部
に
炉
壁
上
が
残
る
。
下
面
側
は
流
動
単
位
が
や
や
残

る
。

I区
D―
?

流
出
溝
滓
(中
)

2
な
 
し
65
2 
0
流
出
溝
滓
の
先
端
部
破
片
。
左
俣
上 部
は
破
面
。
上
下
面
と
も
炉
壁
粉
の
国
若
か
H立
つ
。
気
!し
は
天
句`
か
残
る
。

28
6
I区

D-
10

流
出
溝
滓
(中
)

2
な
 
し
73
2 
0
前
者
と
比
較
的
似
た
流
出
焉
浮
。
積
LI
r画
形
は
楕
円
形
で
、
先
端
に
同
か
い
狭
よ
る
。
ス
す
し
は
上
戻
奇
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表
 1
6 
  
  
,

番
号

地
区

場
所

種
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
嚢 ①

備
考

Ⅱ
区

B-
12

流
出
滞
滓
(中
)

2
な
 
し
10
87
 0
上
面
が
荒
れ
た
流
出
溝
滓
。
大
き
く
上
下
2種
類
の
滓
が
重
層
し
た
も
の
で
、
上
半
部
に
は
木
灰
を
多
量
に
か
み
込
む
。
下
半
部
は
や
や
ま
と
ま
り
の
良

い
滓
で
、
気
孔
は
大
き
く
発
達
。
流
出
孔
滓
か
ら
流
出
溝
滓
に
か
け
て
の
可
能
性
大
。
形
状
も
中
間
部
で
大
き
く
広
が
る
。

I区
B-
10

流
出
溝
滓
(大
)

3
な
 
し
72
4 
0
幅
広
い
U字
形
の
断
面
形
を
持
つ
流
出
溝
滓
。
両
側
部
に
細
い
流
動
滓
が
流
れ
、
中
央
部
に
幅
広
い
滓
が
重
層
。
後
者
の
表
面
に
は
し
わ
が
発
達
。
津

は
気
孔
が
ま
と
ま
り
、
中
間
部
に
点
々
と
存
在
。
裏
面
に
は
土
砂
の
回
着
あ
り
。

I区
C-
7

流
出
溝
滓
(大
)

2
な
 
し
77
5 
0
流
動
性
の
ま
ち
ま
ち
な
滓
が
重
層
し
て
い
る
流
出
溝
滓
。
流
動
時
期
が
異
な
る
滓
を
巻
き
込
ん
で
い
る
可
能
性
あ
り
。
左
側
部
は
津
が
全
体
的
に
途
切

れ
て
、
流
出
孔
滓
に
似
る
。
下
面
は
荒
れ
た
面
で
、
炉
壁
粉
が
固
着
。

29
0
I区

A-
9

流
出
溝
滓
(大
)

な
 
し
11
45
 0
1～
2c
n幅
の
流
動
滓
が
不
定
方
向
に
数
多
く
重
層
し
た
流
出
溝
滓
。
横
断
面
形
は
緩
や
か
な
V字
状
。
下
面
に
も
流
動
単
位
が
数
多
く
露
出
。

I区
C-
5

流
出
溝
滓
(大
)

2
な
 
し
19
54
 0
2～
3c
tl
l幅
の
流
動
性
の
良
い
滓
が
重
層
す
る
流
出
溝
滓
。
大
型
で
横
断
面
形
は
や
や
歪
ん
だ
V字
状
。
前
者
と
同
様
、
下
面
に
も
流
動
単
位
が
露
出
。

手
前
側
部
は
や
や
乱
れ
気
味
。

工
区

B-
7

流
出
溝
滓
(大
)

な
 
し
15
92
 0
流
出
溝
淳
の
先
端
部
付
近
の
破
片
。
lc
ll
l以
下
の
幅
を
持
つ
流
動
性
の
良
い
滓
が
、
S字
状
に
重
層
す
る
。
表
皮
に
は
僅
か
に
し
わ
あ
り
。
下
面
に
も
流

動
単
位
が
露
出
し
、
表
面
に
炉
壁
粉
固
着
。

I区
B-
8

流
出
溝
滓
(大
)

3
な
 
し
39
00
 0
分
析
No
 1
9

I区
B-
7

流
出
溝
滓
(大
)

2
な
 
し
28
00
 0
左
側
が
分
厚
く
、
右
方
向
に
向
か
い
1蝕
幅
の
流
動
津
が
重
層
す
る
、
流
出
溝
滓
。
流
動
性
は
良
く
、
気
孔
が
大
き
く
発
達
。
横
断
面
形
は
浅
い
V字
状

で
、
底
面
は
土
砂
の
圧
痕
主
体
。

I区
C-
5

流
動
滓
(小
)

2
な
 
し

細
身
の
単
位
流
動
滓
の
先
端
部
破
片
。
表
皮
に
は
し
わ
が
生
じ
、
気
孔
は
見
ら
れ
な
し

I区
D-
7

流
動
滓
(4
ヽ

2
な
 
し

逆
S字
状
に
う
ね
っ
た
、
細
身
の
流
動
滓
破
片
。
表
皮
は
紫
紅
色
気
味
。
基
部
側
は
他
の
滓
と
接
す
る
。

Ⅱ
区

B-
10

流
動
洋
(4
ヽ

2
な
 
し

や
や
幅
を
持
つ
流
動
津
の
先
端
部
破
片
。
表
皮
は
紫
紅
色
。
下
面
に
は
炉
壁
粉
が
固
着
。

29
8
I区

D-
11

流
動
淳
(小

2
な
 
し

単
位
流
動
淳
が
絡
み
合
う
よ
う
に
重
層
。
下
面
か
ら
見
る
と
、
2条
が
接
す
る
。
表
皮
は
紫
紅
色
気
味
。

Ⅱ
区

C-
8

流
動
滓
(小

2
な
 
し

7m
ll
前
後
の
幅
を
持
つ
小
単
位
の
流
動
滓
が
、
4条
以
上
重
層
し
た
流
動
滓
。
右
方
向
に
向
か
い
広
が
り
気
味
。
表
皮
に
は
し
わ
少
々
あ
り
。

I区
C-
7

流
動
津
(小

3
な
 
し

単
位
流
動
滓
が
複
数
重
層
し
た
、
流
動
滓
の
端
部
破
片
。
下
面
に
も
重
層
が
見
ら
れ
、
横
断
面
形
は
や
や
V字
状
。

I区
A-
8

流
動
滓
(小
)

2
な
 
し

lc
ll
l幅
の
単
位
流
動
滓
が
2条
接
し
た
流
動
滓
。
表
皮
は
紫
紅
色
気
味
で
、
し
わ
あ
り
。
下
面
は
風
化
が
進
む
。

I区
B-
10

流
動
滓
(4
ヽ

2
な
 
し

前
者
と
似
た
流
動
滓
破
片
。
流
動
単
位
は
3条
が
接
す
る
。
下
面
は
平
坦
気
味
で
、
炉
壁
土
が
固
着
。

狂
区

A-
10

流
動
滓
(中
)

2
な
 
し

逆
L字
状
に
曲
っ
た
流
動
滓
の
破
片
。
基
部
側
が
幅
広
く
、
表
皮
に
は
し
わ
あ
り
。
下
面
に
は
炉
壁
粉
が
面
的
に
固
着
。

I区
B-
12

流
動
滓
(中
)

2
な
 
し

や
や
平
板
な
流
動
滓
の
破
片
。
別
単
位
の
滓
が
接
し
た
た
め
の
形
状
か
。
表
皮
の
一
部
に
し
わ
が
生
し
、
下
面
に
は
炉
壁
粉
が
固
着
。

I区
C-
9

流
動
滓
(中
)

2
な
 
し

lc
ll
l前
後
の
幅
の
単
位
流
動
滓
が
重
層
し
た
、
流
動
津
の
先
端
部
破
片
。
右
下
に
向
か
い
流
れ
気
味
。
気
孔
は
中
層
に
ま
と
ま
る
。
下
面
に
は
炉
壁
粉
と

木
炭
痕
あ
り
。

I区
N-
12

流
動
滓
(中

2
な
 
し
10
50
流
動
方
向
が
斜
め
に
交
差
す
る
、
流
動
滓
の
破
片
。
表
皮
は
紫
紅
色
で
し
わ
が
強
い
。
下
面
に
は
木
灰
痕
が
密
集
。

I区
D-
6

流
動
滓
(中
)

2
な
 
し

先
端
部
が
二
股
に
分
か
れ
た
偏
平
な
流
動
洋
の
破
片
。
表
皮
は
紫
紅
色
で
し
わ
あ
り
。
下
面
に
は
細
か
い
炉
壁
粉
が
固
着
。

I区
D―
?

流
動
滓
(中

2
な
 
し

単
位
流
動
滓
が
集
合
し
、
流
動
方
向
を
漆
中
で
分
夕
た
流
動
達
^一
稿
に
達
片
チ
米
共
決
す
|^
下
而
l■
経
や
あ
オ
焙
汁
で
 
原
辟
黙
あヽ
開
著

I区
D-
7

流
動
滓
(中

2
な
 
し

1 
5c
ll
前
後
の
幅
を
持
つ
流
動
滓
が
並
走
。
表
皮
は
紫
紅
色
が
強
く
、
部
分
的
に
し
わ
が
率
津
^側
而
か
ら
下
而
に
lt
太
詫
庸
が
騒
著

I区
C-
7

流
動
津
(中
)

2
な
 
し
13
10
偏
平
な
滓
が
重
層
し
た
流
動
滓
。
全
体
に
や
や
弧
状
に
伸
び
て
い
る
。
先
端
部
は
こ
が
状
で
、
反
り
か
え
り
気
味
。
表
皮
の
紫
紅
色
が
強
く
、
し
わ
も

目
立
つ
。

I区
C-
11

流
動
滓
(大

3
な
 
し
10
90
滓
片
を
巻
き
込
ん
だ
流
動
滓
の
破
片
。
表
皮
は
紫
紅
色
で
、
気
孔
は
部
分
的
に
発
達
。
下
面
は
粉
炭
痕
が
主
体
。

2
Ⅱ
区

C-
6

流
動
滓
(大

2
な
 
し
15
0 
0
や
や
全
体
観
の
似
た
流
動
滓
の
破
片
。
滓
片
の
巻
き
込
み
や
木
炭
痕
の
広
が
り
な
ど
、
前
者
に
近
い
条
件
の
資
料
。
大
き
く
上
下
2枚
の
重
層
。

3
I区

A―
H

流
動
津
(大

3
な
 
し

表
異
面
に
し
わ
を
持
つ
流
動
滓
の
破
片
。
手
前
側
部
が
ひ
だ
状
に
伸
び
、
下
面
に
は
炉
壁
粉
が
面
的
に
固
着
。
気
孔
が
分
散
し
て
残
る
。

工
区

C-
7

流
動
滓
(大

3
な
 
し
25
2 
0
流
動
状
の
淳
が
不
定
方
向
に
流
れ
て
形
成
さ
れ
た
、
流
動
滓
の
破
片
。
滓
は
緻
密
で
下
面
は
全
体
的
に
平
坦
気
味
。
平
坦
面
に
流
出
し
た
た
め
の
形
状

か
。

I区
C-
9

流
動
滓
(大

3
な
 
し
27
2 
0
流
動
性
の
良
い
滓
が
重
層
し
た
流
動
滓
の
破
片
。
炉
壁
片
の
巻
き
込
み
が
あ
り
、
下
面
に
は
大
炭
雇
が
客
察
す
る
^粘
断
而
形
ll
tt
 I
I」
濫
達
的

正
区

C-
7

流
動
滓
(大
)

2
な
 
し
30
8 
0
上
下
面
の
質
感
の
違
い
の
大
き
な
流
動
滓
の
破
片
。
上
面
中
央
を
境
に
、
上
手
側
は
平
坦
気
味
。
下
手
狽
Iは
細
い
流
動
単
位
が
重
層
し
な
が
ら
流
れ
下

る
。
下
面
は
大
き
な
破
面
と
別
単
位
の
滓
と
の
剥
離
面
。
炉
底
塊
側
部
の
破
片
の
可
能
性
も
あ
り
。

I区
C-
7

流
動
滓
(大
)

3
な
 
し
34
2 
0
小
単
位
の
滓
が
不
規
則
に
重
層
し
た
、
流
動
滓
破
片
。
上
面
は
短
軸
方
向
に
、
下
面
は
長
軸
右
手
方
向
に
向
か
い
流
動
し
て
お
り
、
先
行
す
る
滓
片
を

巻
き
込
ん
で
い
る
。
流
出
溝
滓
の
可
能
性
大
。

I区
C-
7

流
動
滓
(大
)

2
な
 
し
27
1 
0
上
面
が
偏
平
な
流
動
滓
の
破
片
。
表
皮
は
や
や
紫
紅
色
で
、
部
分
的
に
し
わ
あ
り
。
下
面
は
椀
形
気
味
で
、
木
炭
痕
と
炉
壁
粉
が
密
に
固
着
。
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地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
畳
(g
)

考
備

Ⅲ
区

C-
12

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)
6

な
 
し
21
00
0
右
側
部
に
主
破
面
を
持
つ
、
炉
底
塊
の
端
部
破
片
。
左
方
向
に
向
か
い
徐
々
に
幅
が
狭
ま
り
、
左
端
部
か
ら
は
流
動
滓
が
流
れ
る
。
一
部
の
滓
は
真
下

に
向
か
い
流
れ
下
る
。
右
側
は
炉
内
滓
主
体
で
、
大
き
く
2層
に
分
か
れ
る
。
中
間
層
に
は
隙
間
が
生
ず
る
。
下
面
は
緩
や
か
な
皿
状
で
、
短
軸
端
部
側

は
急
激
に
立
ち
上
が
る
。
左
側
部
は
流
出
孔
に
つ
な
が
る
可
能
性
大
。

I区
C-
6

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)
5

な
 
し
13
34
 7

上
面
に
細
い
流
動
洋
単
位
が
目
立
つ
、
炉
底
塊
の
端
部
破
片
。
左
端
部
は
13
cl
ll
幅
で
突
出
し
、
流
出
子
と
に
つ
な
が
る
可
能
性
あ
り
。
右
側
部
は
小
さ
な

破
面
が
連
続
し
、
炉
底
塊
の
本
体
部
に
つ
な
が
る
可
能
性
あ
り
。
上
面
は
や
や
乱
、
津
片
の
向
き
が
変
る
。
内
部
に
も
多
量
の
木
灰
痕
や
隙
間
が
残
り
、

下
面
は
炉
壁
上
が
面
的
に
固
着
す
る
。

31
9-
3
I区

D-
12

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)
3

な
 
し
11
51
 3
上
手
側
の
側
部
に
き
れ
い
な
流
動
滓
が
並
走
し
て
い
る
、
炉
底
塊
の
側
部
破
片
。
主
た
る
滓
部
は
手
前
側
の
3/
4程
で
、
手
前
方
向
に
向
か
い
徐
々
に

厚
く
な
る
。
ま
た
平
面
形
の
左
半
分
が
弧
状
で
、
炉
の
コ
ー
ナ
ー
寄
り
を
示
す
。
破
面
の
気
孔
は
密
で
、
下
面
寄
り
の
み
が
少
な
い
。
下
面
は
緩
や
か

な
弧
状
の
平
坦
面
で
、
炉
壁
上
の
圧
痕
が
主
体
。

I区
C―
H

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)

な
 
し
20
79
 4
上
手
須
1の
側
面
に
炉
壁
土
を
面
的
に
残
す
、
炉
底
塊
の
端
部
破
片
。
上
面
は
破
面
主
体
で
、
中
央
寄
り
に
流
動
滓
の
破
片
が
残
る
。
上
手
側
側
部
の
平

面
形
は
ご
く
緩
や
か
な
弧
状
。
炉
壁
土
は
ス
サ
を
僅
か
に
混
和
。
滓
は
ガ
ス
が
か
な
り
抜
け
て
お
り
、
手
前
側
部
に
も
炉
壁
片
を
固
着
し
て
い
る
。
下

面
は
波
状
の
平
坦
面
で
、
全
体
的
に
灰
色
の
炉
壁
上
を
固
着
し
、
こ
が
状
の
突
出
部
を
持
つ
。
右
端
部
は
斜
め
上
方
に
せ
り
上
が
る
。

I区
C-
9

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)

電
な
 
し
19
12
7
炉
底
塊
の
側
部
破
片
。
上
面
は
上
手
側
が
流
動
状
で
、
手
前
は
木
灰
痕
の
大
き
な
炉
内
滓
部
。
左
右
の
側
部
が
破
面
で
、
右
側
は
2段
に
な
る
。
下
半
部

は
流
動
気
味
。
短
軸
側
の
断
面
形
は
浅
い
樋
状
で
段
を
持
ち
、
手
前
側
が
一
段
と
高
い
。
下
面
は
全
面
が
炉
床
上
の
剥
離
痕
。
手
前
に
突
出
す
る
滓
部

の
左
側
部
が
弧
状
で
、
90
度
、
方
向
が
変
化
し
て
い
る
可
能
性
大
。

I区
D-
12

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)
3

な
 
し
15
15
 6
炉
内
流
動
滓
が
主
体
の
炉
底
塊
破
片
。
炉
底
塊
の
短
車
由端
部
の
角
部
と
推
定
さ
れ
る
。
小
単
位
の
流
動
滓
が
重
層
し
、
厚
く
な
る
。
右
側
部
の
津
端
部

は
炉
壁
上
に
よ
り
押
さ
え
ら
れ
て
い
る
。
左
側
部
は
破
面
で
、
中
核
部
に
逆
転
気
味
の
炉
底
塊
片
を
巻
き
込
ん
で
い
る
。
下
面
は
浅
い
椀
形
で
、
滓
層

の
重
な
り
が
筋
状
に
残
さ
れ
る
。

I区
D―
?

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)
3

な
 
し
19
48
 5
前
者
と
同
様
、
炉
底
塊
の
短
軸
狽
I端
部
の
破
片
。
滓
質
は
緻
密
で
、
上
面
に
は
細
い
流
動
滓
が
放
射
状
に
広
が
る
。
左
側
面
は
大
き
な
破
面
で
、
別
単

位
の
滓
の
結
合
し
た
も
の
。
下
面
の
手
前
側
に
は
木
炭
痕
の
多
い
炉
内
滓
部
を
残
す
。
下
面
は
波
状
で
、
全
体
的
に
は
右
方
向
に
せ
り
上
が
る
。

31
9-
8
Ⅱ
区

D-
8

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)
7

な
 
し
16
09
 5
炉
底
塊
の
短
軸
寄
り
の
側
端
部
破
片
。
上
手
側
半
分
の
上
面
に
は
、
緻
密
な
流
動
滓
が
こ
ぶ
状
に
重
層
。
手
前
側
は
一
段
と
低
く
、
放
射
状
に
細
い
流

動
滓
が
流
れ
下
る
。
右
側
部
に
幅
2c
m以
下
の
工
兵
痕
ら
し
き
痕
跡
を
残
す
。
上
手
側
の
側
部
は
2段
。
下
面
は
大
き
く
う
ね
っ
た
波
状
で
、
手
前
側
が

立
ち
上
が
り
、
炉
床
土
も
点
々
と
固
着
す
る
。

工
区

D―
H

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)
3

な
 
し

炉
底
塊
の
側
端
都
破
片
。
上
面
の
中
央
部
に
炉
壁
の
基
部
が
遺
存
し
、
そ
の
直
下
に
流
動
滓
が
も
ぐ
り
込
ん
で
い
る
。
炉
壁
土
は
石
英
質
の
石
粒
主
体

の
粗
い
も
の
。
上
面
上
手
側
は
傾
斜
す
る
。
下
面
沿
い
に
は
粉
灰
痕
の
密
集
し
た
炉
内
滓
部
が
広
が
る
。
45
度
方
向
、
左
回
り
の
可
能
性
も
残
る
。

31
9-
10
I区

P-
12

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)

4
な
 
し

4 
5c
ll
程
の
厚
さ
の
、
薄
い
炉
底
塊
の
側
端
部
破
片
。
手
前
側
部
が
立
ち
上
が
り
、
炉
壁
上
の
痕
跡
を
持
つ
。
上
面
は
短
軸
方
向
に
波
状
で
、
中
間
部
は

筋
状
に
窪
み
、
滓
質
も
手
前
側
が
流
動
性
が
高
い
。
手
前
側
側
部
の
内
、
左
端
が
弧
状
で
、
炉
の
短
軸
寄
り
を
示
す
。
下
面
も
上
面
と
対
応
し
、
上
手

側
と
下
手
側
で
滓
質
が
異
な
る
。
上
手
側
は
木
炭
痕
が
激
し
く
、
炉
内
滓
的
。

31
9-
11
I区

A-
8

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
A薄
手
)
5

な
 
し
15
36
 9
全
体
的
に
平
板
な
炉
底
塊
の
側
端
部
破
片
。
滓
質
は
部
位
に
よ
り
や
や
違
い
あ
り
。
下
面
は
ご
く
緩
や
か
な
樋
状
で
、
手
前
側
の
側
部
に
は
炉
壁
上
が

立
ち
上
が
る
。
上
面
は
全
体
に
流
動
状
で
、
手
前
の
側
部
寄
り
が
一
段
高
い
。
滓
は
緻
密
で
気
孔
は
点
在
す
る
。
下
面
に
は
炉
床
上
が
固
着
。

狂
区

B-
12

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
B厚
手
)
5

な
 
し
19
86
 5

左
側
か
ら
流
動
滓
が
伸
び
て
い
る
、
炉
底
塊
の
長
軸
端
部
破
片
。
形
状
的
に
は
31
91
と
似
た
部
位
。
上
面
の
右
手
は
8c
n弱
め
厚
み
を
持
っ
た
炉
底
塊

部
で
、
右
側
部
の
滓
は
や
や
途
切
れ
気
味
。
左
半
分
は
徐
々
に
狭
ま
り
、
上
面
2か
所
か
ら
流
動
滓
が
伸
び
る
。
下
面
は
短
軸
方
向
に
向
か
い
き
れ
い
な

弧
状
で
、
中
間
部
分
に
段
を
持
つ
。
右
側
部
の
下
面
沿
い
に
は
木
炭
を
か
み
込
み
、
隙
間
も
大
き
い
。

I区
C-
9

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
B厚
手
)
5

な
 
し
32
00
 0
分
析
No
 2
0

32
0-
3
I区

C-
9

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
B厚
手
)
3

な
 
し
29
50
 0
右
側
部
で
滓
が
途
切
れ
て
い
る
炉
底
塊
の
破
片
。
左
側
部
も
破
面
と
滓
の
途
切
れ
が
混
在
す
る
。
上
面
は
緩
や
か
な
樋
状
で
、
木
炭
痕
の
あ
る
津
部
と

流
動
滓
部
が
共
存
す
る
。
滓
は
緻
密
で
、
比
重
が
高
い
。
下
面
は
緩
や
か
な
W字
状
で
、
中
間
部
が
く
ば
む
。
各
面
に
は
炉
木
土
が
点
々
と
固
着
。

I区
C-
10

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
B厚
手
)
3

な
 
し
25
00
 0

左
側
部
が
主
破
面
と
な
る
炉
底
塊
の
破
片
。
上
下
2段
に
木
炭
痕
の
多
い
流
動
滓
が
広
が
り
、
中
央
付
近
が
一
段
と
小
高
く
な
っ
て
い
る
。
上
手
側
の
突

出
部
は
1～
2c
ll
大
の
木
炭
痕
が
目
立
ち
、
上
面
に
も
炉
壁
土
が
点
在
し
て
い
る
。
炉
H_
4基
部
に
も
ぐ
り
込
ん
だ
滓
の
可
能
性
大
。
手
前
側
の
側
部
に
は

層
状
の
滓
が
重
層
し
、
上
面
が
短
軸
方
向
に
雀
ん
で
い
る
。
全
体
的
な
外
観
か
ら
、
流
出
子
L滓
の
基
部
で
あ
る
可
能
性
を
推
定
。
下
面
は
や
や
乱
れ
て

お
り
、
炉
壁
粉
や
炉
床
上
が
固
着
す
る
。

工
区

C-
12

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
B厚
手
)
7

な
 
し
26
00
 0
上
面
や
側
面
に
流
動
状
の
滓
が
見
ら
れ
る
炉
底
塊
の
破
片
。
部
分
的
に
下
面
に
も
流
動
滓
が
回
り
込
ん
で
い
る
。
基
本
的
に
は
、
流
動
状
の
滓
が
次
々

と
重
層
し
、
右
下
に
向
か
い
流
れ
た
も
の
。
側
面
や
下
面
に
も
炉
床
上
が
不
規
貞
Uに
固
着
し
、
非
常
に
荒
れ
た
状
態
と
な
る
。
下
面
に
2条
、
幅
3c
m程

の
九
棒
状
の
工
具
痕
が
、
手
前
側
か
ら
突
き
刺
す
よ
う
に
残
さ
れ
て
い
る
。

I区
B-
7

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
B厚
手
)

な
 
し
26
00
 0
ガ
ス
質
の
流
動
滓
が
次
々
と
重
層
し
た
炉
底
塊
の
破
片
。
見
か
け
の
割
り
に
は
軽
量
。
側
面
や
下
面
に
も
や
や
幅
広
い
流
動
単
位
が
並
走
し
て
い
る
。

短
軸
側
の
断
面
形
は
V字
状
で
、
底
面
中
央
部
が
船
底
状
に
突
出
す
る
。
炉
底
塊
の
端
部
破
片
と
す
れ
ば
か
な
り
特
異
な
資
料
で
、
流
出
溝
津
の
可
能

性
も
残
さ
れ
る
。
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表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 1
8

番
号
地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量
(営
)

考
備

I区
C-
13

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
C幅
広
)
3

な
 
し
72
00
 0

底
面
の
中
央
部
が
突
出
し
た
炉
底
塊
の
端
部
破
片
。
短
軸
側
の
両
側
部
が
ほ
ぼ
残
っ
て
お
り
、
炉
底
塊
の
最
大
幅
に
近
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
左
側

部
に
一
段
低
く
、
流
動
滓
が
沿
う
よ
う
に
流
れ
る
。
全
体
的
に
滓
質
は
緻
密
で
、
比
重
が
高
い
。
上
面
の
右
手
寄
り
に
小
範
囲
な
が
ら
合
鉄
部
を
持
ち
、

放
射
割
れ
と
黒
錆
が
見
ら
れ
る
。
底
面
の
突
出
部
は
流
動
性
の
滓
で
、
2 
5c
ll
l程
度
上
が
っ
た
面
が
滓
全
体
の
本
来
の
底
面
。
底
面
は
皿
状
で
、
炉
底
塊

そ
の
も
の
の
軸
方
向
は
不
明
瞭
。

2
Ⅱ
区

△
-8

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
C幅
広
)
3

な
 
し
21
00
 0

炉
底
塊
と
し
て
は
か
な
り
荒
れ
た
再
結
合
の
資
料
。
部
位
に
よ
る
変
化
が
激
し
く
、
逆
転
し
て
い
る
滓
部
も
あ
る
。
基
本
的
に
は
下
手
側
の
2/
3の
ブ

ロ
ッ
ク
と
、
上
手
側
の
1/
3の
ブ
ロ
ッ
ク
が
再
結
合
し
て
い
る
。
下
手
側
の
炉
底
塊
は
や
や
ガ
ス
質
で
、
木
放
痕
を
内
部
に
持
ち
、
32
卜
6な
ど
と
近
い

も
の
。
下
面
に
ひ
だ
状
の
滓
の
重
層
部
を
残
す
点
も
共
通
す
る
。
上
手
側
に
固
着
す
る
滓
も
底
面
に
重
層
痕
跡
を
持
つ
が
、
完
全
に
立
っ
て
し
ま
っ
て

お
り
、
原
位
置
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
やヽ
ず
れ
も
底
面
が
浅
い
V字
状
と
な
る
。

32
1-
3
I区

D―
?

炉
底
拠
(セ
ッ
ト
C幅
広
)
3

な
 
し
29
00
 0
側
面
や
下
面
の
荒
れ
た
、
滓
質
の
一
定
し
な
い
炉
底
塊
の
破
片
。
上
面
も
外
周
部
が
高
ま
り
、
人
為
的
な
力
が
加
わ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
滓
質
は
流

動
性
の
良
い
緻
密
な
部
分
と
、
木
炭
痕
を
数
多
く
持
つ
部
分
が
交
互
に
重
層
し
て
い
る
。
上
手
側
を
中
心
に
側
面
に
も
ひ
だ
状
の
突
出
部
が
残
る
。
原

型
を
と
ど
め
な
い
は
ど
突
き
動
か
さ
れ
続
け
た
炉
底
塊
片
。

工
区

D-
12

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
C幅
広
)
4

な
 
し
46
00
 0

右
側
部
寄
り
の
下
面
に
、
ひ
だ
状
の
滓
の
重
層
を
示
す
炉
底
塊
の
破
片
。
上
面
は
左
半
分
が
大
き
く
欠
け
て
、
小
破
面
が
連
続
す
る
。
滓
内
部
に
も
木

炭
痕
や
木
炭
そ
の
も
の
を
か
み
込
み
、
部
分
的
に
錆
が
浮
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
破
面
は
鉄
部
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
右
側
部

の
ひ
だ
状
の
突
出
部
は
流
出
子
し 側
か
ら
の
滓
の
せ
り
上
が
り
を
示
す
も
の
で
、
ほ
ぼ
同
一
位
置
で
流
出
孔
底
が
順
次
せ
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
読
み

取
れ
る
。
32
卜
6で
も
こ
の
現
象
は
顕
著
。

32
1-
5
I区

C-
7

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
C幅
広
)
6

な
 
し
42
00
 0

上
面
に
流
動
滓
が
不
規
則
に
乗
る
、
炉
底
塊
の
端
部
破
片
。
各
面
と
も
何
ら
か
の
面
を
成
し
、
滓
自
体
が
か
な
り
突
き
動
か
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
そ

の
た
め
か
面
の
方
向
も
ま
ち
ま
ち
と
な
る
。
主
破
面
は
左
側
部
の
上
手
側
。
右
側
面
は
な
だ
ら
か
な
自
然
面
と
破
面
が
混
在
す
る
。
左
側
部
下
手
に
は

短
軸
方
向
に
伸
び
る
炉
床
上
の
つ
い
た
面
が
残
り
、
90
度
近
く
滓
自
体
が
移
動
し
て
い
る
。
下
面
の
中
央
部
は
舟
底
状
に
突
出
し
、
面
全
体
に
炉
床
土

が
固
着
す
る
。
下
手
側
の
側
面
は
大
き
く
え
ぐ
れ
る
。
炉
底
塊
の
短
軸
端
部
付
近
は
原
形
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
力
が
加
わ
り
、
滓
そ
の
も
の
の
方
向
も

大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

32
1-
6
I区

C-
12

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
C幅
広
)
3

な
 
し
42
00
 0

炉
底
塊
の
端
部
か
ら
流
出
孔
に
か
け
て
の
破
片
。
側
面
か
ら
下
面
に
ひ
だ
状
の
洋
の
突
出
部
を
多
数
持
つ
。
ひ
だ
状
の
滓
は
少
な
く
と
も
9枚
以
上
を
数

え
、
そ
の
一
部
は
流
出
子
し の
断
面
を
写
し
て
い
る
。
各
滓
の
底
面
に
は
炉
床
上
が
固
着
し
、
先
行
す
る
滓
の
上
に
次
の
滓
が
次
々
と
乗
る
形
で
あ
る
。

右
側
部
は
滓
が
途
切
れ
気
味
。
上
面
か
ら
左
側
部
は
小
破
面
が
連
続
す
る
。
横
断
面
形
は
強
い
V字
状
で
、
流
出
孔
の
断
面
形
が
上
下
に
長
い
場
合
が

多
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
滓
質
は
ま
ち
ま
ち
。

I区
A-
8

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
C幅
広
)
4

な
 
し
21
00
0

炉
底
塊
の
端
部
破
片
。
手
前
側
の
側
部
に
左
右
方
向
の
大
型
の
工
具
痕
が
重
層
し
、
上
手
側
の
側
面
に
は
滓
の
重
層
が
見
ら
れ
る
。
滓
質
は
上
面
の
み

流
動
性
で
、
内
部
に
は
多
量
の
ガ
ス
が
残
る
。
工
具
痕
は
幅
広
い
楕
円
形
気
味
で
、
斜
め
上
方
向
か
ら
こ
じ
上
げ
る
よ
う
な
形
状
と
し
て
残
る
。
上
手

側
の
側
面
か
ら
見
る
と
、
右
半
部
の
滓
は
流
出
子
と 滓
が
方
向
を
変
え
た
上
で
、
斜
め
に
固
着
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
炉
底
塊
端
部
へ
の

人
為
の
激
し
さ
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

32
1-
8
I区

D-
12

炉
底
塊
(セ
ッ
ト
C幅
広
)
8

な
 
し
26
00
 0

し
っ
か
り
し
た
塊
状
の
炉
底
塊
破
片
。
下
面
の
み
で
な
く
、
手
前
側
か
ら
左
手
に
か
け
て
き
れ
い
な
弧
状
の
面
を
持
ち
、
炉
壁
上
の
圧
痕
と
な
っ
て
い

る
。
上
面
は
中
央
部
が
陵
状
に
突
出
し
、
傾
斜
面
は
破
面
と
自
然
面
が
混
在
す
る
。
滓
質
は
や
や
ま
ち
ま
ち
で
、
中
核
部
は
ガ
ス
が
よ
く
抜
け
た
緻
密

な
滓
と
な
る
。
上
面
や
側
面
の
一
部
に
は
含
鉄
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
黒
錆
が
僅
か
に
浮
く
。
下
面
の
中
央
部
は
突
出
す
る
。
炉
底
塊
の
コ
ー
ナ
ー
部

の
破
片
で
あ
る
可
能
性
が
大
。

Ⅱ
区

D-
13

炉
底
塊
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し
14
08
 0
端
部
か
ら
流
出
孔
滓
が
伸
び
て
い
る
炉
底
塊
の
破
片
。
右
側
部
に
は
流
出
孔
滓
が
3単
位
重
層
し
、
最
上
面
の
滓
に
工
具
痕
が
残
さ
れ
る
。
炉
底
塊
側
は

左
側
部
の
上
半
部
が
主
体
で
、
気
孔
の
多
い
や
や
ガ
ス
質
の
滓
。
流
動
滓
は
い
づ
れ
も
小
単
位
の
滓
が
重
層
し
た
も
の
で
、
底
面
が
樋
状
。
工
具
痕
は

九
棒
状
で
、
本
質
の
た
め
か
や
や
木
目
様
の
痕
跡
を
持
つ
。

32
3
I区

D-
9

炉
底
塊
(工
具
痕
付
)

2
な
 
し
19
72
 0

炉
底
塊
の
側
部
沿
い
に
た
ま
っ
た
、
流
動
淳
が
主
体
の
資
料
。
左
右
に
反
り
返
っ
た
よ
う
な
形
状
で
、
上
面
の
左
側
は
滓
の
逃
げ
場
が
な
く
塊
状
に
な

る
。
右
側
部
の
下
面
に
や
や
斜
め
方
向
の
深
い
工
具
痕
を
残
す
。
先
端
部
は
広
め
で
基
部
側
が
狭
い
た
め
、
え
ぐ
る
よ
う
な
工
具
の
動
き
と
な
っ
て
い

る
。
滓
質
は
右
狽
Iの
方
が
炉
内
滓
的
で
、
滓
が
流
れ
な
い
為
の
処
理
で
あ
ろ
う
か
。
左
側
部
は
V字
形
の
断
面
形
を
持
ち
、
工
具
付
着
滓
様
の
滓
が
破

面
に
露
出
し
て
い
る
。

I区
D―
?

炉
底
塊
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し
41
00
0

凹
凸
は
激
し
い
が
、
炉
底
塊
の
端
部
情
報
を
豊
富
に
持
つ
炉
底
塊
破
片
。
短
軸
方
向
に
樋
状
で
、
上
面
中
央
部
は
窪
み
、
こ
ボ
状
の
流
動
滓
が
乗
っ
て

い
る
。
右
側
部
は
洋
が
途
切
れ
て
お
り
、
破
面
や
工
具
痕
が
連
続
的
に
残
さ
れ
る
。
甥
瞭
な
工
兵
痕
は
4か
所
で
、
古
い
工
具
痕
の
壁
面
は
既
に
平
滑
で

は
な
く
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
工
具
痕
は
上
手
寄
り
の
棒
状
の
も
の
で
、
最
大
幅
は
2c
ll
程
と
な
る
。
左
側
部
は
小
破
面
の
連
続
す
る
炉
内
滓
部
。
下
面

は
き
れ
い
な
樋
状
で
、
炉
壁
粉
や
炉
床
上
が
面
的
に
固
着
す
る
。
操
業
末
期
の
状
態
を
示
す
よ
い
資
料
。

I区
N-
13

炉
底
塊
(合
鉄
)

6
H(
O)

全
面
が
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
、
薄
い
樋
状
と
な
る
含
鉄
の
炉
底
塊
破
片
。
上
下
面
の
大
半
と
手
前
側
の
側
部
が
生
き
て
お
り
、
そ
の
他
は
破
面
と
な
る
。

磁
着
は
上
面
中
央
部
寄
り
が
強
く
、
薄
手
の
炉
底
塊
の
側
端
部
寄
り
の
破
片
の
可
能
性
が
あ
る
。
31
91
0や
11
な
ど
に
も
類
似
す
る
。

I区
A-
7

炉
底
塊
(合
鉄
)

7
H(
O)

酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
、
舌
状
に
伸
び
る
含
鉄
の
炉
底
塊
破
片
。
上
下
面
の
一
部
が
生
き
て
お
り
、
主
破
面
は
短
軸
の
両
側
。
含
鉄
部
は
右
半
分
の
上

半
部
、
下
面
に
は
流
動
滓
が
露
出
す
る
。
合
鉄
の
流
出
子
L滓
の
可
能
性
も
残
る
。
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表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 1
9

番
号
地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量

(g
)

備
考

I区
C-
8

炉
底
塊
(合
鉄
)

6
H(
O)
16
99
 0
錆
色
の
や
や
比
重
の
高
い
、
含
鉄
の
炉
底
塊
破
片
。
斜
め
右
手
前
方
向
に
下
半
部
が
伸
び
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
上
手
側
は
弧
状
の
突
出
部
。
こ
の
突
出

部
は
炉
壁
の
内
面
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
滓
質
は
上
半
部
が
ガ
サ
ガ
サ
し
た
も
の
で
、
下
半
部
は
や
や
緻
密
。
破
面
に
は
鉄
銹
化
物

が
確
認
さ
れ
、
鉄
の
生
成
状
態
は
散
在
か
。
下
面
に
は
粉
炭
痕
が
顕
著
。

I区
C-
10

炉
底
塊
(流
出
子
L滓
付
)

8
H(
O)
86
7 
0
下
面
に
流
出
子
L滓
の
基
部
付
近
を
残
す
、
合
鉄
の
炉
底
塊
破
片
。
上
半
部
は
木
炭
の
隙
間
を
縫
う
よ
う
に
広
が
っ
た
流
動
滓
で
、
表
皮
の
紫
紅
色
が
強

い
。
下
半
部
の
滓
は
ガ
ス
の
や
や
残
る
緻
密
な
も
の
。
合
鉄
郡
は
下
面
の
上
手
寄
り
と
な
る
。
短
軸
側
の
断
面
形
は
緩
や
か
な
樋
状
。

Ⅱ
区

Q-
16

炉
底
塊
(合
鉄
)

8
M(
◎
10
12
0
分
析
No
21

Ⅱ
区

D-
13

炉
底
塊
(含
鉄
)

7
M(
◎
)
10
56
 0
上
下
面
が
生
き
て
い
る
含
鉄
の
炉
底
塊
破
片
。
長
軸
の
両
端
部
と
上
手
側
の
側
面
は
破
面
と
な
る
。
下
面
は
舟
底
状
に
突
出
し
、
部
分
的
に
炉
壁
溶
解

物
を
巻
き
込
む
。
含
鉄
部
は
上
手
側
で
、
や
や
広
範
囲
に
磁
着
が
強
い
。
こ
ち
ら
が
破
面
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
意
図
的
な
も
の
か
。

Ⅱ
区

Q-
10

炉
底
塊
(含
鉄
)

8
M(
◎
|
1■
20
分
析
No
 2
2

33
2
工
区

N-
13

炉
底
塊
(含
鉄
)

6
M(
◎
)
12
33
 0
表
面
が
厚
い
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
、
含
鉄
の
炉
底
塊
破
片
。
下
面
を
除
き
全
体
に
磁
着
傾
向
が
強
い
。
鉄
部
を
分
離
す
る
途
上
の
炉
底
塊
と
推
定
さ

れ
る
。
本
炭
痕
は
1 
5c
m大
以
下
で
、
こ
が
状
の
突
出
部
が
点
在
す
る
。
2伽
大
前
後
の
突
出
都
は
磁
着
が
強
く
、
ま
と
ま
り
は
悪
い
が
各
所
に
散
見
さ

れ
る
。
上
下
面
は
生
き
て
い
る
可
能
性
大
。
厚
み
は
7 
5c
m前
後
で
、
鉄
生
成
時
の
条
件
を
読
み
取
れ
る
。

I区
C-
10

炉
底
塊
(含
鉄
)

6
M(
◎
)
20
30
 0
上
下
面
に
小
さ
な
凹
凸
の
残
る
、
含
鉄
の
炉
底
塊
破
片
。
上
面
全
体
と
下
面
の
右
端
部
寄
り
が
生
き
て
い
る
。
小
さ
な
錆
が
く
れ
も
上
面
を
中
心
に
確

認
さ
れ
、
本
来
の
鉄
部
の
広
が
り
は
さ
ら
に
広
い
と
推
定
さ
れ
る
。
下
面
の
8割
方
は
粉
炭
痕
や
気
孔
の
露
出
し
た
破
面
。
炉
底
塊
の
厚
さ
は
7c
tl
l強
で

前
者
と
似
て
お
り
、
ま
と
ま
り
の
悪
い
小
塊
状
の
鉄
部
が
点
在
す
る
。
半
失
敗
品
な
の
か
半
成
功
品
な
の
か
が
、
注
目
さ
れ
る
。

I区
Q-
16

炉
内
滓

6
な
 
し

最
大
厚
さ
4 
5c
m程
の
炉
内
滓
破
片
。
上
下
面
と
上
手
側
の
側
面
が
生
き
て
お
り
、
炉
底
塊
の
端
部
で
も
あ
る
。
上
手
側
右
半
分
の
側
面
が
弧
状
。
淳
質

は
緻
密
。

Ⅱ
区

�
I-
13

炉
内
滓

6
な
 
し

上
面
の
手
前
半
分
に
流
動
洋
が
垂
れ
落
ち
て
い
る
、
炉
内
滓
の
破
片
。
上
手
側
と
両
側
面
は
破
面
。

33
6
I区

E-
7

炉
内
滓

4
な
 
し

右
側
部
が
流
動
状
で
、
斜
め
下
方
に
伸
び
て
い
る
炉
内
滓
破
片
。
滓
質
は
比
較
的
緻
密
で
、
上
手
側
の
側
部
が
段
を
持
つ
。
下
面
に
は
炉
床
上
が
面
的

イこ
貝占
リ
イ寸
く
。

I区
B-
9

炉
内
津

3
な
 
し

上
面
が
流
動
状
の
炉
内
滓
破
片
。
や
や
上
手
寄
り
に
、
左
右
方
向
の
棒
状
工
具
痕
が
残
る
。
工
具
痕
の
幅
は
1 
6c
ll
l前
後
。
上
下
面
と
下
手
側
の
右
側
面

は
生
き
て
い
る
。
滓
質
は
気
孔
の
多
い
も
の
。

I区
B-
7

炉
内
滓

4
な
 
し

左
側
部
の
滓
が
途
切
れ
て
、
下
に
垂
れ
落
ち
て
い
る
炉
内
滓
の
破
片
。
下
面
の
右
手
は
椀
形
で
、
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
滓
質
は
半
溶
解
。
流
出
孔
澤

の
可
能
性
も
あ
り
。

I区
B-
6

炉
内
滓

3
な
 
し

表
皮
側
が
ち
ぎ
れ
た
よ
う
な
流
動
滓
に
覆
わ
れ
た
炉
内
滓
の
破
片
。
左
側
部
が
樋
状
の
二
段
と
な
り
、
流
出
孔
寄
り
の
破
片
か
。
流
動
性
は
良
く
な
ヽ

I区
C-
9

炉
内
滓

4
H(
O)

や
や
偏
平
で
、
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
炉
内
滓
の
破
片
。
下
手
側
が
直
線
状
で
、
炉
底
塊
の
側
部
の
可
能
性
あ
り
。
上
面
に
合
鉄
部
が
小
塊
状
に
点
在

し
て
い
た
も
の
か
、
放
射
割
れ
が
残
る
。

I区
D-
12

炉
内
津

5
な
 
し

全
体
に
薄
手
で
、
皿
状
の
底
面
を
持
つ
炉
内
津
破
片
。
上
面
は
大
き
な
波
状
で
、
下
面
に
は
炉
床
上
が
面
的
に
固
着
。
薄
い
な
が
ら
も
炉
底
塊
の
一
種
。

I区
C-
10

炉
内
滓

3
な
 
し
14
84
 0
流
動
状
の
滓
が
重
層
し
た
炉
内
滓
の
破
片
。
左
右
の
端
部
が
主
破
面
。
下
手
側
の
側
面
は
直
線
状
で
、
き
れ
い
な
流
動
滓
が
垂
れ
る
。

I区
D―
H

炉
内
滓
(工
具
疲
付
)

2
な
 
し

上
面
に
緩
や
か
な
弧
状
の
工
具
痕
の
残
る
炉
内
滓
の
破
片
、
ま
た
は
流
出
子
L淳
の
破
片
。
側
面
は
全
面
破
面
で
、
気
孔
が
ま
ば
ら
に
点
在
す
る
。
下
面

は
炉
壁
粉
が
点
在
す
る
接
地
面
。
対
象
と
な
る
工
兵
は
太
い
棒
状
。

工
区

P-
11

炉
内
淳
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し

上
面
に
太
い
九
棒
状
の
工
具
痕
の
残
る
炉
内
滓
の
破
片
。
滓
は
流
動
性
が
悪
く
、
や
や
含
鉄
気
味
。
本
来
の
上
下
面
は
逆
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
便
宣

上
こ
う
置
い
て
い
る
。

I区
D-
8

炉
内
滓
(工
具
痕
付
)

5
な
 
し

半
流
動
状
の
滓
の
上
面
に
、
う
っ
す
ら
と
太
い
九
棒
状
の
工
具
痕
を
残
す
炉
内
滓
の
破
片
。
上
手
側
の
側
面
は
流
動
状
で
端
部
が
2段
に
突
出
す
る
。
流

動
性
の
悪
い
流
出
孔
滓
の
可
能
性
も
大
き
い
。

I区
D―
H

炉
内
滓
(工
具
痕
付
)

4
な
 
し

上
面
上
手
に
九
棒
状
の
工
具
痕
を
二
重
に
残
す
、
炉
内
滓
の
破
片
。
薄
手
の
炉
底
塊
の
可
能
性
大
。
や
や
含
鉄
気
味
で
、
磁
着
す
る
。

I区
C-
7

炉
内
滓
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し

上
手
側
の
側
面
に
太
い
丸
棒
状
の
工
具
痕
を
残
す
、
炉
内
滓
の
破
片
。
滓
質
は
流
動
性
に
欠
け
、
部
分
的
に
気
孔
が
密
集
し
て
い
る
。
上
下
面
が
逆
転

す
る
可
能
性
も
残
る
。

I区
D-
13

炉
内
滓
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し

上
面
に
丸
棒
状
の
工
具
痕
を
残
す
、
流
動
性
の
悪
い
炉
内
滓
破
片
。
本
来
の
正
位
は
上
下
逆
で
あ
る
。
滓
は
木
炭
片
を
多
量
に
巻
き
込
む
流
動
性
の
悪

い
も
の
で
、
本
来
の
上
面
の
み
が
や
や
流
動
性
が
良
い
。
工
具
付
着
滓
ら
し
き
小
片
を
巻
き
込
ん
で
い
る
。

I区
D-
8

炉
内
滓
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し
91
70
上
面
に
7単
位
以
上
の
工
具
痕
が
残
る
、
炉
内
滓
の
破
片
。
工
具
痕
の
方
向
は
ま
ち
ま
ち
。
工
具
痕
は
上
面
の
み
で
な
く
、
上
手
側
の
側
面
や
左
手
の
側

面
に
も
急
角
度
で
残
さ
れ
る
。
下
面
は
炉
壁
粉
の
国
着
す
る
樋
状
の
面
で
、
流
出
孔
中
に
詰
ま
っ
た
滓
で
あ
る
可
能
性
も
高
い
。
気
孔
は
少
な
く
、
比

重
が
高
い
。

I区
C-
9

炉
内
滓
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し
10
47
 0
上
手
側
の
側
面
に
太
い
九
棒
状
の
工
具
痕
を
斜
め
に
残
す
、
炉
内
滓
の
破
片
。
上
面
は
小
高
く
盛
り
上
が
っ
た
流
動
状
の
滓
部
で
、
滓
内
部
は
気
孔
の

残
る
流
動
性
の
悪
い
も
の
で
あ
る
。
流
出
子
L滓
の
奥
部
に
相
当
す
る
部
分
か
。
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 2
0

番
号
地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量

(宜
)

備
考

I区
B-
12

炉
内
滓
(工
具
痕
付
)

な
 
し
14
75
 0
右
側
部
に
え
ぐ
れ
た
よ
う
な
工
具
痕
を
持
つ
炉
内
滓
の
破
片
。
滓
そ
の
も
の
は
右
側
部
で
途
切
れ
て
い
る
。
上
面
は
不
規
則
な
流
動
状
で
、
左
半
分
は

表
皮
が
欠
落
。
滓
は
比
較
的
緻
密
で
、
流
出
孔
滓
の
最
奥
部
に
相
当
す
る
可
能
性
も
あ
り
。
そ
の
場
合
、
左
右
逆
位
と
な
る
。 
  
  
  
  
.

Ⅱ
区

C-
8

炉
内
滓
(工
具
痕
付
)

3
な
 
し
17
62
 0
下
面
の
中
央
部
が
ふ
く
ら
み
、
か
さ
高
と
な
っ
た
流
動
状
の
炉
内
滓
の
破
片
。
下
手
側
に
鋭
い
工
具
痕
を
残
す
。
右
方
向
へ
向
か
う
洋
主
体
で
、
表
皮

の
一
部
に
炉
壁
粉
が
目
立
つ
。
流
出
溝
滓
の
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
工
具
痕
は
流
出
溝
滓
を
起
こ
す
た
め
か
。

I区
N-
14

原
内
滓
(含
鉄
)

5
銹
化
(△
)

指
頭
大
の
小
さ
な
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
イ
ガ
イ
ガ
し
た
滓
な
が
ら
、
部
分
的
に
銹
化
部
が
残
る
。

Ⅱ
区

包
合
層

炉
内
滓
(合
鉄
)

銹
化
(△
)

資
料
全
体
に
薄
皮
状
の
酸
化
物
が
固
着
し
て
い
る
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
外
面
の
2か
所
に
新
し
い
破
面
を
持
ち
、
黒
錆
に
覆
わ
れ
た
炉
内
滓
部
が
確
認

で
き
る
。
下
面
に
は
突
出
部
あ
り
。

I区
B-
8

炉
内
滓
(含
鉄
)

4
銹
化
(△
)

顆
粒
状
の
滓
の
集
合
体
で
、
部
分
的
に
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
化
し
た
津
部
と
銹
化
部
を
持
つ
含
鉄
の
炉
内
滓
。
上
手
狽
Iの
突
出
部
は
砂
鉄
焼
結
塊
。

I区
P-
12

炉
内
滓
(合
鉄
)

7
銹
化
(△
)

気
孔
の
多
い
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
面
の
一
部
は
砂
鉄
が
焼
結
し
た
も
の
で
、
還
元
が
進
ん
で
い
る
。
左
側
面
は
新
し
い
破
面
。

Ⅱ
区

包
含
層

炉
内
滓
(含
鉄
)

6
銹
化
(△
)

小
さ
い
な
が
ら
も
、
本
来
は
鉄
部
主
体
の
炉
内
滓
で
あ
っ
た
可
能
性
の
高
い
資
料
。
外
周
部
に
は
分
厚
い
酸
化
土
砂
が
固
着
し
、
一
見
す
る
と
上
塊
の

よ
う
で
あ
る
。

35
8
I区

N-
13

炉
内
滓
(合
鉄
)

H
○
)

小
塊
状
の
含
鉄
の
炉
内
浮
破
片
。
比
較
的
密
度
が
高
く
、
全
体
に
錆
色
。
上
面
は
生
き
て
お
り
、
側
面
か
ら
下
面
が
破
面
。
含
鉄
部
は
中
核
部
。

Ⅱ
区

C-
7

炉
内
滓
(含
鉄
)

5
H
○
)
35
0
側
端
部
が
や
や
流
動
化
し
つ
つ
あ
る
、
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
面
か
ら
側
面
の
一
部
が
生
き
て
い
る
。

I区
包
合
層

炉
内
滓
(含
鉄
)

5
H
○
)

厚
い
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
、
合
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
形
状
は
長
手
で
、
上
面
の
一
部
が
生
き
て
い
る
可
能
性
大
。
含
鉄
部
は
左
側
の
中
核
部
。

I区
N-
13

炉
内
滓
(含
鉄
)

7
H
○
)

分
析
No
 2
3

I区
B-
9

炉
内
滓
(含
鉄
)

7
H(
○
)

上
面
の
ご
く
一
部
が
生
き
て
い
る
の
み
で
、
全
面
破
面
に
近
い
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
肩
部
が
僅
か
に
流
動
気
味
。
滓
部
は
緻
密
で
、
結
晶
の
発
達
が

弱
い
。

I区
P-
14

炉
内
滓
(合
鉄
)

7
H(
○
)

上
面
全
体
と
下
面
の
一
部
が
生
き
て
い
る
、
合
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
面
は
や
や
流
動
気
味
の
滓
主
体
で
、
含
鉄
部
は
下
面
寄
り
と
推
定
。
酸
化
土
砂

の
一
部
に
黒
錆
が
生
ず
る
。
炉
底
塊
上
半
部
の
破
片
か
。

Ⅲ
区

E-
9

炉
内
滓
(含
鉄
)

H(
O)

板
状
の
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
冥
面
に
は
炉
壁
上
が
点
々
と
固
着
し
て
お
り
、
炉
壁
内
面
に
貼
り
つ
く
形
で
生
成
。
僅
か
に
下
手
側
に
向
か
い
垂
れ
が

始
ま
る
。
含
鉄
部
は
下
手
側
の
肥
厚
部
。

I区
C-
6

炉
内
滓
(合
鉄
)

5
H(
O)

平
板
な
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
裏
面
に
炉
壁
上
が
面
的
に
貼
り
付
い
て
お
り
、
炉
壁
表
面
の
生
成
物
。
滓
部
は
厚
さ
2c
ll
以
下
で
、
滓
化
は
弱
い
。
部
分

的
に
焼
結
砂
鉄
と
推
定
さ
れ
る
箇
所
を
残
す
。

Ⅱ
区

C-
13

炉
内
滓
(含
鉄
)

4
H(
O)

や
や
厚
み
を
持
っ
た
、
長
手
の
含
鉄
の
炉
内
津
破
片
。
上
面
の
み
生
き
て
お
り
、
そ
れ
以
外
は
破
面
。
僅
か
に
流
動
気
味
の
部
分
や
、
木
成
を
か
み
込

む
部
分
な
ど
が
あ
り
、
全
体
に
ガ
サ
ガ
サ
し
て
い
る
。
合
鉄
部
は
数
か
所
に
点
在
か
。

Ⅱ
区

Q-
16

炉
内
滓

6
H(
O)
83
8 
0
左
右
方
向
に
長
い
炉
内
滓
の
破
片
。
上
手
側
の
側
面
は
立
ち
上
が
っ
て
お
り
、
炉
底
塊
の
側
部
破
片
と
推
定
さ
れ
る
。
上
面
は
破
面
で
木
炭
痕
が
目
立

ち
、
下
面
に
は
酸
化
土
砂
が
こ
が
状
に
付
着
。
下
面
寄
り
に
合
鉄
部
を
持
つ
可
能
性
大
。

Ⅱ
区

B-
5

炉
内
津
(含
鉄
)

6
M
◎
)

黒
錆
の
に
じ
む
、
板
状
の
合
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
面
の
み
生
き
、
他
は
破
面
。
合
鉄
部
は
中
核
部
に
広
が
り
、
炉
壁
表
面
の
剥
離
物
の
可
能
性
大
。

I区
C-
7

炉
内
滓
(含
鉄
)

8
M
|◎
)

や
や
丸
味
を
持
っ
た
外
周
部
を
持
つ
、
合
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
側
部
に
破
面
が
確
認
さ
れ
る
が
、
ま
と
ま
り
は
良
い
。
合
鉄
部
は
右
側
の
塊
状
部
。

I区
D-
10

炉
内
滓
(合
鉄
)

6
M(
◎
)

全
体
に
不
定
形
な
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
左
右
で
段
差
を
持
ち
、
上
面
の
み
が
流
動
気
味
。
各
端
部
が
突
出
し
、
イ
ガ
イ
ガ
し
て
い
る
。

I区
C-
5

炉
内
滓
(合
鉄
)

7
M(
◎
)

左
右
が
や
や
反
り
返
っ
た
不
規
則
な
形
状
を
持
つ
、
合
鉄
の
炉
内
滓
破
片
も
上
面
に
は
、
lc
ll
大
の
木
炭
痕
と
こ
づ
状
の
流
動
滓
の
端
部
が
残
る
。
裏
面

は
波
状
で
、
歌
1離
面
と
推
定
。
炉
壁
表
面
の
生
成
物
か
。

I区
E-
15

炉
内
滓
(合
鉄
)

6
M(
◎
)

責
褐
色
の
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
、
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
面
右
手
の
み
が
本
来
の
自
然
面
。
部
分
的
に
銹
化
部
を
持
つ
。

I区
N-
13

炉
内
滓
(含
鉄
)

6
M(
◎
)

前
者
と
同
様
、
薄
い
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
、
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
面
は
平
坦
気
味
で
生
き
て
い
る
。
側
面
か
ら
裏
面
は
、
凹
凸
の
あ
る
破
面
。

一
部
に
強
い
放
射
割
れ
が
入
り
始
め
て
い
る
。

I区
C-
9

炉
内
津
(含
鉄
)

7
M(
◎
)

炉
壁
土
と
薄
い
滓
層
が
重
層
す
る
、
含
鉄
の
炉
内
淳
破
片
。
炉
壁
部
の
表
面
に
は
砂
鉄
が
面
的
に
焼
結
。
含
鉄
部
は
砂
鉄
焼
結
部
の
一
部
。
炉
壁
内
面

で
、
上
部
か
ら
脱
落
し
た
炉
壁
片
が
固
着
し
た
も
の
か
。

I区
C-
7

炉
内
滓
(合
鉄
)

8
M(
◎
)

分
析
No
24

I区
�
I-
14

炉
内
滓
(合
鉄
)

7
M(
◎
)

下
半
部
が
や
や
厚
い
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
、
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
自
然
面
は
な
く
、
全
面
が
小
破
面
と
な
る
。
大
小
の
中
空
部
を
持
つ
資
料
で
、

合
鉄
部
は
下
半
寄
り
。

I区
C-
7

炉
内
滓
く合
鉄
)

7
M(
◎
)
13
7 
0
上
面
が
平
坦
気
味
で
、
そ
れ
以
外
が
丸
味
を
持
っ
た
合
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
裏
面
の
一
部
に
は
炉
壁
上
が
残
り
、
や
や
厚
い
な
が
ら
も
炉
壁
表
面
の
生

成
物
。
ご
く
小
さ
な
垂
れ
が
不
定
方
向
に
発
達
し
か
け
て
い
る
。
微
細
な
放
射
割
れ
も
生
じ
、
含
鉄
部
は
や
や
広
が
り
気
味
。

I区
Q-
13

炉
内
滓
(合
鉄
)

6
M(
◎
)

形
状
は
異
な
る
が
、
前
者
と
同
様
の
炉
壁
表
面
で
生
成
さ
れ
た
合
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
面
は
木
炭
痕
の
残
る
自
然
面
。
磁
着
は
弱
い
が
、
点
在
す
る

傾
向
あ
り
ぉ
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1

番
号
地
区

場
  
所

種
  
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量

(質
)

備
考

I区
D-
12

炉
内
滓
(合
鉄
)

6
M(
◎
)

酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
、
や
や
磁
着
の
強
い
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
面
は
生
き
て
お
り
、
小
さ
な
凹
凸
を
持
つ
。
裏
面
は
緩
や
か
な
皿
状
で
、
右
端

部
が
突
出
。
炉
壁
表
面
の
生
成
物
の
可
能
性
あ
り
。

I区
G-
15

炉
内
滓
(合
鉄
)

6
M(
◎
)
21
5 
0
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
黄
褐
色
の
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
、
錆
が
く
れ
も
点
在
す
る
。
上
面
の
一
部
の
み
生
き
て
お
り
、
裏
面
は
剥
雛
面
。
炉
壁
表
画
の

生
成
物
の
可
能
性
大
。

I区
A-
7

厚
内
滓
(含
鉄

7
M(
◎
)

分
析
No
25

38
2
I区

P-
12

炉
内
滓
(含
鉄
)

6
M(
◎
)

上
面
に
酸
化
土
砂
の
厚
い
、
合
鉄
の
炉
内
津
破
片
。
下
面
は
大
き
な
破
面
で
、
一
面
に
木
灰
痕
を
残
す
滓
部
が
露
出
。
内
部
に
も
木
炭
痕
が
密
集
。
炉

底
塊
側
の
破
片
の
情
報
を
持
つ
。
合
鉄
部
は
上
半
部
。

I区
D-
13

炉
内
滓
(含
鉄

6
M(
◎
)
25
8 
0
や
や
前
者
と
似
た
資
料
。
上
面
は
自
然
面
で
、
そ
れ
以
外
は
破
面
。
内
外
に
小
さ
な
木
λ
痕
を
持
ち
、
ガ
サ
ガ
サ
し
て
い
る
。
含
鉄
部
は
散
在
。

I区
R-
15

炉
内
滓
(合
鉄
)

6
M(
◎
)

上
面
や
側
面
に
砂
鉄
焼
結
部
を
持
つ
、
合
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
手
側
の
肩
部
は
流
動
気
味
。
側
面
は
破
面
で
、
裏
面
は
剥
離
面
気
味
。
厚
い
個
体
な

が
ら
、
炉
壁
表
面
の
生
成
物
か
。

正
区

B-
9

炉
内
滓
(合
鉄
)

6
M(
◎
)
51
00
緩
や
か
な
波
状
の
表
面
を
持
つ
、
板
状
の
炉
内
滓
破
片
。
裏
面
側
の
酸
化
土
砂
が
厚
い
。
表
裏
面
の
一
部
に
突
出
す
る
と 伽
大
前
後
の
部
分
が
、
磁
着
が

強
い
。
一
部
は
銹
化
し
て
い
る
。
裏
面
は
剥
離
面
の
可
能
性
が
高
く
、
炉
壁
表
面
の
生
成
物
か
。

I区
D-
7

炉
内
滓
(含
鉄
)

7
L(
●

放
射
割
れ
や
黒
錆
の
激
し
い
、
含
鉄
の
炉
内
滓
破
片
。
上
面
の
一
部
の
み
が
自
然
面
で
、
側
面
は
破
面
。
裏
面
は
剥
離
面
か
。

I区
C-
5

炉
内
津
(含
鉄
)

6
L(
●

分
析
配
26

I区
D-
12

炉
内
滓
(含
鉄
)

8
L(
●

分
析
No
 2
7

I区
D-
9

炉
内
滓
(含
鉄
)

8
L(
●

38
4 
0
分
析
No
 2
8

I区
B-
5

炉
内
滓
(合
鋏
)

9
L(
●

分
析
No
 2
9

Ⅲ
区

包
含
層

再
結
合
滓

6
H(
O)

薄
板
状
の
再
結
合
滓
の
表
皮
破
片
。
粉
炭
と
炉
壁
片
に
加
え
て
、
破
面
の
一
部
に
は
キ
ラ
キ
ラ
と
し
た
砂
鉄
粒
子
が
確
認
さ
れ
る
。
上
面
は
き
れ
い
な

平
坦
部
。

I区
N-
14

再
結
合
滓

6
な
 
し

や
や
厚
み
を
持
っ
た
再
結
合
滓
の
破
片
。
上
下
面
が
生
き
て
お
り
、
側
面
は
全
面
破
面
。
上
半
部
寄
り
に
1蝕
厚
の
炉
壁
片
が
混
在
し
て
い
る
。
下
面
は

僅
か
に
皿
状
で
、
自
然
面
と
な
る
。

Ⅲ
区

P-
11

再
結
合
滓

6
M(
◎
)

や
や
厚
手
で
板
状
の
再
結
合
滓
の
破
片
。
上
面
の
み
生
き
て
お
り
、
部
分
的
に
段
差
を
持
つ
。
側
面
は
全
面
破
面
で
、
側
部
に
粒
状
の
滓
が
露
出
。
裏

面
は
自
然
面
か
剥
離
面
か
不
明
。
各
所
に
炉
内
滓
の
小
片
を
含
む
。

Ⅱ
区

P-
11

再
結
合
滓

6
M(
◎
)

分
析
No
 3
0

I区
L-
14

再
結
合
滓

7
M(
◎
)

や
や
厚
手
の
盤
状
を
し
た
再
結
合
滓
の
破
片
。
全
体
に
木
炭
痕
や
木
炭
片
主
体
で
、
焼
結
砂
鉄
や
炉
内
滓
の
破
片
も
点
在
す
る
。
裏
面
は
や
や
凹
凸
を

持
つ
。

I区
L-
14

再
結
合
滓

5
M(
◎
)

前
者
に
比
べ
て
大
き
い
が
、
表
裏
面
の
特
色
は
よ
く
似
て
い
る
。
や
や
、
木
炭
痕
が
大
き
い
場
所
あ
り
。
上
面
の
み
生
き
て
お
り
、
側
面
は
全
面
破
面
。

下
面
は
僅
か
に
自
然
面
を
残
す
破
面
。
炉
内
滓
の
小
片
を
多
量
に
含
む
。

I区
鉄
製
品
(鍛
造
品
)

6
な
 
し

下
面
に
大
き
な
錆
が
く
れ
が
発
達
し
た
、
鉄
製
品
の
破
片
。
本
来
は
厚
さ
2t
ul
以
下
の
薄
板
状
の
鉄
製
品
。
上
手
側
が
薄
く
な
り
、
刀
子
の
刃
部
片
の
可

能
性
あ
り
。

I区
K-
1コ

鉄
製
品
(鍛
造
品
)

7
H
○
)

厚
さ
1 
8m
l前
後
の
薄
板
状
の
鉄
製
品
の
破
片
。
表
豪
面
は
ご
く
緩
や
か
な
弧
状
と
な
る
。
厚
み
は
ほ
ぼ
均
等
。
銹
化
し
て
分
解
し
た
た
め
に
、
セ
メ
ダ

イ
ン
で
接
合
済
み
。

I区
包
含
層

鉄
製
品
(鍛
造
品
)

7
H(
○
)

分
析
No
 3
1

I区
H-
1コ

鉄
製
品
(鍛
造
品
)

6
M(
◎
)

分
析
No
 3
2

I区
包
含
層

鉄
製
品
(鍛
造
品
)

9
H(
O)

外
周
部
に
分
厚
く
酸
化
土
砂
が
固
着
し
た
、
鉄
製
品
の
破
片
。
芯
部
は
径
3m
l強
の
幅
を
持
つ
、
方
柱
状
の
鉄
製
品
。
長
さ
6 
4c
aで
両
端
部
と
も
に
方

柱
状
。

I区
K-
12

鉄
製
品
(鍛
造
品
)

6
な
 
し

分
厚
い
酸
化
土
砂
に
覆
わ
れ
た
鉄
製
品
。
左
側
端
部
に
径
2u
ul
l程
の
方
柱
状
の
端
部
が
の
で
く
。
釘
な
い
し
か
す
が
い
状
の
鉄
製
品
。

I区
K-
14

鉄
製
品
(鍛
造
品
)

9
銹
化
(△
)

短
軸
端
部
が
刃
部
と
な
る
、
ノ
ミ
又
は
契
状
の
鉄
製
品
。
刃
部
は
蛤
刃
状
で
、
体
部
に
向
か
っ
て
厚
み
を
増
し
、
頂
部
は
僅
か
に
細
く
な
る
。
外
周
部

に
突
出
す
る
の
は
酸
化
土
砂
。
鉄
部
に
は
強
い
放
射
割
れ
が
あ
り
、
黒
錆
が
に
じ
む
。

I区
K-
16

鉄
製
品
(鋳
造
品
)

5
H(
O)

分
析
No
33

I区
SK
-0
1

木
  
療

な
 
し

広
葉
樹
の
散
孔
材
を
用
い
た
木
灰
。
外
皮
沿
い
の
部
位
で
、
年
輸
数
は
厚
さ
lc
mの
間
に
16
本
を
数
え
る
。
木
取
り
は
ミ
カ
ン
割
り
後
平
割
り
。

I区
SK
-0
1

木
 
炭

な
 
し

44
針
葉
樹
の
環
子
L材
?。
外
周
沿
い
の
部
位
で
、
密
な
年
輪
間
隔
の
木
炭
。
厚
さ
2 
8c
ll
lの
間
に
年
輪
数
61
本
を
数
え
る
。
木
取
り
は
細
い
ミ
カ
ン
割
り
。

工
区

SK
Il
l

木
 
炭

な
 
し

22
40
5-
2と
は
ぼ
同
一
材
の
同
一
部
位
。
木
取
り
等
も
同
じ
。

I区
SK
-0
1

木
 
炭

な
 
し

前
者
と
似
た
木
取
り
と
年
輸
間
隔
を
示
す
、
木
灰
片
。
ミ
カ
ソ
割
り
の
幅
が
3 
5m
lと
極
め
て
薄
い
。
年
輪
間
隔
は
0 
1H
ll
前
後
と
狭
い
。
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第
26
表
 
槙
ヶ
峠
遺
跡
 
製
鉄
関
連
遺
物
 
一
般
観
察
表
 2
2

番
号
地
区

場
所

種
類

磁
着
度
メ
タ
ル
度
重
量

(質
)

備
考

I区
SK
 l
ll

木
 
炭

な
 
し

広
葉
樹
の
環
孔
材
を
用
い
た
木
炭
。
年
輪
数
は
14
本
を
数
え
る
。
小
枝
状
で
、
木
取
り
は
き
れ
い
な
ミ
カ
ソ
割
り
。

I区
SK
-0
1

木
  
療

な
 
し

広
葉
樹
の
散
孔
材
を
用
い
た
木
戊
。
年
輸
間
隔
は
24
ul
前
後
で
、
全
数
は
読
め
な
い
。
炭
化
は
や
や
不
良
。

40
6-
1
I区

テ
ラ
ス
No
 3

木
 
炭

な
 
し
37
広
葉
樹
の
環
孔
材
を
用
い
た
木
炭
。
年
輸
数
は
厚
さ
2 
6
cm
の
間
に
20
本
を
数
え
る
。
木
取
り
は
細
い
ミ
カ
ン
割
り
。

40
6-
2
I区

テ
ラ
ス
NI
o

木
  
炭

な
 
し

や
や
前
者
と
似
た
資
料
。
広
葉
樹
の
環
孔
材
で
、
厚
さ
1
7側
の
間
に
年
輪
数
22
本
を
数
え
る
。
木
取
り
は
細
い
ミ
カ
ン
割
り
。

I区
テ
ラ
ス
No
 3

木
 
炭

な
 
し

40
61
、
2と
基
本
的
に
似
る
。
細
い
ミ
カ
ツ
割
り
の
木
取
り
も
共
通
す
る
。

40
6-
4
I区

テ
ラ
ス
No

木
  
炭

な
 
し

前
者
と
ほ
ぼ
同
様
の
条
件
を
持
つ
木
炭
。
材
の
心
部
側
が
欠
落
。

Ⅱ
区

テ
ラ
ス
No
 3

木
  
炭

な
 
し

15
広
葉
樹
の
環
孔
材
を
用
い
た
木
炭
。
小
枝
状
で
、
半
割
さ
れ
て
い
る
。
年
輪
数
は
8を
数
え
る
。

40
7-
1
I区

A-
8

木
 
灰

な
 
し

分
析
No
34
 1

I区
A-
8

木
 
炭

な
 
し

分
析
No
34
 2

40
7-
3
I区

A-
8

木
  
炭

な
 
し

分
析
No
34
-3

40
7-
4
I区

A-
8

木
 
灰

な
 
し

分
析
No
34
 4

40
7-
5
Ⅱ
区

A-
8

木
  
炭

な
 
し

分
析
No
 3
4-
5

40
7-
6
I区

A-
8

木
  
炭

な
 
し

分
析
No
34
 6

40
7-
7
Ⅱ
区

A-
8

木
 
灰

な
 
し

分
析
No
34
 7

40
7-
8
I区

A-
8

木
 
灰

な
 
し

分
析
No
34
 8

40
8-
1
Ⅱ
区

A-
9

木
 
灰

l
な
 
し
31
7
広
葉
樹
の
環
孔
材
を
用
い
た
木
炭
。
菊
割
れ
が
や
や
目
立
つ
。
外
周
部
に
酸
化
土
砂
が
強
い
。
年
輸
間
隔
が
狭
く
、
0 
71
1u
l前
後
。
全
数
は
読
み
取
れ
な

い
が
、
厚
さ
5 
9c
ll
lの
間
に
数
十
本
が
走
る
。
木
取
り
は
ミ
カ
ソ
割
り
。

40
8-
2
I区

A-
9

木
 
炭

1
な
 
し

大
き
さ
は
僅
か
に
小
さ
い
が
、
前
者
と
同
一
材
を
用
い
た
木
炭
。
菊
割
れ
や
や
あ
り
。
厚
さ
3 
7c
mの
間
に
、
53
本
を
数
え
る
。
木
取
り
は
ミ
カ
ツ
割

り
。

40
8-
3
Ⅱ
区

A-
9

木
 
炭

〕
な
 
し

前
者
と
ほ
ぼ
同
一
条
件
の
木
炭
。
左
側
部
の
一
部
は
工
具
痕
で
、
端
部
は
焼
失
気
味
。
厚
さ
2 
9c
ll
lの
間
に
年
輪
数
50
本
以
上
を
数
え
る
。

40
8-
4
工
区

A-
9

木
  
炭

〕
な
 
し

広
葉
樹
の
環
孔
材
を
用
い
た
木
炭
。
外
周
部
寄
り
の
年
輪
が
密
で
、
芯
部
側
で
は
年
輪
間
隔
が
広
い
。
菊
割
れ
や
や
あ
り
。
木
取
り
は
ミ
カ
ン
割
り
。

全
体
に
や
や
歪
ん
で
お
り
、
材
の
曲
が
り
の
部
分
か
。

40
8-
5
I区

A-
9

木
 .
炭

1
な
 
し

外
周
部
が
全
体
に
焼
失
気
味
の
木
炭
。
年
輸
間
隔
は
狭
く
、
0 
6m
l前
後
が
主
体
。
菊
割
れ
や
木
取
り
な
ど
は
、
40
81
～
3に
似
る
。

40
8-
6
I区

A-
9

木
 
炭

1
な
 
し

40
84
に
似
た
状
態
の
木
炭
。
材
の
枝
分
か
れ
部
と
。
広
葉
樹
の
環
孔
材
で
、
厚
さ
1 
4c
mの
間
に
年
輪
数
15
本
を
数
え
る
。

I区
A-
8

半
焼
木
材

1
な
 
し
50
00
 0

下
手
側
の
端
部
に
シ
ャ
ー
プ
な
工
具
展
を
持
つ
、
太
い
半
焼
木
材
片
で
あ
る
。
表
層
の
2c
m程
が
炭
化
気
味
で
、
芯
部
側
は
木
質
の
ま
ま
。
上
手
側
の
端

部
は
自
然
の
欠
失
状
態
。
下
手
側
の
工
具
痕
は
左
右
方
向
か
ら
の
く
さ
び
状
で
、
右
側
の
も
の
が
残
り
が
良
い
。
囚
み
に
、
長
さ
14
ct
l、
最
大
幅
H5

cl
lを
測
る
。
左
側
は
か
ろ
う
じ
て
刃
物
痕
が
残
る
程
度
。
両
者
の
中
間
部
は
2 
5c
II
程
突
出
し
、
工
具
痕
が
達
し
て
い
な
い
。
裏
面
は
大
き
く
え
ぐ
ら
れ

る
よ
う
に
欠
失
す
。
材
は
広
葉
樹
の
環
孔
材
で
、
年
輪
間
踊
は
1～
3m
ll
程
度
の
ば
ら
つ
き
を
持
つ
。
全
体
に
中
心
部
か
ら
放
射
状
に
小
さ
な
ヒ
ビ
割
れ

が
発
達
す
る
。
可
能
性
と
し
て
、
製
鉄
関
係
施
設
の
柱
部
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

Ⅱ
区

Q-
13

黒
鉛
化
木
炭

4
H(
O)

分
析
No
 3
5



※ は赤色塗彩部分

※ 4は 報告書より再 トレースして掲載

第34図 赤色顔料塗彩の上製耳飾り

第85図 麻蒸し作業の復元想像図

1:槙 ヶ峠遺跡

2:キ タバタケ遺跡

3:小浜洞窟遺跡

4:沖丈遺跡

o                                 5cm

実測図 S=1/1
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キサ

第 5章註 (4)文献より転載

＼〃

ゝH〃
第86図  工区 製鉄炉推定復原平面図
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遺 物 名

全 体 平坦面。SK0 1の み
重 量 (g・ 合計 よkg)

'ヒ

  ヨξ 重 量 (g)
'ヒ

  ヨ岳
掲 載  1 非掲載 合 計

炉 壁 197,237 1  1,295,660 1    1,492 9 329/0 6,040 80%
砂鉄焼結塊 (△ )

砂鉄焼結塊 H(○ )
砂鉄焼結塊M(◎ )
砂鉄焼結塊 25 00/0 0 09/0

マグネタ/卜 系遺物 (△ )
マグネタイト系遺物H(○ )
マグネタイト系遺物M(◎ )
マグネタイト系遺物 00/0 0 09/O

厚内流動滓 (小 )

炉内流動滓 (中 ) 740

房内流動滓 (大 ) 7,280

炉内流動滓 26,040 34.6 19/0 0 00/o

単位流動滓 5,790 1        5,9 00/0 0 00/O

工具痕流入滓 00/O 0 00/O

流出孔滓 (小 ) 1,483

流出孔滓 (中 ) 2,432

流出孔滓 (大 ) 4,454

流出孔滓 (つまり先) 2,326

流出孔滓 (工具痕付) 5,236

流出孔滓 (反底塊→流出孔滓) 8,459

流出孔滓 (含鉄)銹化 (△ )

流出孔滓 (合鉄)H(○ ) 1,H0
流出孔滓 (合鉄)M(◎ ) 1,287

流出孔滓 1 316,498 345,4 7% 10/o

流出溝滓 (小 ) 2,858

流出澪滓 (中 ) 5,013

流出溝滓 (大 ) 12,890

流出溝滓 630 1    574,223 595 6 139/0 6%
流動滓 (小 ) 223

流動滓 (中 ) 675

流動滓 (大 ) 1,800

流動滓 1,343,809 と,346.5 290/O 10/O

炉底塊 (セ ットA薄手) 17,028

廊底塊 (セ ットB厚手) 15,787

厚底塊 (セ ットC幅広 ) 29,900

炉底塊 (工具痕付) 7,480

炉底塊 (含鉄)H(○ ) 2,920

匠底塊 (流出孔滓付)H(○ )
匠底塊 (合鉄)M(◎ ) 6,443

炉底塊 18,200 98.6 2% 0 09/O

炉内滓 (小 )

炉内滓 (中 ) 39,830

厚内滓 (大 ) 50,220

厚内滓 (工具痕付) 7,259

炉内滓 (含鉄)銹化 (△ )

炉内滓 (含鉄)H(○ ) 1,850 47,697 10/0

炉内滓 (含鉄)M(◎ ) 2,973

炉内滓 (含鉄)L(0) 1,385

炉内滓 8,617 692 6 159/O 80/0

再結合滓H(○ )
再結合滓M(◎ ) 1,512

一％
一
〇再結合滓 2.2 00/0 0

木 炭 5,242 1,551 00/0 49/0

合   計 369,044 4,257,616 4,626.7 1000/O 7,526 1000/0

第27表 槙ヶ峠遺跡 製鉄関連遺物組成一覧表
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第28表 槙ヶ峠遺跡 製鉄関連遺物分析結果一覧表

地 区 遺 物 名
製 錬

Ti0 2 ～3% Ti0 2 3～ 5% Ti0 2 5%～

I区
流動滓類 MAK-1(9.13)

炉内滓類 MAK-3(12.20)

I 区 炉 壁 MAK-8(1.02)

砂 鉄 類 MAK-9(0.87)

MAK― H(1,36)

MAK-13(1.06)

MAK-10(3.29)

流動滓類 MAK-6(2.13) MAK-17(3.22)

MAK-19(3.77)

炉内滓類 MAK-5(2.05)

MAK-20(1.72)

MAK-14(3.85)

MAK-15(4.94)

含鉄鉄滓 MAK-27(2.09)

MAK-28(1.67)

MAK-21(3.74)

□、炉 壁

□ 流動滓

口 炉内滓

■ 流出溝滓

■ 流出孔滓

■ 炉底塊

■ 炉内流動滓他

第87図 槙ヶ峠遺跡製鉄関連遺物組成図

290/。
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頂  目 詳  細

還

物

情

遺物全体構成比 炉壁1493kg(33%)/ 砂鉄焼結塊2 5kg(0%)/
マグネタイト系遺物2 9kg(0%)/ 炉内流動滓34.6kg(1%)/
単位流動滓5,9監 (0%)/ 工具痕流入滓0.2kg(0%)/
流出孔滓345.4kg(7%)/流 出濡滓595,6kg(13%)/
流動滓1346 5kg(29%)/ 炉底塊98.6唯(2%)/
炉内滓692 6kg(15%)/ 再結合滓2 2kg(0%)/ 木炭6.8kg(0%)

鉄塊系遺物構成比

(合鉄鉄滓を含む)

特 L(☆ )O kg
☆ :● :◎

／

。

L(0)1.4kg
/ 0:1

／

‥

M(◎ )46.7kg
:54%

/ H(○ )566唯

鉄塊系遺物種別比

(分析遺物中)

I区・工区とも不明

主操業の性格 I区・Ⅱ区とも不明

原材料 燃料

の種類

木 炭 広葉樹 :環孔材

砂  鉄 低チタン酸性砂鉄 /遺跡現地の砂鉄はI区の製鉄原料ではない

滓質の傾向 炉内滓類 837.3Fg /
炉内滓類 :流動滓類 /

流動滓類 2287.5kg
27:73%

/ 計 3124.8kg

炉 壁 壁 体 壁体全残存量は不明 / 長方形箱形炉
胎土は細かい砂質と粗い粘土質の 2種類

／
／
補修後の使用を確認
角張った隅部分あり

通風孔 通風孔周辺の炉壁多数
断面角度は緩やか /

/ 円子しと楕円子しあり
平面角度は端部で45度

/ 孔径 2 clll以上 /

分析資料 35′く :厚壁2 / 粘±1 / 砂鉄2 / 砂鉄焼結塊1 /
マグネタイト系遺物1 /炉内流動滓2 /流 出孔滓4 /
流出溝滓2 / 炉底塊1 / 炉内滓1 / 炉底塊(含鉄)2
炉内滓(含鉄)9 / 再結合滓1 / 鉄製品3 / 木炭3

/

退

構

情

報

概 要 I   区 土坑 1 / 焼土や木炭の集中部分

工 区 平坦面1 / 土坑 1 / 拶F滓場 1

製鉄炉 I   区 遺構が確認されず、不明

Ⅱ 区 遺構が未確認のため、遺物より推定
長方形箱形炉 / 地下構造不明
外形が長さ14m強・幅0.5m・高さ1.Om、内法が長さ1 2m強・幅03mと推定

送風関連施設 I区・Ⅱ区とも不明

排滓場 正 区 不  明

Ⅱ 区 斜面に堆積し、平坦面の南西 8× 4mの範囲に特に集中

付属施設 I   厩こ 焼土や木戊の集中部分およびSK36だ が、関連性は不明

工 区 平坦面および炉壁集中部分・SK01だ が、関連性は不明

年
　
代

考古資料 I区排滓場直下より出上の上器片から、10世紀代と推定される

放射性炭素年代 I区 :AD.790± 60(8世紀末前後 )
Ⅱ区SK01 :AD,780± 60(8世紀末前後 )
工区排滓場 :AD 860± 60(9世紀半ば前後)

熱残留磁気測定 I区・Ⅱ区とも実施せず

第29表 槙ヶ峠遺跡 製鉄関連遺構・遺物の主要要素一覧表
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図版 1

槙ヶ峠遺跡上空から北原方面を望む (南東から)



図版2

I区調査前状況 (上空から)

(北西から)



図版 3

I区第 5図 A一A'上層断面
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I区

北半 2層上面

遺構完掘状況

(東から)

I区

北半 2層上面

遺構完掘状況

修蔦力心ら)

I区

北半 2層上画

遺構完掘状況

(北から)
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図版5

左上  I ttSK05(北 東から)

I ttSK06(北 東から)

I ttSK07土層断面

左上 I区SK09(南西から)

I ttSK10石鏃出土状況

I区西側斜面完掘状況



I区南半 2層上面遺構完掘状況 (南東から)

石斧 (36-5)出土状況

SK38(南西から)

耳飾り (36-6)出土状況

SK39(膏了i巧から)



図版7
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SK44(南 力Ⅲら)

I区北半作業状況

SK46(北西から)

SK15(南 東から)

SK17(北西から) SK19(東 力Ⅲら)



図版8

I区
北半 3層上面
遺構完掘状況 1

修縫から)

I区
北半 3層上面
遺構完掘状況 2

(東から)

I区
北半 3層上面
遺構完掘状況 3

(北西から)
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二番

I区南半 3層上面遺構完掘状況 (南東から)
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SK57(F菊 から)

SK59(西 から) I区南半作業状況
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図版11
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I区
北半 4層上面
遺構完掘状況 1

(東から)

I区
北半 4層上面
遺構完掘状況 2
(東から)

I区
北半 4層上面
遺構完掘状況 3
(南東から)



図版12
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I区南半 4層上面遺構完掘状況 (南東から)
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図版13

I区調査終了後状況 (上空から)



図版14
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図版15
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I区平坦面上炉壁群 (北東から)

Ⅱ区平坦面 (北東から)
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図版17
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Ⅱ区排津場検出状況 (南西から)



図版18
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N12グ リッド
製鉄関連遺物
出土状況
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排滓場
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土師器杯
(35-17)
出土状況
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図版20
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排滓場覆土
土層断面 1
(西から)

Ⅲ区
排滓場覆土
土層断面 2
(西から)

Ⅱ区
排洋場覆土
土層断面 3
(南西から)
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図版21
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Ⅱ区

排洋場土層断面 1

(西から)

Ⅱ区
排滓場土層断面 2

(西から)

Ⅱ区
排滓場土層断面 3

(南西から)
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